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質 問 者 質  問  事  項 質  問  の  要  旨 

１．学習指導要領の改定に

よる武道必修化につい

て（中学生） 

①運動経験の少ない女子も全員が対象になる

ことを考慮した安全対策 

２．国際戦略総合特区と地

域活性化総合特区につ

いて 

①新成長戦略の一環として、特定地域に規制

緩和や税財政の優遇措置を講じる「総合特

区」に３３地域を指定し九州から福岡県、

北九州市、福岡市が選ばれたが当町への影

響 

②地域活性化総合特区は２６地域で、九州か

ら大分県、宮崎県の「東九州メディカルバ

レー構想特区」が指定されたが、その内容

について 

中島 英夫 

３．旧蔵内邸について ①２４年度実施計画の策定状況について 

１．築上町コミュニティセ

ンターについて 

①利用者、住民の意見反映はされているか。 

２．防音対策について ①ブルーインパルス飛行隊の練習延長となっ

たが、国の対応はどうなっているか。 

②国ができない未防音地区や平成４年１１月

以降の新築の対策を町が代替えでやったら

どうか。 

西口 周治 

３．町の施策を問う ①庁舎の移転、喫煙室の設置、人的庁内体制 

②学校の統合 

③企業の誘致・立地 

④住みやすい街づくり（住民税、固定資産

税）など 

１．コミュニティーセン

ターについて 

①運営を含むコミュニティーセンターに関す

る件について問う。 

２．町立学校について ①中学校の統合について、どのように考えて

いるのか。 

②教育現場の条件整備について 

吉元 成一 

３．観光開発について ①数ある観光資源を今後どのように活用して

いくのか。町内外に広めるための計画はあ

るのか。 

②個別の資源をＰＲするのか、全体取組みに

するのか、問う。 
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質 問 者 質  問  事  項 質  問  の  要  旨 

１．町、教育委員会は、防

災対策は出来ているか 

①防災対策は日常の防災教育・防災訓練が重

要である 

②東日本大震災の教訓は生かされているか。 

２．築上町の人口増加対策

を真剣に考えているか 

①町の総合計画達成に向け魅力あふれる町づ

くり実現のために。 

（婚活支援対策・空き家バンク対策・企業誘

致について） 

３．築上町観光ボランティ

アガイド養成について 

①文化財、文化遺産の豊富な築上町で案内人

の養成は必要である。 

有永 義正 

４．各種滞納金の収納対策

を滞納整理課を設置し

て進めませんか 

①各課の職員は現年度分の収納におわれて過

年度分は滞りがちです。滞納金の減少対策

として 

１．築上町のし尿処理につ

いて 

①今後のし尿処理について、どのような方向

性を考えているのか、お聞きします。 

（豊前広域環境施設組合、築上町し尿処理施

設、液肥等） 

２．築上町のゴミ処理につ

いて 

①今後、ＲＤＦの処理についてどのようにす

るのか、お聞きします。 

 また、ゴミの液肥化はどのようになったの

か、お聞きします。 

３．太陽光発電について ①築上町の太陽光発電に対しての考えや施策

について、お聞きします。 

武道 修司 

４．中学校の新学習指導要

領について 

①新学期からの態勢は整ったのか、お聞きし

ます。 

１．築上町の電算について ①電算の統一化（１市２町）について 

②現在のＳＥの状況は 

塩田 文男 

２．築上町支所について ①支所から本庁へ行かないといけない場合の

送迎について 

②支所の将来性について 

③窓口の改善について 

１．本町の農業後継者減少

についての対応 

①現築上町は高齢者、少子化が進み農業する

後継者が少なく町としての対応は考えてい

るか、お聞きしたい。 

（お互いに出資し全天候型のハウス作り、人

を集めての出荷、高齢者のコミュニティの

場作り） 

塩田 昌生 

２．在宅支援、配膳につい

て 

①現在、住宅支援で食事の配膳をしています

が、土・日・祭日等はないような状況で

す。配膳の必要があるのではと、多くの声

を聞きます。検討お願いします。 
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午前10時00分開議 

○議長（田村 兼光君）  皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１５名です。定足

数に達していますので、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（田村 兼光君）  日程第１、一般質問です。 

 これより順番に発言を許します。 

 一般質問は１３人の届け出があり、本日の質問者は７人をめどとしますが、時間に余裕がある

場合は、質問を続けます。 

 質問は前の質問者席から行ってください。また、答弁を行う者は所属と氏名をつけて発言して

ください。それから、重複した内容の質問は控えていただくようにお願いします。 

 では１番目に、１２番、中島英夫議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  まず、最初に学校の授業の問題につきまして、お尋ねを致しま

す。 

 新年度から中学校の体育の授業の中に、必修科目、正科として武道が行われることになりまし

た。武道、内容は柔道・剣道・相撲であります。さまざまダンス等もあるようでございますけれ

ども、ここで私が質問をするのは、いわゆる危険度の高い柔道の授業が行われることについて、

今、非常に危惧するところがございますので質問をいたすところであります。 

 柔道では、中学校、高校を含めてのことでありますけれども、過去２８年間の間に１１４名の

子供が命を落としております。なお、重度の障害を負って生きておるというような子供たちが

２７５名おるようでございます。非常に危険度が少し高いなと、こう思っておるわけであります

けれども。 

 我が築上町は、非常に格調高い高度理念、新川さんのマニフェストで、「子供の生命を護りま

す」これが、築上町の基本的な、最重要な政策ということになっております。少子化対策の柱と

いうのは、やはり子供の命を守る。 

 町長は、今度の議会の冒頭にも医療、子供の命を守るために、やはり予防注射、こういうもの

も積極的に行われるということが、表明しております。予算の裏づけもありますけれども、これ

はすばらしいことであると思います。これはエールを送っておきます。 

 これは、内容を調べていきますと、正規の授業よりも部活のほうが非常に死亡されている比率

が高いんですね。やはり、その内容はどうかなと思いますと、授業では柔道は余り激しい動きは

少ないと、ただ、部活は非常に厳しい練習をやりますので、危険な技をかけるんでしょうけれど
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も、やはり命を落とされておるという現実があるわけであります。この危険を除去して、正常に

子供たちに安心して授業を受けてもらうための安全対策、これをどのように確保しておるのであ

ろうかということが第１点であります。 

 それから、昨今の経済状態を考えたときに、父兄の負担、新しくこの授業が行われますと、柔

道の柔道着であるとか、また剣道の防具、これは非常に高いわけですね。柔道着は、金額はほど

ほどかなと思ったりするわけですけれども、剣道の防具あたりは非常に高いわけですから、部活

程度なら学校が現在、準備しておるのかなあと。だから、こういう父兄負担の問題が、どのよう

に対応されておるのかというようなことであります。 

 参考に申しますと、私が調べた範囲では、本の受け売りです、はっきり言います。その中で、

柔道人口が日本の３倍あると、ヘーシンク、フランスが事故がほとんど起きていないと。 

 その原因は、今、武道議員ともちょっと話したんですけれど、私この中に資料がありますけれ

ども、はっきり言いますと柔道連盟が、学校の教員は特例があるんですね、昇段試験に。教員だ

けは、短時間で免許をやるというようなんですね。こういう特例を教員だけ設けておるという、

これは新年度、４月から正科として、このことが行われるとなりますと、各現場の市町村の教育

委員会の対応が、やはり間に合わないだろうということで、全日本柔道連盟は要綱を流しておる。 

 その結果、自動車学校に行くのと同じなんですけれども、すぐやるところが、今、現在はあり

ませんけれども、免許を軽く１日、２日行ったらすぐやるとかいうような、昔は聞いたことがあ

るんですけれども、短時間で講習で済ませて教員にやっておると、非常に心配をされるようなこ

とがございますので、当教育委員会は、安全対策の確保をどの程度やっておるか。 

 この質問につきましては、今回初めてではありません。これは１年前ですか、私はこの対応を、

準備はどうですかということを質問をいたしておりますので、この安全確保の問題だけを、まず、

教育長とも考えたんですけど、予算の関係もありますので学校課長に質問をします。お答えをい

ただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  教育課長、田中君。 

○学校教育課長（田中  哲君）  学校教育課、田中です。質問の１点の安全対策というところで

のお答えをしたいと思います。 

 今度の学習指導要領改正に伴いまして、中学校におきまして武道の必修ということで２４年度

から実施されますが、その前の３年間、２１年から施行という形で移行期間の３年間を持ってお

ります。 

 その３年間におきまして、武道教育のあり方というものを行ってきておりまして、その中で、

やはり先ほど言いましたように、先生方の指導という形、専門でないというところもございまし

て、やはり安全対策というものが一番重視していかなければいけないというふうに考えておりま
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す。 

 その対策といたしまして、両中学校の中でちょっと教師の有段者、それから有段者がいないと

いう学校の違いがちょっとありますが、共通しまして言えることは、学校の先生だけでなく地域

の指導者、柔道の有段者、その方を招いて、地域の指導者プラス学校の先生の二人組で一授業を

行っていくという状況であります。 

 それから、あと授業のやり方です。まあ、部活みたいな形の分というのは、そもそも違いがあ

ろうかと思いますし、授業の中でやっていくものは、やはりこの教育の柱となります、「生きる

力と健やかな体の育成」といったところを考える、礼儀を重んじる武道を取り込むことによりま

して、規範教育、そういった観点で力を入れていくということで。 

 中身としましては、特に礼儀作法的なもの、「礼に始まり礼に終わる」という中身、それから、

内容については、特に基本動作であります受け身、自分の体を守るという受け身というものを重

視した授業となります。よって、部活みたいな激しい運動的な状況にはならないというふうに感

じております。そういう授業内容で考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  大まかにはわかったわけでありますけれども、この授業は同じ

学年、これは教育長に答弁願いたいと思います。 

 それぞれ学校が２つあるんですね。築城中学校と椎田中学校とありますけれども、同じ学年の

１００名なら１００名、５０人なら５０人の児童がおるとしますと、同じ時間に、武道は３つあ

るわけですね、しかし、これはどれか選択をして同じ時間に柔道なら柔道だけを、例えばこれは

学校現場の問題もあると思うんですけれども、柔道だけをやるのか、それとも希望をとって、こ

れは希望をとっていると思うんですけれども、希望者には同じ時間じゃないと、体育の時間を

１組、２組、３組とありますと、同じ時間に柔道のしたい人はその時間に武道場なら武道場でや

ると、剣道は剣道のクラス、だからクラスを全部一緒にして、その時間帯だけは種目別に授業を

やるのか。どれか選択して、うちの学校は柔道なら柔道を正科の中に、それ１本でいくのか、あ

るいは希望を別に分けて、同じ時間帯に実施するのか、これはどうなんですか。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  教育長です。両中学の武道の授業の形態は、１年目でもありますし、

最初、剣道は考えておりません。みんな柔道だけということです。柔道着もそろえております。 

 年間１５時間、１年生男女とも必修になりますけれども１５時間当てていまして、先ほど課長

が申し上げましたように、１年目は、もう受け身が主と、基本のところの受け身が主ということ

で、乱どりの形の形態の授業はできないと、もうそこまでいかないのが実態だと思います。 
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 安全対策は、町内にベテラン指導者もおいでますので、そういう方の協力も仰ぎながら、今、

築城中学校の教頭は柔道の専門家でもありますし、そういう体制は十分できているというふうに

思っております。 

 高等学校の場合は、柔道、剣道は選択です。希望によってやっていますけれども、中学はいき

なり、最初からそういう形はとれないと、まあ、予算の関係もありますけれども、そういう形態

で出発をいたします。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  これも受け売りというんですか、この資料に入っているわけで

すけれども、ほとんど柔道なんですね。だから、運動神経の問題もあるとは思いますけれども、

女の子、やっぱり相当に慎重にやってほしいと、なぜクラスを統合してやるのか、やらないのか

と言ったのは、余り人数が多くなりますと、教える側が大変だと思うんですね。 

 普通、何でも球技はいいんですけれども、柔道の場合は、やはり何よりも大きな適正規模があ

ると思うんですよね。また、アシスタント、いろいろの専門家を配置して、応援を求めておると

いうことは理解しますけれども、やっぱり主になる人は学校の先生で、今、教育長が言いました

ように、私も調べたところが専門家は、確かに築城中学校はおりますと、それは教頭先生という

ことのようですね。やはり、バラバラじゃないでも、これは１年生のときに基礎を全員、私はそ

れを聞きたかったんです。全員柔道でやると、意思統一しておると。 

 しかも柔道着も、これ課長に聞きたいんですけれども、これ予算措置は柔道着は学校で準備を

しておるのかと、そのことなんですね。個人負担がどのくらいあるのかないのかと、そういうこ

ともひっくるめてお尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  教育課、田中君。 

○学校教育課長（田中  哲君）  学校教育課、田中です。柔道着につきましては、先ほど説明し

ました施行移行期間の中で柔道着は取りそろえて購入しております。 

 そして、毎年、汗をかきますから、かく汗をかかない時期を狙ってと言いますか、冬場に授業

を主にやっていくということになりますが、あと１年使い終わったらクリーニングをして、また

次へ使っていくという形をとっております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  子供の命を預かっているという覚悟を聞きたかったわけであり

ますけれども、この安全対策の最後になりますのは、事故が起こらんならいいんですけれども、

起こったときの、これは新川町長にお尋ねをしたいと思います。 

 学校安全会で保険をかけると思うんですけれども、これだけでは、これは非常に、池の問題が
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ありましたよね、転落事故の、それでやはり裁判になったわけですけれども。やっぱり学校保険

だけで、学校安全会がありますよね、これに掛金をかけていると思うんですが、さらに事故が起

きなければいいんですけれども、そういう安全会だけで対応を、これは教育委員会のほうがいい

かな、町長に聞こうかな。 

 安全会があるでしょう、安全会だけで対応していくということですか、事故が起きた場合に。

保障の問題ですね。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  現在、学校安全会ですべて対応をしておりますので、そういう形でい

くことになると思っております。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  これは、文科省が半ば強制的にスタートして実施するというこ

とになっておるわけですね。 

 ですから、かなり事故も起きなければいいんですけれども、起きる可能性はあるわけですから、

この掛金を増額して、国のほうが交付金か何かで配慮しておるのかどうか、これについて財政課

長か学校課長にお尋ねしたいと思うんですね。 

 何もないと、こんなことは新しく事業にするようになったと、しかし、口先だけで文科省はや

らせるだけで、そういうような問題になったときに特段の配慮があるのかないのか、文科省のほ

うから、また県教委のほうから、市町村だけにみんな負担をさせるかと、そこら辺のところが全

然、安全会の掛金の増額とかいうことは、全く現在のところないわけですか。 

○議長（田村 兼光君）  教育課、田中君。 

○学校教育課長（田中  哲君）  この掛金の増額といった話については、今のところ出ておりま

せん。それで、議員さんの言われているところの内容もわかりますし、一度、安全会のほうに問

い合わせをして検討してみたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  いろいろ問題はありますけれども、一所懸命現場としては取り

組みをしておるということで理解をしたということで、この問題についての質問は終わりたいと

思います。 

 次に、私は質問を出して、私はこの問題につきましては、私自身も非常に十分掌握しておるわ

けじゃないんですけれども、この手の問題につきましては執行部のほうが詳しいわけですけれど

も、新川町長さんはお詳しいと思うので、質問をするわけでありますけれども。 

 ２月の１日の毎日新聞、経済新聞も出ておりましたけれども、記憶では２月１日であったと思
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います。九州経済連合の九電の会長の松尾新吾さんという、九州財界のリーダーでありますけれ

ども、この方がインタビューに答えて、また、その後３月の初めぐらい、各自治体、福岡県下で

は県知事が入っておりましたね。北九州の北橋さんとか、福岡の高島市長とか、この３者がいろ

んなことを述べておった記事がございました。 

 それは特区の問題です。この福岡県、北九州市、福岡市は経済特区として、新経済の伸張を図

るための施策として、大陸、中国を中心とするところの売り込み、これを図るということを取材

に経済特区を３３、全国であったところが、７か８ぐらいの特区の中に九州から一人だけ福岡市、

これが採用されたと、まあ、経済規模からいったら５兆円ぐらい経済波及があると、売れるんだ

というような話が出ておりました。 

 さらに、東九州の大分、宮崎については特区の内容が、地域活性化総合特区というような名前、

これは「東九州メディカルバレー構想特区」、これは何か心臓を中心とした、何かそういう私も

町長も入っておるわけですけれども、ステント当たりが入っておりますけれども、大体こういう

ような医療関係の企業、こういうものは確かに東九州、延岡に企業の主力工場がある旭化成あた

りが、かなりやっておると、それで下請け関連とかいうのがかなりあるそうであります。 

 そういうことで、特区申請が認められて、これは税制面とか融資の問題がかなり緩和されて、

経済が活発化されるということのようで、この特区の内容は町長さんのほうが詳しいと思います

けれども、これが福岡県の中に、まあ、県ということになりますと築上町も当然入るわけですけ

れども、これのうちの町にどれくらいの影響があるのかと、全くないのか、こういうことを、ま

ず町長聞きたいんですよ。内容につきましては、ここにいっぱい資料がありますけれども、高ら

かに小川知事が言われておりますけれども、うちは関係があるのかないのか。 

 特に、町長が重点施策の中に、もう、あきらめておるんかなと思った事業がございます。エタ

ノールであります。エタノールにつきましては、私はいつも町長は建白書を持って、明治の時代

のようなことかなあと、非常に度胸もいいなと、一所懸命頑張っているのもわかるんですけれど

も。 

 あなたが掲げられたこれの環境問題にあるわけですね。また、中国の大陸にも、よく会議があ

りますと、私も議長もこの間、武田良太さんの会議に行っておりましたけれども、講演会、その

ときに町長さんもおられましたけれども、上毛町の鶴田さんが、ちょっと中国好きな豊前市長さ

んと、ちょっと言われたんですけれども、私も中国大陸を無視することはできないと思うんです

けれども、技術指導に行かれておる、あの問題もあります。 

 だから、そういうようなものも、何かうちの町に、この特区構想が福岡県も入っていると言わ

れているわけですから、なんかメリットがあるのか、このことを聞きたいんですね。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 
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○町長（新川 久三君）  この質問が出て、僕も初めて勉強をちょっとしましたけれども、うちの

まちにメリットがあるかと、県の方向性もまだ定まっておりません、実際に。定まったときに、

我々が今、液肥の問題、これを中国のほうで２カ所、一応、循環型農業推進協定というものを結

んで、国の外郭団体から補助金をもらって指導をしてきた経過がございます。 

 今年度でこの指導の事業も終わりますけど、あとまたいろいろな交流がありますし、県のほう

で東アジアのほう、中国に限らず、いわゆるベトナム、タイあたりまで、こういう事業を県の、

そして、これは県がするという形になれば、少しは事業を行いながら日本に所得をもたらすとい

う方向性をやってもらわなきゃいかんだろうと、私も考えております。 

 そういう状況の中で、県がこういう問題まで、環境問題も入っております実際。水問題とか、

それからいろんな福岡県の特性ということで、ロボット産業あたりも入ってくるんじゃないかな

と思いますけれども、そうなれば、ロボット産業という形になれば行橋の安川電機あたりが関与

してまいります。 

 そうすれば、影響という形になれば雇用の創設の場になってきて、築上町の方々が雇用される

一つの影響も出てくるのではなかろうかなと、このように考えておりますけど、直接的な影響と

いうのは、まだ今のところ県の方向性がわかっておりませんし。 

 北九州は確か水で勝負すると、こういう話を私は聞き及んでいますけれども、福岡も下水の処

理、これが非常に進んでおります福岡市のほうは。そういう問題で環境問題という形になれば、

私どもの液肥、これがやっぱり農村を潤す一つの方法であろうというふうなことで、ここででき

た産物を、どうするか、ここで加工しながら、そういうエタノールの問題も、また一つ出てくる

んではなかろうかなと思いますけど。 

 まだ、福岡県が初めて総合特区という形でございますので、中身は我々まだ見えてきていない

んで、県のほうが築上町やらんかと、県の懇談会等がまたあったときには、何とかならんかとい

う話はちょっと持っていきたいと。 

 この前、エタノールの関係も一応、県のほうにも提言をしておるところでございまして、こう

いう問題も県のほうで取り扱っていこうかという形になれば、それはそれで、うちにとっては大

きな影響力になって来るのではなかろうかなと、このように考えています。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  私、北九州を今、町長言われましたよね、水のビジネス、技術

指導料が入るそうです。もちろん技術陣等も多数おられまして、活発に事業展開をやられておる

ようです。 

 やはり一番関心があったのは、あなたが掲げられておるエタノールの問題、それから議会も先
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般行って参りましたけれども、大牟田の発電所の例のあれと、それからメガソーラー、このメガ

ソーラーも特区に入っているわけですね。 

 項目に入っておるけれども、なかなかうちのほうの条件というのが、地理的条件等があって、

最近活発に取り上げられているような地区は、やはり大きいですね。面積もかなりいるわけであ

りますし、そういうような条件整備の問題が、幾ら言っても執行権が我々はないわけですから、

そのことについてはやっぱり執行部が対応してくる、現実的には執行部が対応するわけですけれ

ども、やはり、これらのことを十分、職員側もあなたをフォローする職員のほうにも、何か工場

誘致とも関連があるわけでありますし、やはりしっかり勉強をするように、指導を強くしていた

だきたいと思うんですね。 

 私は特に、成長する部門としては、私は可能性が高いのは東九州の大分県と宮崎県の、こちら

のほうなんですね。メディカル、これは医療関係ですね。私はＡＢＣのＡＢくらいしか読めませ

んけれども、大体、勘でわかるわけでございますけれども、まあ、医療関係と。 

 この問題について、山国川から東、ここは北九州というよりも、中津圏内商圏に入るわけです

ね。ぜひとも機会があるごとに、中央官庁、霞が関に行く機会が町長、多いわけですから、やは

り足を踏み入れて、ぜひとも、これ始まったばかりでありますから、いろいろな手直しが絶対に

あるわけですね。 

 ですから、大分県のほう一部、こちらのほうに越境するわけですけれども、やはり将来的には

これのほうが、かなり可能性が高いと思うんですよ。ですから、ぜひともそういうことも心がけ

て体験講習とか、中央講習を機会あるごとに延べ、そして実現がされるように、我々も期待をし

ておりますので、職員にも勉強をさせると。 

 そしてあなた自身も陣頭指揮をして、何らかの工場誘致につなげるようなことに高めていただ

きたいと、頑張っていただきたいということで、私は質問をさせていただいたわけです。 

 これは追求とかなんとかじゃありません。オールジャパンとか言いますけど、オール築上町で、

ともに実現に向けて、何らかの参入ができるように行政と議会が一体として取り組みをしていた

だきたいということで、この問題は終わりますけれども、最後に町長の決意を聞きたいと思いま

す。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  決意と言っても、非常にこれは難しい問題で、県と相談をしながら、何

かうちのまちでやれるようなことがあれば、ちゃんとやらせていただこうと、このように考えて

おりますし。 

 例えばこれは総合特区じゃないんですけど、エタノールの関係で、前回総務省に提言に行った

ときに、福田総務大臣政務官から、逆に、エタノールの特区をとったらどうかというような提言
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も受けたんで、それに向かってはちょっと研究していこうかなと、そして販売先がちゃんとでき

るような形ができたら、税制面の優遇とか、そういうものがとりやすいよという指導も受けたの

で、そういう方向からも少しは、ちょっと特区という形であれば動いてみようかなと、このよう

に考えております。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  わかりました。 

 最後の質問になりますけれども、旧蔵内邸の問題であります。この問題につきましては、この

家主さんのほうから執行部のほうに購入打診があって、その後いろんな経緯がございましたけれ

ども１億円という高額な御寄附をいただくことができまして、やはり交流をした経過があるわけ

でありますけれども。 

 その中でもいろいろ議会のほうから厳しい意見も出ておったようでありますけれども、この問

題で、私の質問、以前に議案の質疑の中でも蔵内邸の問題には触れております。 

 また、一部町長が考え方を述べておりますが、直近の議会では吉元議員のほうから、蔵内邸の

問題に問いがありまして、担当課長のほうからいろいろ答弁が行われております。その中で、明

らかになったのは、実施計画が現在策定中であるということであります。 

 私は数日前に商工課長のほうに、その実施計画を立てておると、基本計画はどういうものです

かということを聞いたら、基本計画はないというようなお答えをいただきました。しかし、３日

前ぐらいだったか、この資料をいただいた中に、基本計画云々というのが入っておりました。 

 それはなぜかと言うと、私の質問がありましたので、私そういう話の中で、苦慮の結果、基本

計画という言葉を入れられたと思います。課長自身いろいろ苦慮をしながら取り組みをしておる

と、努力は敬意を表したいと思いますが、この基本計画は、さらにその資料をいただいてから、

こういう資料なんですよ、ちょっとこれをくれたんですよ。それからこの資料を持って、副町長

に尋ねました。基本計画はあるかと、いや、それはないというようなニュアンスは、私はそうい

う受け取り方をいたしました。 

 これは基本計画イコール実施計画ということで理解をしましたけれども、吉元議員の中で、的

確な質問が行われておりました。この中は、ほとんど運営についてであります。運営というのは、

今まで私はわからなかったんですが、彼の質問によってそういうことがクローズアップしてきた

わけですけれども、私も理解ができたんですけれども。 

 課長、あなたの答弁の中で、フサインという言葉を出して、そしてまた、非常に苦慮をしてお

りましたところ、本当にわかってきたというのがあります。それは、運営先はどこなのかと、運

営先と相談をしながら、運営先は相談をしておるんですね、委託先というのはどのような団体な

のかということはいって。それから、最初、聞きましょう、運営先、運営相談をしておる、これ
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についてはどこなのかどういう団体なのか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  商工課、久保です。委託先の実施計画の委託先のことですか。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  はい、そうです。 

○商工課長（久保 和明君）  それは、サムライという会社です。旧蔵内邸活用検討員会の中で委

員として出席しておりましたハヤカワさんのところの会社のほうと委託契約をして、基本設計等

２３年度作成しております。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  実施設計を委託しておるということでわかりました。私、一番

重要なのは実施設計、私は運営を、運営先まで懸念しておるのは運営先までここのサムライと言

うハヤカワさんと、策定委員会の委員長をされておったところが、策定委員会の委員長でしょう。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  策定委員会の委員長ではなくて策定委員会の委員さん、コンサル

の……。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  これは、私は今国会答弁でも、よく追及されるところはそこな

んです。皆さんわかるように、つくったところが受注すると、これは少し内容が違うと言われる

かもわかりませんけれども、策定委員会の委員長じゃないで委員だということはわかりました。 

 できたら、このような会社は、策定委員のところが運営の受託をするようなことは、絶対ある

のかないのか、あってはならないわけです。すべての相談をハヤカワさんとやっとる。そして、

アンケートになったわけですけれども、６月と１１月の２回に分けて、一般公募をして見学会を

実施しましたと、アンケート調査をとりましたと。 

 ６６０人の人にアンケートをとった結果、アンケートはどういうものであったのか、アンケー

トの内容は、そして、それを分析しておると思うんですね。それをハヤカワさんに直接やって、

事あるごとに１２月も議会がありました。我々も産業建設委員会がありました。 

 一応、この問題について所管委員会になっておるわけですけれども、一言一句その内容につい

ても報告がないわけですね。この内容を分析したやつがあれば、ちょっと明らかにしてもらいた

いと思います。その見学をされた方々の回収率の問題と、内容を分析、そこまでいっておるかい

っていないかで結構ですけれども。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  商工課、久保です。６月と１１月の見学会のときのアンケートは集

計しております。現在、その分は持ち合わせておりませんが、集計結果は出ておりますので、後
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日報告させていただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  産業建設委員会のときに、分析しておれば、そこの内容ととも

にそれを明らかにしてほしいと思いますね。そのときでいいです。 

 私、一番関心があるのは、運営先を決めて、その運営先を早く決めないと、これは前に進まな

いと思うんですね。あなたが言われる１年間という期間があります。長いようで短いんですね。 

 ですから、受託をして運営をどこにするのかと、どのような形にするのかと、それは課長も苦

しいと思うんですけれども、課長だけではなくして関係するのはいろんな課があります。その上

には副町長がおります。 

 やはり誰が司令塔なのかわかりませんけれども、一応、表面的にはあなたということでなって

おりますので、質問をするわけですけれども、苦慮をしていることは十分理解をします。運営先

について、早く決めて、これはハヤカワさんと相談をする必要はないんです。あくまでも執行権

です。皆さんが決めることなんです。意見は意見なんですね。 

 そして我々議会があれだけの意見を述べ、議論をやってまいっておるわけですから、議員にも

情報を公開する、常々進捗状況も開示していただくと、これが、後に禍根を残さない、この問題

の取り扱いは、非常に大きな問題になると思うんですよね。私は決して蔵内邸をだめにしてはな

らない、あくまでもすばらしい遺産として活用していただきたいと、そういう気持ちで質問に立

っておるわけです。 

 町長にお願いをするんですけれども、運営先をどういう運営形態にするのかと、そしてまた運

営先の問題、それを早くいつまでにこれを決めるんだと、これは行程表の中にも入ってはおらな

いですね。こういうことだけなんですよ、我々議会に示されるのは、新聞報道のほうが的確でわ

かりやすいんです。でも、新聞記者に個人的に聞いたほうが早いんですよ。我々はこの程度なん

ですよね。一般住民から聞かれたらわからんわけですよ。聞かれる者は困るわけですよ。 

 先般も窯跡公園に行きました、そのときに担当職員も一人も町長、おりませんでした。こんな

特別展があっておる。その後に雨が降りましたので、私は上のほうの窯元の跡まで行きたかった

んですけれども、雨が降り出したからそこまでする必要はないなということで降りて支所により

ました。 

 課長に会いに言ったんですけれども、会議中ですと、そのときに感じたのは、ああ、これは蔵

内邸の問題で勉強会かなんか知りませんけどやっておるなと、そういう予感がしました。それで

待つこと数十分ありましたけれども、課長にも会ったんですけれども、御苦労されている姿を拝

見して、本当に敬意を表したいと思いますけれども、一番基本は、町長、副町長が、やはり町長

はエタノールに全精力を傾注して頑張っておるわけですけれども、その２分の１でも、副町長は
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全般的に忙しいとは思いますけれども、ぜひともこの問題も、第３セクターの社長とか重役をや

られておるわけですから、それもこの問題も真剣に心して取り組んでほしいと思うんです。 

 そうしないと、課長だけに重荷を負わせて坂道を登らせて行くような姿を見たときに、私個人

的には、後ろから支えてやりたいという気持ちなんです。ですから、町長、運営先については早

く決めてほしいと、その運営先と真剣な話し合いをやってほしいと。それでないと久保課長も大

変だと思うんですよ。 

 そのことを、おおよその全体計画の中で、これを読みますとデザイン制作とか物品販売、こん

なのは町長が冒頭、議案質疑の中で少し触れておりますけれども、やはりこれはぼつぼつでいい

んですよ。どのくらいの見学者が来るかという、それに合わせながらこういうオリジナルのこう

いうのを、物品については対策を講じて、そうなりますとみんな真剣に考えるんですよ。最初か

らこんなものを一所懸命討議する必要はないんですよ。 

 最初のときに社長をされておる副町長が、社長だそうでございますけれども、メタセからある

物品を持ってくればいいじゃないですか。それから真剣に、みんな考えますよ。だから運営、来

客をどのぐらいふやすかということを真剣に考えてほしいと。 

 その中で、私の質問のメインはあったんですけれども、簡単に言います、時間がないという警

告を受けましたので。北九州とか福岡市が最近史跡とか、そういう文化財の観光に結びつけて頑

張っておるということが新聞報道をされております。平城京の奈良市がやられました。それから

京都、平安京の問題、何百年祭と、片一方、奈良は１３００年ぐらいですか、そういうことをや

られました。そのときに。 

○議長（田村 兼光君）  町長が答弁をしたいと言いよる。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  うん、だからそういう、まだ確信の部分があったけど、時間の

取り扱いが私も間違いました。これがメインだったんですけれども、これは個人的に産建委員会

のときに言います。町長にひとつ頑張ってやってほしい、最後に町長お願いします。 

○議長（田村 兼光君）  町長。 

○町長（新川 久三君）  質問は１点だけだと思います。どこに委託するのかという形でございま

しょうけれども、基本的にはいわゆる公共的団体に私はやってもらいたいと、このように考えて

おります。 

 そして、できれば最終的には財団法人か社団法人かそういうところまで持っていって、ちゃん

と蔵内邸が管理できるような組織ができ上がるような形が、一番いいのではなかろうかなと、こ

のように考えております。 

 以上です。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  最後に議長、ちょっと言わせて。 
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○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１２番 中島 英夫君）  最終的には財団法人、財団をつくるということで結構ですけれ

ども、できたら関与できるのは地元ですね。この地元の人たちが関与できるようなことをやらな

いと、内部から崩壊しますよ。迷惑するのも、利益を得るのもともに泣くのは、喜ぶのは地元で

すから、地元の人たちを大切にして十分配慮して、特段の配慮をしてください。それだけで終わ

ります。 

○議長（田村 兼光君）  はい、お疲れさまでした。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  では、２番目に１６番、西口周治議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  お昼までありますので。最初のほうは短くて結構でございます。 

 まず、築上町のコミュニティーセンター、もう工事はかかっておりますけれども、利用者とか

住民の意見が本当に反映されたものが建っているのか、これは住民から言われたんですが、利用

者の方からも言われまして、図面を初めて見たら全然違うというふうなことを言っていましたが、

その辺はどうなんですか。 

○議長（田村 兼光君）  企画課、渡邊君。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  企画振興課、渡邊です。住民の意見は反映されておるかという

ことですけれども、コミュニティーセンター建設につきましては、御承知のとおり有効利用を図

る観点から平成２０年の７月に庁舎跡地の検討委員会を設置いたしまして、この中で種々御議論

をいただいておるところです。 

 そして、また住民アンケートということで、いろんな意見を広く聴取するなど検討をいただい

て、最終的に屋外ステージを併設したコミュニティーセンターの設置ということで御提案をいた

だいて、それに基づきまして基本設計を行ったところです。あわせまして、築城公民館が非常に

痛みがひどいということで、その代替機能としての施設としての機能もコミュニティーセンター

に含めておるところでございます。 

 コミュニティーセンターの利用者と考えられますのは、一部に限定されるものではなくて、広

く町民に活用いただくわけですけれども、主に近隣の自治会の皆様、それから現在の築城公民館

の利用者の方がかなりウエートを占めてくるのではなかろうかと思います。その関係もございま

して、検討委員会につきましても利用者の代表者の方々も参画していただいて、運営主体となり

ます教育委員会からも出ていただいているところです。 

 いろんな御意見が出たということはありますけれども、最終的に調整できるところは調整しな

がら、意見が入れられるところは入れながら、現在も最終的な設計に基づきまして、今施行をし

ているというような状況でございます。 
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○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  回答は短くていいですから。できていますか、できていません

でいいです。 

 一つ言われたのが、今、通学合宿したり、男の手料理教室とかを公民館でやっていると、それ

で調理台がないという話が出ました。だから、それはチアフルにあるから、そちらで使えるから

しないというふうな結論が出たそうなんですよね。 

 であったら公民館としての活用は、その辺はしないでいいと、だからチアフルのほうで通学合

宿もしますよ、男の手料理教室も賄いますよというふうな観点でよろしいんでしょうかね。 

○議長（田村 兼光君）  企画課、渡邊君。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  企画振興課、渡邊です。今御指摘の調理室の件につきましては、

ないということじゃなくて、現在の築城公民館の調理施設からしてみれば、施設は確かに縮小は

していると思います。 

 ただ、調理室につきましてもシンクが３台とコンロ３台を完備しておりますので、多少の活用

はここでもできると思いますが、大きな料理教室とか、そういった今、御指摘の部分が人数的に

はちょっと把握しておりませんけれども、大きなときにつきましては、類似施設と言いますかそ

ういった機能を備えたチアフルでも十分活用できますので、あえて大きな機能を備えた調理室と

いうことで設計には、そこまで大きなところはしておりません。やはり最低限のところの活用は

できるものだというふうに思っております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  公民館の代替としてつくるんであれば、それ相応の機能は持た

せるべきだと私は思うんですよね。じゃ、地域のコミュニティーセンターだという位置づけであ

れば、それはそういう形でもいいと思うんですよ。どっちが主なんですかね。 

 コミュニティーを主とするのか、それとも公民館の代替ですよと、副町長も課長も公民館の代

替として利用価値を高めて、そして地域住民のためにということで言っていますけど、そうなれ

ばその辺の取り扱い、椎田のほうの中央公民館にしても、今の築城の公民館にしてもやはり同じ

ような施設は備えておるし、各学供も同じような施設は取りそろえているんですよね。 

 そういうふうな取り扱いの中で、コミュニティーセンターだから、じゃ、コマーレみたいな感

覚で考えて対応できるのか、それはまた違うと思うんですよ。だから、そういうふうな取り合い

のやり方というのが、我々は中に入ってどうのこうのしているわけではないし、でき上がってい

くものを我々は見て、どうある、こうあるというふうな、余りにもここはおかしいからやり変え

ろとか言うふうにはいかんでしょうけども、それは、やはり今現在でそういうふうな話が上がっ

ているということは、少しは耳を傾けて、でき得るべきものはできたほうが、私はいいんじゃな
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いかなとそう思います。 

 通学合宿にしろ、じゃ、もうそういう男の手料理教室や料理教室などは、もうチアフルでやる

からいいですよというのであれば、今度、公民館活動の中の一部が阻害されるということにもな

るんじゃないかなと思っておりますので。 

 あと、吉元議員も今度は運営のほうで聞くというふうな形で一般質問出ておりますので、私と

しては、そういうことを要望しておきます。だから、一回ぐらいは地元の利用者の人たちと、一

度ひざを突き合わせて話し合っていただきたいということを念頭に置いてください。 

 次に、防音対策について。今、ブルーインパルスが松島基地大変なことになっておりますので、

こちらのほうで練習をやっております。非常にうるさいと地域住民の方々から言われております

けれども、国からは何ら当該町に対して、まあ、しますからお願いしますという言葉は言われた

と言いますけど、その他のことは何もないんですかね。金銭的補助とか、その他もろもろはどう

いうふうになっているんですか、教えてください。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今、基本的には松島基地がまだ工事が必要だから、もう１年、平成

２４年度も築城基地で訓練したいという申し出があったのみで、金銭的なものは、これは基地か

らでは話になりませんので、防衛局からはそういう話はないんで、近々この話は当然防衛局のほ

うに、ちょっと話をしてみようかなと思っておるところでございます。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  じゃ、まだ昨年１年間、約１年間、４月からですから、その間

は金銭的措置、そういうふうないろいろな措置は防衛省のほうからなかったと、そういうふうな

受け取り方でよろしいんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的には、ブルーインパルスが来たということで、対応変更並みのそ

ういう話の金は全くなかった。ただし、要綱が変わりまして飛行機の上に上がる回数、それに基

づいて調整交付金が交付されるように、平成２３年からなったというふうなことで、これは少し

加味をされておるかなということも伺えるんですけど、そういう形の中で対応変更という形で、

我々も当初対応変更はとられていなかったんですね。 

 基地間の、今移動訓練があります、そういう形の中で、震災で使えないから移動訓練に来たん

だという形になりますけど、やっぱり長期間になれば少し対応変更に値するかなという考え方も

持っておるんで、その点は局のほう、それから本省のほうとは折衝する考え方は持っております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  町は交付金がふえたとか、そういうふうなので済まされるかわ
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かりませんけど、住民は何もないんですよ、うるささだけなんですよ。 

 それで対応変更、私は完璧な対応変更だと思うんです、これは。来ているんですからね。そし

て、確かにあの未曾有の大震災があって、お互いに助け合うというのは必要だと思います。東北

のほうに多額のお金がいって、復興のお金もどんどん、どんどん流れていって、それは国民我慢

せよと言われたら、我々も我慢します。 

 でも最低ラインの最低限度のことをやっているんだし、防衛省は防衛省でお金を握っているん

だから、向こうが全然、要はその他、飛行機は飛んでいないわけですから、向こうに対するそう

いうふうな迷惑のどうのこうの、なにがどうのこうのというお金は全然使っていないわけなんで

すよ。復興のお金しかないわけなんですよ。 

 そうすれば、当然ながらこっちに迷惑をかけた市町村に対しても、市町村に対してというより

か住民に対して、それ相応の考え方をしてもらわんにゃいけんやろうと、私はそう思うんです。 

 まだ町長はそういうふうな折衝をしていないというのであれば、我々も当然基地対の中でそう

いうふうな折衝はしていかないといけんじゃろうと。でも窓口は常に町だと、防衛省は言います。

だから、それぐらいの危惧はしていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的には基地、非常にやっぱり騒音で本町の住民は迷惑をしておると、

これはまぎれもない。そして、防音事業、これについても非常に口酸っぱく私も言っているんで

すね。 

 とにかく告示以後の、今コンター内にある家が非常に騒音で悩まされているわけですね、実際

に。だけども、平成４年以降に建った家は、だめだということです。じゃ、築上町の人口はどん

どん、どんどん減るじゃないか、コンター内の人口は減るじゃないかという形になりますし、一

切新たな住人に対しては、そういう措置はしないという形になれば、ほとんど家は建ってこない

と、新たな住人は来ないという形になりますし、これは不合理だということで、常に口を酸っぱ

く言っているんですが、なかなか予算的な問題とかいう形で、非常に困難だという回答が今まで

来ております。 

 だけども、しかしいろんな形で、今度、機種変更等々あれば、この問題が片づかなきゃ受け入

れられないよと、そういうところまで私は持っていく必要があるんじゃないかなと、このように

考えておりますし、そういう形の中で、住民の迷惑、これもひしひしと私も感じております。私

もすぐ基地の近くにおりまして、それはそれで、もう本当にやかましいというか、上空を飛ぶと

きは騒音でテレビも聞こえない、防音をしておっても聞こえないような状況なんですね、実際は。 

 本来なら、もうちょっと防音をよくしなければという形になると思うんですけれども、なかな

かそうはいかないという形になっておりますし、非常に住民も迷惑、そして、時々私の家にも電
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話がかかってきます。苦情の電話が、「やかましいんで何とかせい」ということでかかってきま

すけれども、それはそれで、ちょっと今のところはできないよということで、我慢をしていただ

きたい。この問題は、解決に向かって私も努力をしますと、こういうことで話をしているところ

でございます。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  今のはまず、国ができないと言うからできない、市町村はしな

いと。 

 今の国家、日本のあり方を変えようかというのが大阪、名古屋、東京、横浜、神奈川県、そう

いうところから機運が出てきているんですよね。国がやらないなら地方でやればいいじゃないで

すか。お金はもらっていますよね、交付金で。そして日米再編ももらっていますよね。 

 何に使っているかと言ったら、もう基金にためたり、あとは学供をちょっとやり変えたりとか、

道路をしたりとか、そういうふうなのには使っておりますけど、一番住民が望んでいるのは、防

音じゃないかと思うんですよ。なんで使えないんですかと、これは使っていいと思うんです私は。

国がせんから地方がしているんだよと、だからその分たくさん金をくれよと、逆に言わなければ

わからんでしょう。 

 だから、町が代替をしてあげますよと、あなたたちは平成４年１２月、もう２０年前のことを、

まだ、ぐだぐだ、ぐだぐだ言いよけと、じゃあないで、済みませんけど築上町は平成２４年度を

歩きますと言うふうなことじゃないと、いつまでたっても平成４年ですよ。 

 その辺を考えて、やはり町長は固定資産税をもらえばいいと、にしてくれればいいとか、それ

とか国に要望するけどしてくれん、我々も一緒ですよ、国に要望してもしてくれん。してくれん

なら、ここがすればいいんです。 

 別に、やはりその地域内、コンター内、特に、昔、椎田町だったら八津田地区の人たちは、い

つも言う。「なんで防衛省からお金が来たのが、違うところにいって、ここに落ちてこない」そ

れが一番考えているところだと思います。じゃ、何のために使いよるのか、何のために金をもら

いよるのか、何のために基地に土地をとられ騒音だけを残されんにゃいかんのか。 

 そして、今度下水の問題でも一緒ですよ。下水の問題でもずっと全部、築上町内全部１５万円

ずつ払うんですよ。同じように防音地区内でも同じようにお金を払って、そして同じようにとら

れて、同じような生活をするわけなんですよ。ＮＨＫだけですよ、半額にしてくれているのは。 

 そう考えたら、その地区内にお金を１軒に幾らずつ上げますよというわけにはいかんでしょう。

じゃ、迷惑がかかっていますから下水道の使用料金、基本料金はタダでいいですよと、そのぐら

いの施策を打ってもおかしくない。 

 何でかって言うと、そこのお金を、例えば西角田だとか寒田の奥とか、いろいろなところに分
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配しながら使っているじゃないですか。そうすれば地域感覚差というのは当然あります。だから、

その辺をよくしなければいけないのはよくわかる。 

 でも、この一番うるさい人たちのために使ってくださいよと、防衛省から来たお金を、ほかに

流しているんだったら、その辺に住んでいる人たちには、そういうふうな例えば水道料金の基本

料金を半額にしますよとか、一軒一軒１万円ずつやりますよとかいうわけにはいかんのやから、

そういうふうな政策が打てないのかというんですよ。 

 なおさら、国に申し入れて、防衛省、あんたたちがせんならもういいと、毎年２億円ずつくれ

と、そうすれば２億円に分け与えられるようなコンター内からやっていくと、一番近い８０号以

内のところから１軒ずつしらみつぶしに防音をやっていくと、代替を町がしてやると、そのぐら

いの意気込みがほしいんですよね。あれじゃない、これじゃない、言うたってだめじゃけん、こ

うしてこれを変えてもらわんにゃだめじゃけん、それは言いよったらきりがない。国は絶対と言

うほど、今は東北のほうに目が向いておりますから、そういうことをしてくれんから、そうなれ

ばそういうふうな考えはありませんか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  常に私もそういう考えを持って、だから基地の固定資産税、これ全部払

えば補助金はいらないよというお話でやっておるんですよね、実際。 

 だって基地の固定資産税、これは西口議員がさっき言った大阪、これは地方税法という範疇の

中で、これは本来町の条例を変えればやれるんだけれども、地方税法が邪魔をしておるんですね。

地方税法の中に「国及び地方公共団体の固定資産税は非課税とする」そして、あとは国有提供施

設と所在市町村助成交付金に関する法律の中で、これでがんじがらめにしておるんです。本来な

ら、この法律を「固定資産税に準じる」という、これも防衛省と総務省、管轄が違うんですよ。 

 この基地交付金の問題は総務省、これは防衛省は全く関係していないですね。だから、これを

総務省のほうに強く私は今申しておる、基地協議会の中で、副会長もしておりますし、しかし、

これはなかなかどこか言いだしっぺがなければいかんということで、私が提唱しながら話をして

おるんですけれども。 

 今、福岡県で環境税をとられまして、これも奈良県かどこかの田舎の村長さんが、いわゆる水

や空気は田舎の、我々が、山村がつくり出すんだと、それに対するそこの維持費を払えという形

で、全国的に普及してきたのが環境的な形で、福岡県も今５００円とって、森林の育成という形

で出しております。 

 誰か言いだしっぺがいないと、ということで私はそうしたら今の見積もっただけでも、築上町

に５０億円は、私は固定資産税を国が払うという試算をしております。そうすれば補助金も何も、

だから国の制度を変えれという話はやっています。 
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 だけども、なかなか法律があって変わらないという形になれば、これはやっぱり法律を変える

形で皆さんがちゃんと考えてもらわんにゃいかんという形になりましょうし、築上町にそういう

法律をつくる人が、手を挙げてこういうふうにやりますよという形で、築上町の人が押さなけれ

ばいかん形になろうかと思います。 

 それでもまだ、そうじゃないということで、地方税法を勝手に変えていいんであれば、築上町

は町条例を変えます、これは。国及びかかわらず、国の資産についても課税権を有するという形

で、町条例をすればかけられるんですけど、地方税法がある、法律が上位、税法のほうが上位に

なるんで、これを破ることができないと。 

 だからこの仕組みを変えなければと、今、大阪市も法律が変わらなければどうしようもならん

という問題もあっているようでございます。これが、たがであるということで、ぜひ、我々も西

口議員の言うとおり、防音事業も本当はそういう形で税金を国からもらって、我々自治体でやっ

ていきたいと、そうすればコンター内をやって、そしてコンター外をどんどん伸ばしていくとい

う政策に私は持っていきたいと、このように考えております。 

 それはそれで、やっぱり運動が必要でございますので、議員の皆さんともども運動をしていこ

うと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  これ、やろうと思えばやれるんだろうと思うんですよ。これは

国が、防音しないよというふうな日付、告示日を決めたのは国であって、ただ、それ以内のやつ

は、国は手出しをしてやれない、やらないと言っただけで、市町村がするのは御自由ですよ、で

しょう、違いますかね、私の考え。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  市町村がやるのは自由という、これはもう自由にはやれます。だけども、

防衛省の補助金使ってやるということは認められていないということで、これもさっきの問題と

一緒なんですね。 

 補助金を使うのを認めろという話で持っていかないといかんし、それともう一つは、さっき言

った防音は防衛省の直轄事業でしょう。だからこれを市町村にさせれと、そして市町村の範疇で

させれという話でいけば、これはできるということで、新しい補助金をつくって、国の直轄はや

めて市町村に任せてくれと、こういう運動も必要かもわかりません。そうすれば、市町村の裁量

によって地域の防音事業をやっていいよというお話になりますし、これはこれで運動も必要であ

ろうと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  やっぱり基地のある市町村の、今、長ですかね団体の、そうな
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れば面と向かって防衛省に言ったらいいじゃないですか、そういうことを。 

 もう我々から言われる前に、町長たちが率先してやっていかんと、窓口は町しかないと、聞く

耳をもっちょるのは町の頭しかないと、首長さんしかおらんと言われよるんやから、そういう人

たちが、じゃ、もういい、あしたから飛ぶなと、もう全部飛ばしちゃいけんと、何でかと言うと、

住民から相当突き上げられて、我々も苦しいと。そんなんしよったら防衛省に携わる議員さん、

みんな落ちるぞというぐらいの機運を持ってやっていかんと、どうしようもならんでしょう。 

 だから、この場でこう言うんじゃなくて、これが全国ですから。町長は全国に行っておる、そ

して防衛省のトップとは話ができている状態の中で、こういうふうな案件はどんどん出していっ

て、もう市町村にくれと、くれんのなら、あしたから飛ばれんぞというふうなぐらいの気合がな

いと、そして、それだけくれんならいいと、我々は勝手にすると、じゃ、防衛省から５億円もら

いましたと、５億円は違うところに使いますと、でも違うところで使おうとする総合的なお金の

中から、こっちは防音に回しますよでもいいじゃないですか。防衛省のほうから、使うちゃいけ

んというのであれば、ほかのところに考えればいいじゃない、割り振って。 

 だから、町がいろんなことをやっていくためにも、防衛省のお金も必要でしょうけれども、そ

れをやはり地域差、住民格差を補うためには、そういうふうに使っていかなければいけないでし

ょうと、私は思う。 

 だから、町長はそういうふうなのを、固定資産税あたりを言うたら言ったで、いいんですよ、

でもそれが何十年、早い話がもう２０年経っております。告示から２０年、もう生まれた子が

２０歳ですよ。その間、防音というよりか、それこそ飛行機が飛ぶたびにひきつけをおこしたり

する子もおるでしょうし、夜寝られんで、泣く子もおると思います。そういう子供たちが２０歳

なんですよ。どう考えます。この２０年というのを無駄にしておるだけと、私は思うんです。 

 だから、この２０年を契機に、今度はそれだけ国がしてくれんなら我々がやると、だから金だ

けよこせと言うぐらいの気持ちを持って対峙していただきたいと、これはもう要望です。 

 今度が長いんですよ。では、３番目に町の施策を問います。 

 これはイエス、ノーだけでいいですから、ちょっと簡単に、庁舎の移転どうお考えですか。し

ようと思いますか、それともまだできないというふうな考えですか、どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  移転というか建てかえの時期には来ていると、このように感じておりま

す。 

○議長（田村 兼光君）  西口君。 

○議員（１６番 西口 周治君）  もうちょっとバラバラになりますけど、お願いします。学校の

統廃合、中学校、小学校の統廃合についてはどうですか。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  これは、教育委員会のほうでは統合という意見が出ております。これは

教育委員会の委員会の中で、検討委員会をつくっての話でございまして、しかし、あと住民の意

見を聞けば、統合すべきでないという意見もあるし、非常にこれは難しい問題でございます。 

 だから、これはこれで１２月の議会のときに、私も中学校の建てかえ、これについては結論を

出さなければいかんという話はしております。また、あとの皆さんの質問にもありまして、そう

いう形の中で早い時期何らかの結論を出すという考え方を持っております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  学校の統廃合といったら、誰かが悪者、やり玉に挙げられなけ

れば仕方がないんですよ。それがいやで皆さん順送りにしていって、だんだん、だんだん人数が

少なくなって１人か２人になったからやろうかなとかいうふうになりますけど、もう英断してや

るべきときはやる、仕方ないですよ、これは。どなたがやっても絶対言われます。よかったと言

う人、悪かったと言う人、半分、半分います。 

 だから、その辺の英断は教育委員会じゃなくて、トップである町長がやろうと。例えば中学校

であれば、ここだったら築城中学校と椎田中学校の真ん中辺、ちょうどＲＤＦのあたりあの辺に

１校建ててもう寄せてしまおうとか、庁舎もついでやからあの近くに全部築城と椎田の境やから、

築上町の中心部になるからあの辺にもって行って、全部建てかえてしまおうとか、そういうふう

な青写真なりを描いて、そして町民に示しながら、全員から理解をしてもらおうと思えばなにも

できません。 

 この１万九千何百人、２万人をちょっと切ったという、その人たち全員が、それがいいという

ことは絶対ありません。だから、これはある程度はトップダウンでいかなければいけない面も、

大いにあると思います。その辺は頑張っていただきたいと私は思っているんですよ。 

 この庁舎、夜だったらホタルと言いますけど、昼間が多いので、たばこを吸う人がおられるん

ですよね。そして喫煙室がいかんせんないんですよね、ここは。みっともないと思いませんか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  庁舎内には喫煙室がございません。まあ、屋上に上がるところに１カ所

あるのはあるんですけど、あとは全部外という形になっているんで。これも外には一応、自転車

置き場のところに部屋をつくっているんですけど、なかなかそこまでいって吸おうという人がい

ないんですよね、外で吸っていると。だから、本来ならもう敷地内、全部禁煙という方法もどう

かなという考え方も僕は持っております。もうやっぱりそういうところもございますので。 

 しかし、さりとて一挙にはそうはいかないだろうというふうに考えておりますので。だからこ

れも建てかえと同時に、新たに部屋をつくっても、今はそういうスペースがないんですね。会議
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室がもう足りないような状況でございますし、そこのところを非常に苦慮をしている。 

 本来なら喫煙室をどこかつくりなさいと、いう提言はあっておりますけれども、なかなかそう

はいっていないというのが現状でございまして、階段のところにスズメみたいにぶら下がっての

むのは、これはやめろということで、僕はいつも言っております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  敷地内禁煙、非常にいいことですね。でもそのかわりに喫煙室

をつくらなければいけない、これは当たり前のことなんですよ。あそこの階段の前で吸うな、だ

から喫煙室をつくってあげないからですよ。 

 たばこを吸う人が悪い人じゃないんです。たばこを吸う人は町税をおとしよる、町に税金を。

だから、そういう人が悪いんじゃないで、そういうふうな環境をつくってあげない町が悪いんで

す。ここの職場が悪いんです。じゃないですかね。会社で言えば社長が悪いんですよ。自分がた

ばこを吸わないから全員吸うなとか、そういうことは言えません。 

 だから、ここにプレハブでも何でもいいじゃないですか、１カ所置いてきちっとして、そこに

クリーンルームをつくってあげれば喫煙できるんですよ。外で階段の下でぷかぷか吸ったり、こ

っちのほうでぷかぷか、あそこに上のほうまで上がって行って吸ったり、喫煙者が悪いような格

好で、こそこそ、こそこそ、昔の高校生じゃあるまいしちゅうやつですよ。そうじゃない、だか

ら、たばこを吸う人はきちっとその場所で吸えばいいんです。そういうふうな場所をつくってあ

げないといけない。 

 例えば駐車場の車を２台止めるスペースがあれば、１カ所できるんですよ。だからＪＲだって、

全部禁煙ですよと言っていますけど、だから喫煙ルームをつくっているじゃないですか。この差

なんですよね。 

 だから、しちゃいけない、しちゃいけない、抑えろ、抑えろじゃないでその場所をつくって、

ここで吸いなさいと、こういうふうにしなさいと、でないと住民が見ていたら、もう格好悪いで

すよ。役場の職員はなしてあんなところにたむろして、なに話よるんかねと思うたら、たばこを

吸いよったちゅう。これは町民が見ています。 

 だから、私は言われたときは言います。ああ、役場にはね、たばこを吸うところがないけんね、

つくっていないから。なにが悪いの、それは役場が悪いの。だから、そういうふうな考え方のも

とで、早急に、もうそんなにドンと３階建の何かができるわけでもないし、プレハブでつくって

あげれば、そこの水道課の横のプレハブがあるじゃないですか、築城のプレハブを売ったぐらい

やから、ああいうふうなんをつくってあげて、そこで換気扇とか、ちょっとクリーンルーム的な

ものをしてあげれば私はいいと思います。そういうふうな考えはありませんか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 
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○副町長（八野 紘海君）  副町長です。 

 そこに森林組合の倉庫が今空いておりまして、かなり広いので、４月くらいからそこら辺で検

討したいなと思っております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  逃げ口上みたいなことを言いなさんな。そういうふうな気持ち

を持ちなさいとおれは言いよる。みんな、じゃ、森林組合は歩いて行って吸うと思う、思わんで

しょうもん。大体吸いよる本人がそうすまいもん。だから、もうちょっと隣接したところにして

あげなさいと言うん。そのぐらいのことをしてあげてもいいと私は思いますよ。 

 あとは一番上で、人的庁内体制、人です。 

 きのうも私そこにお昼ご飯を「愛椎の館」、エストバーグに食べに行ったんですけど、ちょろ

っと話を聞いたんですが、町の職員の方で、そこに来て従業員に対して、ここはもう危ないんや

ないか、もうつぶれるんやないかという、大層なお世話をやいてくれた職員さんがおるそうです。

余計なお世話ちゃね、そんなん。何で職員がそんなこと言うん。借りてもらっているところの、

そんなこと言ってどうするん。立派にそれは降格ですよ、減給もんですよ、そんなのは。 

 そういう指導を、町長がされよるんか、課長がされよるんか知りませんけど。何となく上のほ

うの人らしいです。そして、電気代とか家賃とかの分を二、三ヶ月分まとめてやってきて、割り

振りがあったんだと思いますけれども、今すぐ払わんと、次の契約は出来んぞと、なかなか高飛

車でいいですね。あんたどこの金をもろうて、この役場に勤めよんかと言いたいですよ。そんな

んであれば、自分で経営してみりゃええやないかって言う。そんだけさぼっちょって、とどめに

来て何か月分をまとめて出したちゅって。そんな教育をトップはしよんですか。教えてください。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  それは、初めて聞くんですけど、そやけど、お金は月々本当は納めても

らわんなこれはいけませんよね。だけどやっぱり言い方には問題があるかもわかりませんので、

それはそれで調査してみましょう。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  あのね、お金は納めるんじゃない、納めるのは毎月納めますよ

って、でも、町から来る納付書をまとめて持ってきて、十何万ありますが納めてくれんともう来

月しませんよって、３月に言われたらどうしますか。それはおかしいでしょう。職務怠慢、仕事

してない。給料泥棒、税金泥棒ですよ。 

 もう一つあります。住宅申し込みました。先月の２０日が申し込み締め切り日で、１５日に申

し込みに行きました。そしたら上のほうの人ですけど、きょう申し込みでどのくらい時間がかか
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りますかと言われたら、警察に照会をする、暴力団か暴力団じゃないか関係者じゃないか照会す

るのに２週間かかります。向こうから帰ってくるのに２週間かかります。あ、そうですかと言っ

て帰りよる。 

 ２月が終わって、何も音さたがないから電話をしたら抽選になりましたと言って、今度その後、

抽選が終わった後に暴力団の照会をかけます。これはおかしいなと思うんですよ。だって抽選す

る前に暴力団か否かという照会をして、その人が適格か不適格か、じゃあ、抽選に当たった人が、

もし関係者だったらどうなるんですか。じゃあ、やめてもう一人を上げるということになるのか、

そういうふうなやり方ってありますか。 

 それと、先に抽選になったとかいうんであれば、２０日が締め切りであれば２１日にでも教え

ていただきたかったというんです。そういうのってどうなんですか。守秘義務か何か、この役場

は絶対そういうことを教えちゃいけんぞというふうなルールがあるんですかね、教えてください。 

○議長（田村 兼光君）  建設課、金井君。 

○建設課長心得（金井 泉君）  建設課、金井です。住宅の募集につきましては、受付に来られた

ときに案内の中に、応募される部屋が重なった場合は抽選といたしますということで記載してお

ります。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  警察に出したら２週間かかるんですかね。 

○議長（田村 兼光君）  建設課、金井君。 

○建設課長心得（金井 泉君）  建設課、金井です。警察のそのときの事情もあると思いますけど

も、１週間から１０日はかかるとは聞いております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  私それは不安で、警察に行ってきました。聞いてきました。

１週間以内では絶対出ますと。急ぐ方は３日でも出ますと。 

 そして、何かちょっと引っかかりそうな人がいたら、県警、それとか暴力団のほうの流れの中

で、本当にそうであるか否かの判断が難しいから１０日ぐらいかかるときがありますと。でも、

窓口の若いお兄ちゃんお姉ちゃんたちは親切だそうです。その後ろにふんぞり返っている人たち

はなかなか手ごわいそうですね。 

 同じ、さっきのエストバーグの関係も同じでしょうけども、だから、課をふやしたいとかいう

のは１０年早いぞと私は言いたいよ。係がしゃんとしきらんのに、何で課がふえんにゃいけんの

かと思いますけれども、この庁舎内で、本当に適材適所になっていると思いますか、町長。 

 もう一つ、課長さんたちとか課長補佐さんたちとか年功序列制度で図っているわけじゃないん
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ですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  適材適所って非常に難しい問題ですよね。やっぱり職員をどういうふう

に割り振りしながら、町全体の仕事をやるかという形になれば、これは非常に難しい問題でござ

います。 

 しかし、与えられた職員をそれぞれ配置して、そこでやっぱり職員自体が頑張ってもらうと、

これしか私はないと思います。どれが適材適所かちゅうのは、ちょっと把握もしづらいとこもご

ざいまして、自分が与えられたポストで一所懸命、今までのした人のことを研究しながら、自分

はこうやろうという向上心を持ってやっていくような形を、僕は異動のときいつもそれを常に皆

さんに言っているんだけど、なかなか前のしたそのとおりしかやってない状況、それより悪くな

る人もおるんで、この形になればすぐにポスト変えにゃいかんなと、こういうふうに考えておる

ところでございます。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  今は本当に適材適所とは言い難い面もちょっとあるかなと。で

も人事権はあなたが持っている、我々は持たない。あの人をどこにやってくれとか、ここにこう

してくれとかいうふうな権限はありませんので、でも一番見ているのは住民だと思うんですよ。

こうやられた、ああやられたと、こんなことがあった、あんなことがあったと、よく聞きます。

座っとったら、婆ちゃんがちょこちょことやって来て、いろいろ話をしたりします。 

 みんなが、若い人たちはそれはそれなりに今から教育して積み上げていけば、そういう方々に

なっていくと思います。慣れてきたら手を抜くんですよ。慣れてきたら横着になるんですよ、本

当に。 

 だから、それをやめさせてほしいといえば非常に全員に、また見に行かなきゃいけないでしょ

うけど、そういうふうな指揮命令下にあるのは町長で、それで課長がおるでしょう。で、課長が

おって課長補佐もおる、課長補佐がおって係長もおる、係長がおってその下がおる、主任とか全

部おる。そんな中を何で統制がとれんのかなと思うんです。 

 あなたたちは、どなたからお給料をいただいているんですかちゅったら、いや町長からですと

人もおるかもわかりませんけれども、住民からです。この住民税だけでは足りんと思いますけれ

ども、町税じゃ足りんと思いますけれども、皆さんの給料は住民の皆さんの血税です。だから私

言うんです。だんだん横着になってくる人たちが多い。 

 当然、指揮命令下のその課のトップである課長が、それなりのことを下のほうに言っていかな

いと、住民の声、ここで言われている声は下にまで届いていません。住民はあの人が悪いかで、

これから各課の前に箱に入れて人気投票すりゃいいと思うぐらいあります。だから、そういうふ
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うなやり方も考えなきゃいけないだろうと。 

 それともう一点は、今いろいろ建物建っています。コミュニティーセンターが建ったり子育て

のあれの分が建ったりとか、シルバーのやつが建ったりとか、それとか今度は学校の中の改修を

したりとか、それとか下水道、それに土木工事ありますけど、プロが非常に少ない。 

 だからぼくＯＢでもいいと思うんですよ。下水は県のほうに任せていますよね、管理センター

に。そうすれば土木は土木のやっぱり専門が２人ぐらいで現場を全部みて、打ち合わせもして図

面も見きって全部できるような人たちが２名ぐらいで係をつくって、土木の係でもいいですから、

臨時職員でもいいじゃないですか。そういうふうにしたらいいと思うし、建築の場合は、特に建

築はわからないと思います。職員が行ってチンプンカンプンなことを話して、じゃあ、設計事務

所が言うたけ、はい、いいですよっていうふうな世界じゃない。やっぱりそれ相応のわかる方が

２名ほどいて、各署に打ち合わせに行ったり、こうやってした方がいいんじゃないかとか、そう

いうふうなのがあって、そしてそれを課の中でどういうふうにやりたいとか、こういうふうにや

りたいとか希望があるでしょうから、そういうふうに持っていかんと、今担当課が確か見ていま

すよね、全部。建築だからといって建設課が見ているわけじゃないんでしょう。コミュニティー

センターはどこが見ているん、企画課が見ているんでしょう。じゃ、企画課の課長さんが、そん

だけ建築のプロとは私思えないんですが、わかりますかね、全部。 

○議長（田村 兼光君）  企画課長。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  私はそういった資格もありませんけれども、施工に関しては施

工管理ということで、業務委託をしている状態でございます。それと後、担当が張りつき状態で

まだやっております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  わからないと思うんですよ、施工管理は設計事務所に任してあ

るけれども、やはり町の担当者として、口を刺さなきゃいけない面、お金が絡む面、また設計変

更する面、町長と協議しなきゃいけない面、多々出てくる思うんですけど、担当者がわからなか

ったら、要は施工業者と設計事務所の言いなり、町は全然関係ないになってしまうんです。 

 だから、それなりの人たちをつくって、下水みたいにやはり厳しく施行に対する厳しい目を見

ていただきたいと。いいものが建っていただけないと、いい道路ができないと、またいい水路が

できないと。一番迷惑をこうむるのは使う住民であり、その道路を使う住民である。だから、そ

ういうふうな構想はいかがですか、町長。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的に非常に難しい問題ですよね。専門家を抱えるという形になれば、

それだけ人件費の増になるという形。 
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 だから工事があるときに、プロを委託でやって監督をしてもらうと。こっちのほうが私は経費

的には安くつくと思うし、あと責任の問題をどういうふうな形でという形で、信頼のあるやっぱ

り業者をそういう形で委託をしていくという管理監督ですか、それが僕は大事じゃないかと思っ

ております。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  結構おります。土木事務所上がりの人も結構厳しい人もいます

し、そういうふうな人たちをフルに活用して、わからないでだまされてやるより、よっぽどいい

んじゃないかと、私は思います。 

 それと、もう職員の文句を言うたけん、あんまり言うまいかな。企業の誘致・立地に入りまし

ょうかね。企業の誘致・立地、非常にもう難しいと思いますけど、町長いかがですか。長くはい

りません。無理かなと。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  無理というか、話はあるんよね。だけどもこれが途中でやっぱりこうち

ゅうちょするというのが、今の現状です、実際。 

 そうすると今、ソーラ関係の土地をという話も来ておりますし、これが海のものか山のものか

わかりませんけれど、とにかく町がするのはだめだよと、あと、ちゃんとした計画書を持ってき

てくれという話でしないと、町にやらんかとかそんな話が来よるけん、それはだめだというふう

なことで、僕は今のところ拒否しておる。 

 もし、やるんであれば、それぞれちゃんとした計画書を持って、そうすれば土地の斡旋はする

と、そういうことで来る人も選択しながらやっていかなきゃいかんという非常に難しい両面がご

ざいます。 

 だけども、日奈古の例のグランド、これもやっぱり県のほうをある程度、若干県のほうで立地

課のほうに照会があったりしておりますんで、そういう形の中では優良企業であれば、ぜひ誘致

したいというふうに考えておるところでございます。こっちも企業を選別せないかんという問題

もでてきますんで、非常に難しい問題でございます。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  本当難しいと思いますよ。でも福岡にはかなりきているんです、

それもＩＴ産業が。それとかインターネットでものを売って倉庫業とか、倉庫だとこんなとこで

いいなと私は思うんですけど、そういうふうな誘致話というか、県とかそういうところに行って、

やはりアピールしておかんといけんと思います。頑張っていただくしかないでしょうね。 

 そして、町長の姿勢ね、来たらしてやる、これはやめましょう。しましたから、来てください。

こうじゃないと企業は来ません。いやなこったいと言います。行橋にもまた出るそうですけど、
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次の企業が。 

 ４番目、住みやすいまちづくり。税のことをちょちょと書いていますけど、言われたからちょ

っと聞きます。 

 路線価がこれだけ下がっていると、新聞でだんだん、ばんばん出ていますけど、固定資産税が

上がったといって言われたんですよ。何でこんだけ下がりよるのに、うちの、毎年見よかんと、

こそっと上げてくるけわからんよてね。盗人みたいとか言われて、言われたけ、ああ、そうです

か見よかな、わからんでしょうねちゅうて言いましたけど、何で上がるんですか。 

○議長（田村 兼光君）  税務課長。 

○税務課長（田村 一美君）  税務課長、田村です。 

 固定資産税が宅地の件だと思うんですけど、上がるちゅうことは、宅地の税負担の負担調整ち

ゅうのが平成８年に出されまして、これは不公平があるちゅうことで、もともと低い宅地でその

負担水準まで引き上げるちゅうことで、毎年徐々に緩やかに上がっていくちゅう制度が講じられ

ました。それに基づいてやっています。 

 評価替えに対して、議員さんの指摘のとおり毎年一部分でありますけど宅地の評価額が下落し

てますけど、負担水準が上がったとこで到達してないですから、徐々に上げていくちゅう制度が

講じられています。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  それ、住民に説明していますか。 

○議長（田村 兼光君）  税務課長。 

○税務課長（田村 一美君）  税務課長、田村です。住民に平成８年、毎年はやっていません。納

税の納付書に一筆ごとの税の相当額は入れています。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  本当にわからないんですよね。納付書が来て素直に払って、去

年幾ら払ったかって、覚えている人はほとんどいないんですよ。でも、たまたまこう突き合せて

みたら、何でことしは５００円も上がっちょる。じゃ、ちょっと前のものも調べてみるかちゅう

て、わあっと前のを調べたら年々上がりよると。そして路線価は年々下がりよる。 

 これはおかしいというふうな、全町民じゃないですから対象が、でも、そういうふうなのをこ

ういうふうなことで、やっぱり平成８年だったら、もうかなりなりますから、その辺をわかりや

すく広報にでも何でもいいですから、載せていただけませんかね。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 
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○町長（新川 久三君）  今、課長が言った理由で、３カ年で調整して評価額に合わせていくとい

う制度を取っておるんで、ちょうどことしが評価替えの年になりますんで、いい機会でございま

すので、それはこういう形で負担調整を３カ年で評価額に合わせるということで、最初の年は安

い、だんだん上がっていくということを広報の中に、ちょうど５月が評価替えの時期になります

んでやります。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  その辺はよく加味してお願いしたいと思います。 

 それとか税金が高い、税金が高いとみんな言うんですよ。北九州に比べたら高いとか、保険が

高いとか、それは私が国保でもないし、住民税もほかと比べたことはないんですけど、そういう

ふうな話をよく聞きますんで、住みやすいまちであれば、そういうふうなのがきちっと開示され

て。やから、ほかのまちと変わりませんよとか、国の基準でこうなっていますよというのは、住

民にはわからないんですよ。だから、それは課長とかこの税務のプロですから、よくわかってお

ると思いますけども、そういうふうなことをやっていただきたいと思っております。 

 あと、しいだサンコー、入ってないんですけど同じような政策なんですよね。しいだサンコー

がアグリパーク今度やめたと、きのう武道議員からのあれで、指定管理者を「コマーレ」と「ビ

ラ・パラディ」に絞ったということですが、前から言っているグリーンツーリズムじゃないけど、

何か言ってましたね、町長が。そういうあたりはどうなっているんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  これも私が口を酸っぱく言っておるけど、なかなか実現のむきになるけ

ど、ようやくセラピーでしょう。これを取り組もうかという機運になってきたんで、早くカリキ

ュラムつくって、そして指導者を集めてお願いしなさいということで言っています。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  今、第三セクター、こことそこのＦＭとメタセですか、一番成

績がいいのはメタセなんですよね。 

 副町長も頑張っているとは思いますけれども、町の三セクのあり方というのは、もう一まとめ

にはできないと思うんですけど、そこのコマーレというか、しいだサンコーに関しては赤字が出

ることは、ほとんどないと思うんです。ＦＭとメタセは赤字黒字が直接響いてくるような三セク

なんですよ。 

 それに応じて、基金なり何なりを今メタセは売り上げがいいから基金をためようかと思えばた

まると思うんですよ。そういうふうな施策というのは取れないんでしょうかね。 

○議長（田村 兼光君）  町長、あれば。 

○町長（新川 久三君）  メタセはメタセで独立しておるんで、それはメタセの考え方、取締役会
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で決めるちゅうて、ここで副町長として申すべきことじゃなかろうし。 

 そこで、オーナーとしては何とか助けてくれんかという苦しいときは、それはお願いすること

がございますけれども、今んところは。そこで、いろんなあそこで積立金して、一時町にも

２００万円ほど寄附してもらったけれども、利用料という形が本当はとれれば、一番いいんです

けど、なかなかそうはいってないという。利用料取ればどうなるかなという形になろうし、余っ

たときには町に寄附してもらっているということでございますし、あと社長として考えられるこ

とがあれば、ちょっと言ってもらいます。 

○議長（田村 兼光君）  西口議員。 

○議員（１６番 西口 周治君）  何でかと言ったら、豊前の道の駅や、豊前おこしかけ、あそこ

が市からお金を大分出していただいて、土地とかああゆうふうなんで出していただいて、それを

毎年返していって、今は全額戻したそうなんですよ。それこそ本当に民営、民・民でやっていけ

るような状態になったと。それまでは、当然負債ちゅうんは市から出してもらった負債とかがあ

ったからというんで、そういうふうな考え方でやっているんですね。 

 メタセも同じような考え方であってもしかりだと思うんですよ。町から建ててもらって、公設

民営じゃないけど半民営でやっている中で、そうなれば、すべて民営化を図るためには、そうい

うふうに、町にもうおんぶにだっこした部分は戻してしまおうやというふうな考え方の中でやっ

ていっていただいたらどうかなと思う面があるんです。 

 その辺は、メタセのほうの取締役会のほうで話すべきことだろうとは思いますけれども、売り

上げがいいときに、赤字のどん底になったらそれはまたどこからか出してもらわにゃいけんわけ

やないですか。また町に、おんぶにだっこじゃないけどお願いしますというふうな話が出てくる

と思いますけれども。 

 だから、あるときにはやはりそれ相応も返してしまえば、土地は国の土地やったですね。そう

いうふうな面は恐らくお金はいらないと思いますので、そういうふうな考え方で、これからのま

ちづくりをやってもらいたい。 

 だから庁舎の移転をするにしても、中学校を統合させる、小学校を統合させるにしても、誰か

が犠牲者にならなきゃいけないというのは、トップが犠牲者にならなきゃいけない、仕方ない。

これは１万９,０００人おる町民の１万９,０００人が賛成とは言いません。 

 だから、ある程度のところで妥協案もって、トップがある程度のところまでくればトップダウ

ンでいかなければまちは変わらない。そして国に対しても同じように、町が防音政策をしますと、

あんたたちは黙って金だけ出せばいいというふうな強い姿勢をもって、これからも進めて行って

いただきたいと思います。 

 あと課長さんたち言いましたけど、まだたらたらあるんですよ、本当は。たらたらあるけど、
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全部は言ってないだけで、きのう飯を食いよって言われたのと、その前にちょうど住宅申し込ん

だからそれを例に挙げただけですけど、役職さん、係長さんより以上は特に気をつけておっても

らいたいと思います。 

 でないと、住民が窓口の人たちはよく対応してくれるけど、その奥にふんぞりかえっておる人

たちはろくでもねえちゅう、いうふうな目で見ています。だから、その人たちも、にこっと対応

してあげてくださいよ、よそを向かんと。にこっと笑顔、笑顔一つで住民はああいい人だなと思

います。だから、むすっとしたり、こそっとかくれて弁当食うたりせんでいいから、堂々と、に

こっと笑いましょう。 

 そういうふうな政策を持ってやりますよということを、課長さんたちは下のほうまで言ってい

ただきたい。そして、あなたたちのお金は住民の税金です。そして、あなたたちは、そこそこの

課のプロです。いいですか、プロですよ。住民は素人ですから、聞かれたときには適格にわかる

ように、そしてかみ砕いて答えてあげるようにお願いします。 

 以上で終わります。 

○議長（田村 兼光君）  お疲れさまでした。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  それでは、これでちょうど区切りがつきましたので、午前中の質問を終

わります。 

 再開は午後１時からとします。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、３番目に、７番、吉元成一議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  １点目のコミュニティーセンターについてということで、先ほど

西口議員のほうからも質問の中に出ていましたんで、西口議員とダブらないような形で質問して

いきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 運営を含むコミュニティーセンターに関する件について問うということですが、具体的に渡邊

課長、どういうことかを言わないといけんですかね、それとも、そっちのほうから先に運営につ

いてどういうふうに考えておるか答えていただけますか。 

○議長（田村 兼光君）  渡邊企画課長。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  企画振興課、渡邊です。現在のコミュニティーセンターにつき

ましては平成２５年の２月末を完成を予定しておりまして、完成後の管理運営につきましては生
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涯学習課になります。 

 今、現在工事の進捗に合わせて、運営を含めて種々細部の打ち合わせを生涯学習課と行ってい

るところでございます。運営の詳しい内容につきましては、生涯学習課のほうからやらせたいと

思っています。 

○議長（田村 兼光君）  田原生涯学習課長。 

○生涯学習課長（田原 泰之君）  生涯学習課の田原です。議員さん言っています運営については、

施設の利用者や文化協会、サークルの意見を聞き反映させるために、運営委員会がやっぱり必要

と思います。 

 この運営委員会で議論をされた件で教育委員会、生涯学習課が問題点の整理をし、必要に応じ

て関係課と意見、交流をしながら進めていきたいと考えております。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  先般の議会でも、このコミュニティーセンターについての質問が

議員さんからされておりましたが、コマーレがあるのに、コマーレの稼働率から考えても、コミ

ュニティーセンターは必要じゃないかという意見が出されています。これは主観の違いがあると

思いますんで、それはそれで意見としていいんですが、そういった意見が出ないようなものにし

ていただけないと、つくる意味がないと思います。 

 それを１００％、先ほど西口議員が言われたように、１００人から好かれるいうことは、まず

ないと思いますので、今のこういったシステムについても、会議では過半数以上の賛成と、特別

議決に関してはそういうわけにはなりませんが、一応、過半数の賛成があれば議案は議会では通

るようになっとります。そういった議員の皆さんや、住民の皆さんが納得できるような説明をす

る場所が必要だと思います。 

 それもつくっていただきたいと思いますが、蔵内邸の件でちょっと話が、ほかの議員さんから

出ていましたが、蔵内邸で審議会と言うんですか、部外者を入れての正式名称は、僕はもう忘れ

ましたけれども、議会から築城から１人、椎田から１人出ていました。 

 その会が終わって答申が出された時点で、もうそれはもう自動的に消滅、もうないんですよと、

もうあれは解散したということじゃというようなことを議員さん言っていましたが、このコミュ

ニティーセンターの建設に関して、どういった方向で取り組めばいいかと、先ほどの質問の問い

にも答えていましたが、いろんな関係者に相談すると、委員も選びましたと。 

 いわゆるコミュニティーセンターを旧築城庁舎跡地利用検討委員会という名目のもとで、私も

委員に出ておりましたし、まず、関連自治会ということで、自治会長さんが上築城、東築城、下

築城の自治会長さんも出ていましたし、商工会の関係とかいろんな利用者のほうからも出ていま

した。 
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 しかし、これについてはあんまり船頭が多いと、船はどっち向きをするのかわからんし、横に

行くか縦に行くか斜めに行くかバックするかもわからないというような状況だと思います。これ

で、やっぱり蔵内邸もしかりです。 

 このコミュニティーセンターに関しては、ちゃんとした位置づけを指針を出すべきだと思いま

す。コミュニティーセンターはこういったことに使いますよと。それは、町長が独断でだすとい

うわけにいかないでしょうから、でき上がって今、建設段階では企画課課長、企画課が今、担当

窓口だと、でき上がってしまえば教育委員会の生涯学習課ということですが、基本的に生涯学習

課がやるということを、今、田原課長の個人的な見解ではないでしょう議会で発言したんですか

ら、そういう委員会をつくってやるべき、利用委員会というかそういったものをつくってやるべ

きだという考えはあるということですが。 

 じゃ、具体的にどの辺にするかということになれば、とらえ方によっては３自治会の集会場と

いうか公民館に使わせてもらったらいいなという考え方もあって、そういうこともちょこちょこ

耳に挟みますし、例えば調理教室に使うとか先ほど言ったように。そういった面でいろんな、は

っきりした目的あるいは用途について説明がなされてないから、みんな自分の思うように、自分

勝手なコミュニティーセンターの利用ができるというとらえ方をしておる人がたくさんいると思

います。 

 それで、どうしても早急に今建設中の段階でやらないと、僕はいけないと思う。でき上がって

しもうて、誰が管理するのか誰がどうするのか、一応町の財産ですから担当窓口は田原課長のと

ころですよと。田原課長は責任を持ってすべてを、あんたんところはこういった面では使えませ

んよとか言い切れるかといえば、なかなか個人の判断ではできない。 

 早急な場合、二、三日後に使わせていただきたいとか言うような話があったときに、例えば課

長が課内で検討するなり、教育部会ですから教育長に相談するなり、あるいは最終的に副町長や

町長に相談持って上がると、間に合わないような状況もあると思います。 

 そういったことがないように、あの目的は町長もおっしゃいましたが、築城が合併して寂れて

人が集まらなくなったと、その中であの庁舎の一番築城の地区の中心にあるあの庁舎の跡地が、

まだ建ったままになってますが、これが子供の火遊びとかいろんなことで事件性が起きて火事に

なったりとかいろんなことがあったら困るじゃないかということで、私が一般質問した中で、そ

れとやっぱり築城には何もないんだじゃなくて、人的には副町長は今の副町長よりすばらしい方

が適任者がおられないということで、町長が推挙して議会が承認しました。教育長もしかりです。

それはすべて椎田の前の収入役も、椎田の方です。それでいろんな労働制が保てていないという

不満の声もたくさん出ていました。 

 しかし、僕はあえてそのことはいいんじゃないかなと思っていました。できる人がするべきだ
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し、一番ふさわしい人が選ばれるべきだと、そのことを築上町の長である新川町長が推挙したわ

けですから、それについては議会も承認したわけですから、僕はそのことについては住民の代表

として我々に任されたわけですから、それについてはとやかく言いませんが。 

 少なくとも、あの築城の公民館がもう耐用年数が来ると、もう雨漏りもしますよと、天井には

何かこう壁掛けみたいなものを張って、雨漏りの跡が見えないようにしているような状態の中で、

どうかしてもらえんだろうかという意見の中で、私は庁舎の跡地の利用も検討すべきじゃないか

ということで言われて、なるほどと、やっぱり築城地区にも一つ皆さんが集える場所が必要だと

いうことで、建設に踏み切ったのが、最初は町長はこう言いました「なにぶんにも合併して予算

がないし」ということを言ってましたけれども、今回どうにかできるようになりましたというこ

とで工事始まりました。 

 しかし、でき上がってみたら、つくっただけのコミュニティーセンターじゃ、やっぱり無駄遣

いしたのかしか言われないと思うんです。新川さんが町長でよかったと、コミュニティーセン

ター建設はこれはやっぱりよかったんだと言われるようなものにするために、部下である田原課

長を初めとする教育委員会が管理するということになれば、率先してもう今からやっておかない

と間に合わないと思いますが。 

 具体的に新年度になってそういったものを取り組み、それも僕は注文つけますけど、築城地区

の自治会長、３人も要らんと思うんです。そうすると、いろいろ意見がばらばらになるわけです

から、自治会長会の３人の中から代表者を選んでもらって１人に選任するとか、例えば利用者の

中で文化面と、いろんな面から１人ずつ出すとか、そうして１３人も１４人もおったら船頭多過

ぎてどっち向いていいかわからんですよ。 

 やっぱりきちっとして、それとそういうのを形ができた時点で、最終的には利用条例みたいな

ものをちゃんとつくって、この範囲で使いますよということをはっきりしてやらないと、何も、

何でも使える、隣組の集まりにもできるんだという考え方でおられる方が見当たりますんで、そ

の点について課長どうします。いつごろやります。 

○議長（田村 兼光君）  生涯学習課、田原君。 

○生涯学習課長（田原 泰之君）  生涯学習課、田原です。今の議員さんの御指摘のように、一応

４月から委員さんの選任、委員さんについては今後検討していきたいと思います。 

 内容については運営方法、条例、規則、使用料等の打ち合わせをしながら、６月議会に提案さ

せてもらい、会議は３回から５回ぐらいで結論を出し、コミュニティーセンターが完了後施行し

たいということで考えております。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  後の責任を持たせるためにも、それを将来的に残していくという
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か、そういう何か問題ごとが起こったときに、そこで審議してもらうというような形のものじゃ

ないと、ただ、そういった規則とか規約とかそういうのをつくって利用のことつくって、何をど

うしますよということだけ決めて、はい、それであなたたちは終わりですよ、御苦労さんでした

という形じゃ、本当に、あなたたち職員はそれにかかわってずっと役所で働く以上、働く期間中

は、そのことをいつも対応していかなければならないと思うし、町長も副町長も、当然町長であ

る以上、それは絶対逃れられることじゃないと思うんです。 

 しかし、委員さんは切られた時点で終わりなんです。だから、そういう形はある程度の数でし

て、最終的に相談のできる窓口、そういったものを残す方向も考えたらどうかなと思うのですが、

その点について、課長が答えられないと思うんで、町長どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今、中央公民館も運営委員会で建設以来ずっと持ってますので、それと

同じような形でコミュニティーセンター運営委員会をつくったらどうかなと僕は思っていますけ

れど、また教育委員会のほうに管轄してもらうんで、僕がつくるというわけにはいかんので、そ

ういうふうにつくってもらったらどうかなと思っています。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  町長、議会で公の場で聞きたいんですが、公民館の運営委員会と、

コミュニティーセンターのは別枠でつくってほしいと、というのは、公民館と性質が違うんだと

いうことを、はっきり町民にもわかっていただけるような形を取っていただきたいと思うんです

がどうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  当然コミュニティーセンターの運営委員会という形でつくるべきだと思

っていますので、そこんとこは教育委員会のほうでいろいろ努力してもらいたいと思っています。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  何でそういう話になったかというと、先ほども出ていましたキッ

チンの問題ですね。いわゆる前の公民館的なイメージの中で、築城の公民館より立派なものがで

きるのだったら、もう少し広く使えるようなキッチンにしてくれという要望だと思うんです。 

 しかし、その点は公民館というそういったものと性質が違うということを、専門的にちゃんと

言って納得してもらえるような位置づけもしてもらいたいと、早急に今年度、そして来年度にか

けてやって、いずれ竣工の時期は来るでしょうけど、それから立ち上げるんでは遅いですから、

ぜひこの取り組みをしていただきたいということをお願いしておきます。 

 次に、町立学校についてということですが、これも質問の順番がありまして西口議員のほうか

らも出ていましたが、中学校の件を聞くんですけど、基本的に教育長と町長にお伺いしますが、
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統合する方向で取り組みますか、それとも統合は考えていませんか、どっちですか。最終的な結

論ですよ。考えておこうじゃだめですよ、時期的に。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  まだこの意見は、まだまとまっていないということで、今、ＡかＢかど

っちかという形では僕もちょっと答弁に困りますんで、ちょうど１２月のこの種の質問があった

ときには、平成２４年度以内には必ず結論を出しますという話をしているんで、ちょっと今しば

らく待ってください。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  町長、それで予算的な措置が間に合いますかということを聞きた

い。 

 というのは合併特例債を利用するとかいう話と、防衛省の基地の関係の予算もいただかないか

んやろうと、なるべく持ち出しのないようにして条件整備とこう書いていますが、条件整備とい

うのは先般の議会で私が田中教育課長に質問した件で、駐車場の整備ができているかと、早速、

もう余った予算で議会中ぐらいにはちゃんとできる、卒業式まで間に合うようになりますという

ことを言っていましたので、そのことだけで書いたわけやないんです。 

 学校の教育条件整備の中で、築城中学が何かと言ったら、基本的に校舎を建てかえてほしいと

いう要望があっておる。もう傷み具合も激しいんです。椎田もしかりと思います。統合するかし

ないかによっては、校舎を２カ所建てかえないといけんような状態もくるわけです。そうでしょ

う、例えば築城のほうが、今傷みがひどいから、とりあえず築城にしようかと、じゃあ、次に椎

田中学をやりましょうかと、その合併特例債を利用できる年度は決まっているんです。タイムリ

ミットが迫っているわけ。 

 そうすると、例えば築城中学を統合しないで先に建てると、合併特例債を利用させてもらおう

と、今まで我慢しておったけど今度は使わないかん時期が来ただろうと、町長先ほど言ってまし

たけれども、じゃ、立て続けに一気にいくものか、どうせならもう同じ借金なら、教育条件の整

備する中学の子供たち、将来の築上町を担う可能性を秘めた子供たちが、本当に健やかにのびの

びと勉強できるというか、ちゃんとした施設を建てかえるべきだと、私はこういうふうに思って

ますが、だから統合すれば１つでいいんですよ。しかし統合しなければ２つの校舎を建てかえる

時期がいずれ来る。庁舎の件もしかりです。 

 いずれ、ここにこだわるといずれ建てかえないけん時期が来る。例えば築城の支所を使えば建

てかえんでもいいでしょう、建て増しになるかもしれませんが、ということもあるんです。 

 だから、それで今の個人で言うたら家計簿で計算して捻出しないと、この車は買えないよとい

うような状況かもしれませんし、今、車を買いかえるような状態じゃないのは築上町だろうと。 
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 質疑の時も出ていましたけど、経常比率がすべてにおいて今何もできん状態やないかというこ

となんですが、中学校の問題については、まず先に統合するかしないかを、これはいろいろ言う

と皆さんの意見を聞きますけど、西口議員が言われたように、いや統合せいと、いや統合するな

と。 

 個人的な意見として私は城井中学校を出ましたけれども、テクノスマイルに貸したままになっ

ておる。あそこは地域の住民が、私は最後まで言い続けたのは上城井と下城井の境で、お年寄り

たちがあそこに集まって、村あげての運動会でもできるんじゃないかと、日頃スポーツをできる

んじゃないかと、それを幾らかの賃借料で貸してどうするのかと。 

 少なくとも、それをテクノスマイルが関連企業二、三社連れてきてくれるなら、スマイルに売

ってもいいと思うけど、それ以外じゃ納得できないんですよということで、当時の築城町長には

言ってきましたが、それと同じで、やっぱり寂しいものですよ、町長。あなたが卒業した中学は

残っています。残っているでしょう。しかし、僕らが卒業した中学はなくなったんです。遠くか

らふるさとに帰って学校がないんです。 

 その中で僕は安心していたのは、町長が１０名以下にならんと小学校は統合せんと言ったから、

やっぱりみんなの思いもわかってくれているんだなと思ってましたが、しかし、自分の意見だけ

では押し通したらいけないと思いますし、あなたは築上町の町長ですから、町長という立場で、

もういつまで待ってくれじゃなくて、腹の中で統合すべきだすべきじゃない個人的な意見もある

と思いますが、ぼちぼちこの年度いっぱいということじゃなくて、できれば６月か１０月までに

考えていただきたいと思います。前向きに努力してください。どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  各種意見を集約しながら、自分もこうしたいという希望がありますけれ

ども、その時点で発表できる時点になったら、できるだけ早急に発表したいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  一応、教育委員会の問題ですから、教育長、今回大変長いことお

疲れさまでございました。勇退されるということになっておりますが、今現実、教育長が合併し

てから築上町の教育委員会を、ずっと指導してきた責任者であります。教育長としては、どうい

うふうに考えていますか、その点について。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  教育委員会としましては、学校規模適正化委員会を立ち上げまして、

学校の統合について検討していただきました。 

 その結果、小学校は８校を５校に、中学校２校を１校にという答申をいただきました。教育委

員会としましては、その答申をやっぱり重んじて、一応統合に向けて行くべきであると、こうい
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うふうに、一応教育委員会としては話をまとめて、町長部局にまで持って行っているのが現在の

ところであります。 

 したがって、私は、その後いろいろ現場の声を聞いたりあるいは町民の声を聞きますと、必ず

しも統合がすばらしいことではないというふうにも、今現在正直なところ、そういう気持ちも揺

れているのは事実でございます。だからいつか、誰か近いうち、近い将来、決断をする時期が来

ると、しなきゃならないという問題だというふうに考えます。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  先ほど町長にも言いましたように教育長、この問題は避けて通れ

ない問題ですから、予算との関係もあると思います。国から出してもらえる補助金の関係をある

と思いますし、そういった面で、やっぱり一番建てやすい時期に決断くだすべきだと。 

 統合しなければ２校建てなければならないことは事実ですし、同時に建てる、建てないは別に

して、統合すればやっぱりどっか不満が出ない、どこがいいということについては、またこれは

もめると思いますよ。しっかり次期教育委員会を勇退されて任せられる人が出てくると思います

が、その人にしっかり引き継ぎをお願いしていただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  私、実は最初に僕の任期はわかっていましたから、それまでに何とか

形がつくれたらなということは、ずっと考えておりました。 

 しかし、これを責任を転嫁するような形で教育長職を退任するというのが、ちょっと心残りで

はありますが、今の教育委員会の考え方をそのまま引き継いで、今後対応していただくように指

導するつもりでございます。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  わかりました。努力をお願いいたします。 

 次に、観光開発についてと、数ある観光資源を今後どのように活用していくのか。町内外にＰ

Ｒ活動を広めるための計画はあるのか。個別の資源をＰＲするのか、全体的な取り組みとしてや

るのか。 

 この点について担当課のほうからよろしくお願いします。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  商工課の久保です。町の観光資源としては、７種類ぐらい考えられ

ると思います。 

 まず、自然季節を生かした資源、歴史文化を生かした資源、地域の伝統あるいは行事を生かし

た資源、物産品を生かした資源、施設等を利用した資源と郷土の偉人、希少動植物といった観光

資源が考えられます。これらの観光資源の中から町を代表する観光資源を選定して、その中で町
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を売り出していくということを検討していく必要があろうかと思います。 

 まず、第一に町外からの来訪者の多い、「メタセの杜」や「浜の宮」の周辺で情報発信基地と

しての拠点として、町内の観光周遊へと誘導を図って、町内での滞在時間をふやしてもらう。そ

ういった点から線への二つのそういった対策が必要だと思っております。 

 それと、第二に現在行われております季節や地域のイベントの企画を中心とした 観光の推進

並びに現在キャンプ場ビラパラ等ございますが、宿泊施設を有効に活用するための滞在型観光の

推進等、それと観光客を対象とした、特産土産品の開発ということで、地域に経済効果が生まれ

るようなそういう仕組みを考える必要があろうかと思います。 

 それと町内外に広めるための計画でございますが、現在、町内の催しにつきましては、広報や

防災無線で呼びかけをしておりますし、スターコーンＦＭの活用、ホームページの掲載、新聞・

テレビなどでのメディアへの広報宣伝を積極的に行っておりますし、今後も外部的に向けまして、

宣伝活動に努力していきたいと思っております。 

 それと、ほかの町村との協力によりまして、ポスターや観光マップを各市町に配布しておりま

して、掲載をお願いしているところでございますが、その取り組みも広域的に進めていきたと思

っております。 

 以上が、議員さんが言われた質問に対しての回答でございます。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  立派な回答でありがとうございます。できたらそういうふうにし

てほしいんです。ほしいんですけど、現実取り組みとして、今言った中でなにかやっていますか、

今現在。 

 取り組みとして具体的にやっていますか。私が質問出して、こういうことを聞くんですよとい

うことで言ったから、それに対して模範回答しただけであって、具体的に、じゃあ、今商工課が、

課として数ある資源を生かす個々の取り組み、これについてはこうしたらいいんじゃないか、あ

あしたらいいんじゃないかということが、現実なされてないから集まってこないと思うんですが、

その点について何か課として検討して努力してますか。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  １２月に中島議員より、観光の基本計画をやりますかということで、

今回、課として観光の方針を定めております。 

 それで一つの起爆剤といたしましては、蔵内邸を準備しておりますので、その中で蔵内邸を核

にして現在観光協会でも隊員食堂カレー等の特産品を販売しておりますし、そういった形で、蔵

内邸の中で土産品の開発等を１年間進めていって、それを通して築上町の名前を対外的に売って

いくということで、今後、そういった方針で進めてまいりたいと思っております。 
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○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  言われることはよくわかるんですが、例えばカレーの問題もそう

ですけど、今、自衛隊カレーですか、隊員カレーですか、隊員カレーをメタセで売っています。

これは具体的にメタセで売ることが一番無難かなと思いますけれども。 

 じゃ、そういったものを猿真似して蔵内邸で売る、蔵内邸に関係ないものを売って誰が買うん

ですか。やっぱり、そこに努力して蔵内邸にちなんだものを商品化しますとか、あるいはお菓子

をつくるにしても、お土産のお菓子をつくるにしても「炭鉱王」とか何かいろんな形の名前をつ

けた菓子をつくりますとかいう、具体的なものを計画を立ててないでしょう。 

 今、言いよるのは、こういうふうにやります、１２月の議会で中島議員から指摘されたから、

そういった計画は立てないかんということで、また、たまたま私のほうから出ておるし、観光の

ことについて、次の有永議員さんのほうからも観光ガイドとか出てますんで、あなた方がやっぱ

り議会でちゃんと答えんと、また指摘されるなと思って出した答えがこれだと私こう思っておる

んです。それはそれでいいんです。黙っておったら何もせんのかなと思っております。 

 こういうことを指摘するから、皆さんがこういうこともせないかんなという、苦し紛れでも、

失礼ですけど、こういう案をみんなの前で口を開けてものを言ったと、これだけでも進歩があっ

たと私は評価したいと思います。 

 しかし、蔵内邸を中心にやるんやったら、蔵内邸が軌道に乗ってないものを、じゃ、築上町の

ほかの歴史的資産から観光財産から、すべてにおいて、蔵内邸を中心やったら、ほかをせんので

すか。何もＰＲできないんですか。じゃあ、同じやるんやったら、メタセもあるんですよ。物産

館あるんですよ。地元の農産物を販売しているんです、あそこで。 

 じゃ、歴史的なものから言ったら、船迫の窯跡の瓦をつくったとこがあるんです。国分寺の瓦

をつくったと言われています。僕は見たわけじゃないから証拠がないんですけど、一応、歴史上

そういうふうに位置づけされていますよ。 

 蔵内邸は何ですか、単なる、これは失礼かもしれませんが、建物としてはすばらしい文化財か

もしれませんが、当時、炭鉱で金儲けした人がぜいたく飽かして自分の家を建てただけじゃない

ですか。そういうとらえ方しかしてない人もいるんです。だから、そうじゃないんですよ、蔵内

邸はこういう面でこういったところで、すばらしいものなんですよというＰＲをしなきゃいけな

いと思うんです。 

 なぜかと言ったら、善意の一億を無駄にしたらいかんのですよ。ただより高いものはない、ど

れだけ金かかると思っています。ざっと今回も指摘されていました、質疑のときに言われた

７,０００万円かかりますよ、何ですかトイレを外につくるんでしょう。中につくると、もちろ

ん今の蔵内邸の価値観が下がるということでしょう。そういうことでしょう。 
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 それと、もう一つは何かと言ったら「知恵の文殊さん」があるんですよ。新聞等でいつも、文

殊さんが大祭の時に武者行列が全部写って、遠くから見に来ているんですよ。あれね、役所が努

力したんですか、違うでしょう。地元の皆さんが努力しよるんではないですか。文殊会か立ち上

げてやっているんじゃないですか。正式名称は知りませんが。 

 大楠も地元の皆さんがコンサートをしたりとか、大楠会というところが、暮れに寄附してもら

った花火を１００発とか打ち上げるとかやって、ああ、大楠というのは見に行きたいなとかいう

感覚で、よそから来ているんですよ。でしょう。で、天徳寺ですよ。宇都宮家の菩提寺です。寒

田に行けばキャンプ場もあります。城跡もあります。ぐるっと、回ってきたら椎田になにありま

すか。じゃあ、研修ができる「ビラパラ」もあるやないですか。これはただの朽ち果てる建物に

するんですか。「延塚奉行」もありますよ。「浜の宮」もあります、「国見山」もあります。 

 じゃ、これを一連のものとして、計画性を持って外に大々的にＰＲをしたら、いい結果が生ま

れる可能性は大と私は思う。いい結果が生まれるとは言いません。もし生まれなかったら僕はう

そつきになりますから。テレビ等で幾らかけるか、ただじゃ宣伝してくれるんですか、たまたま

ニュースで「文殊の大祭」があってこうですよということでしょう。 

 こんな言いわけみたいなことを書いて配ったって、それは適当に信用する人は信用するでしょ

うけど、新聞なんかも何かないと書かないでしょう。例えばＰＲしようと思うたら広告料取るん

じゃないですか。ただで新聞載せてくれますか。イベントがあったということで、築上町がこう

いうイベントをしたということで書いてくれるんじゃあないですか、違いますか。 

 これは、行き当たりばったりの施策なんですよ。やっぱり、じっくり考えて、個々のものも大

切にせないかんけど、築上町の観光資源として、赤字出してまでできんのです、はっきり言って。 

 町長は、蔵内邸の件で、確か定かに今覚えていませんけども、議会の中で１年間の経費

１,６００万円ぐらいかかると。その中で持ち出しは、町長は５００万円と言ったですかね。

４００万円と聞いたという人もおるし、６００万円と聞いた人もいるし、全部持ち出しとは言っ

てないんです。でも、これはあくまでも買い取って、そこまでの金ですよ。それをまた整備をす

るのは別枠ですよと。こういうふうに当然くると思う、金かからないとは言っていないとこうい

うことでしょう。 

 しかし、現実運営していく中で、どんな積算したかしらないけど、やっぱり地元の皆さんとか

蔵内邸のあの建物を大切にせないかんちゅう気持ちの中から、議会の皆さんも御理解をいただい

て、検討委員会をつくって、どういうふうにやっていくかということまでやっておるんです。よ

そから大層な先生呼んで、門司やらどこやらから呼んで、先ほど指摘された、遠回しに言った僕

は辛口ですからはっきり言いますよ。 

 策定委員会の中の一人が業者で、その業者に仕事をやるというのは言語道断でしょう。そこに
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やりたかったら、委員から外すべきやないですか。マッチポンプという言葉知っています、僕が

責めてあなたが引くんですよ。それで調整するんです。そういうことをしているんじゃないかと

言われても、仕方がないようなことじゃないんですかこれは。 

 僕はそこまで詰めたことをしりませんでした。先ほど中島議員からいい勉強させてもらいまし

た。中島議員はやさしいから、どうかなちゅうような投げかけで終わりました。しかし、僕は絶

対いかんと思います。新川町政はそんなことする町政やないと、僕は信じていますけど、町長こ

のことについてどう思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  策定委員会、非常に難しい問題ですね、これね。特別な形で参画しても

らっているということで、非常に詳しい場面もございますし、これが良心的にやってもらえれば、

私はこれはやぶさかでもないと思っておるし、これが本当に利益をどんどん追及していくような

業者であれば、これは私は断るというふうな形になろうと思いますし、築上町出身で築上町に貢

献したいという形で参画してきたわけでございますし、これで儲けてもらっては困るという感覚

で、私はこの委員会には話はしていくべきではなかろうかなと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  委託したということで、委託をするに当たってほかにそういった

ものをしたいという希望を募るというか、公募して、その中で見積もり入札でもしたとかいうん

やったらわかるんです。 

 それでも、彼がこの中におってスペシャリストで、自分が、言葉は悪いんですが、「我が子に

名をつける」ちゅう言葉があるやないですか。これは何ぼかかりますよ、専門的なことは私は専

門家ですよ。で、ハヤカワさんはすばらしい専門家の先生ですよと言われたら、ハヤカワさんが、

このものは１万円ちゅうたら、ほかじゃ７,０００円でできるかもわからんけど１万円になるん

ですよ、そうでしょう。そういうことが仮にない人であっても、そういうことが疑い嫌疑がかけ

られるようなことを、何で町がするんですか。だから、いろいろ言われるんです、今行政が。 

 自分の範囲で、一切お金にならないようなするわけないやないですか、業者が。とんとんで赤

字出してでも、私が郷土のためにやりましょうちゅうてやるんやったら、僕は失礼なことを言い

よるかもしれんけど、まずは、どなたもここにおられるどなたもハヤカワさんの立場になったら、

何がしかの儲けがないとしないと思いますよ。その設計とか企画の中に自分とこやないとできも

んを織り込んでくるわけでしょう。よそじゃできないんですよ。じゃあ、しょうがないからハヤ

カワさんとこ使いましょうかちゅうことになるんですよ。 

 これが、ちゃんとした形でテーブルに乗って委託業務を業者を選定したんやったらいいんです

けど、委員の中からちゅうことになれば、僕は知らなかったんで、きょう聞いて初めて知ったん
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ですけど、勉強不足で悪かったんですけど、突然言い出して収拾がつかんようにしようと思って

言っているんじゃないですけど、今後、やっぱりそういったことについては考えんと誤解を招き

ますよ。 

 蔵内邸の件を含めて、例えば基本的に議員さんの中で１人は今もう言いません。コミュニテ

ィーセンターと同じです。１人は今議場にいます。委員になった人が。一所懸命努力して蔵内邸

を善意の寄附でしてもらったんやから、いい方向で町民のために使っていこうということで会議

に参加したんです。ある程度形ができて、はい終わりですよちゅうて、今度は打ち切られている

んです。 

 本当に軌道に乗るまで自分がかかわって、こういう策定委員会に入って協議してきたんだから、

見守りたいという気持ちは僕だったらあります。彼もその委員さんもあると思います。今後そう

いったことも含めて、これもやっぱりチェックする機関ちゅうか、そういった今後運営する機関

を早急に立ち上げるべきだと。 

 それだけではなくて、いろんな観光資源がありますので、私の主観でこうしたらどうかちゅう

ことも言いたいんですけど、ちょっとさわりだけ言いますけど、例えば宇都宮ちゅうたら歴史や

ないですか。築上町の築城地区においては「宇都宮」をどけた話はできんのですよ。椎田やった

ら「延塚奉行」と「綱敷天満宮」はどけた話はできんでしょう。どこに行ってもその話が出るで

しょう、話をすれば。歴史的に言えば、町民劇とかでやるんやないですか、教育長も参加してい

ましたけど。 

 こういったすばらしい歴史的財産があるんですから、これをやっぱり、これは一つの私の案で

す。築上町が立ち上げている、情報を立ち上げている分があるんでしょう。その中にちゃんと宣

伝する。例えばメタセから始まってぐっと一周、一日体験バスツアーというか市民にはそういう

向け。あるいは入場料を取って蔵内邸を運営するんだ、どうのこうのと言っていましたが、今の

状態で取れますか。あの建物の好きな人は、建築物に興味ある人は一回は見に行きますよ。二回

行くかもしれません。ああ、何もないや、もう行かんぞちゅうことなんですよ。じゃあ、半永久

的にあそこを活用できるのは何かちゅうたら、これも歴史でしょう、炭鉱も。 

 日本では石炭欠かせなった歴史の一つですよ。そういった資産があるわけですから、福岡県の

教育委員会を通じて、各市町村の教育委員会に相談しながら、観光課に相談しながら、ぜひ小学

校の高学年の社会の勉強の中で、遠くに行かなくても築上町にはこんなすばらしいもんがありま

すよ。メタセ以下をスタートして、ぐるっと一周して昼飯を寒田の小学校跡地かなんかを改築し

たりとか、例えばキャンプ場で天気のいい日は弁当を食べるとか、弁当つきで幾らですと、ぜひ

利用してくださいと、「ビラパラ」はどうするんかちゅうたら、じゃあ、森林の職員とか県の職

員とかの採用とか、例えばいろんな研修会のために、ぜひ築上町の「ビラ・パラディ」を使って
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くださいとか、そういった取り組みをやるべきだと思います。そのかわり、あなたたちのまちに

あることにも協力しましょうと。 

 お互いがそういう形をつくっていかないと、絵に描いた餅に終わってしまいますんで、蔵内邸

の、こんなのを見て本当にこのとおりするのかって、絶対に１年たっても２年たってもできない

と思うんですよ。 

 はっきりもう、こういうふうにやらないかんちゅうのを、僕が決めるんじゃなくて、その委員

会をつくっていただいて、それらが答申して執行部がよう考えてどうするんだという方向づけを

していただきたいと思いますが、課長じゃ荷が重たいかな、町長か副町長、そういう考えはあり

ませんか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  貴重な意見ありがとうございます。 

 築上町どうするかということで、今議案質疑等で指摘ありましたけど、今、「メタセ」と「ス

ターコーン」、「コマーレ」という形になろうかと思いますけど、そういう形の運営の中で、い

かに築上町の情報を発信するかということが問題になるかと思います。 

 今例えば全国で築上町情報発信すれば、松鳳山関が年６場所１５日福岡県築上郡築上町出身と

いうことで全国に流れています。そのほかになかなか築上町というのが、今、特に名前の印象度

が薄いという形に思っております。 

 もう一つは、ＦＭで「ホットスクランブル」基地の３０分番組ですけど、これが４月１日から

６３局、全国２７０のうち６３局ホットスクランブル、深夜ですけどこれが流れます。これも全

国のほうに築城基地という名前で流れます。そういう形で、全国的にはそういう築上町という名

前を売っていきたいなと思っております。サイマルラジオとかそういうＦＭを通じてでもやって

いきたいなと。 

 そして、またこの地域、観光全体をどうするかということで、今、吉元議員さんが言いました

蔵内邸、浜の宮、大楠、寒田等あります。課長は答えてなかったんですけど、１月、２月県の企

画、それともう一つは商工会でしたか企画がございまして、今みたいにバスツアー、メタセから

築上町を一めぐりというような実施した企画があります。 

 今の時期でしたら、本当にメタセから出発して、まるまる梅を見て、海岸見て、蔵内邸見てと

いう一日コースができようかと思います。そういう形で窯跡公園もございますけど、そういうも

のを考えて、一つ一つは、一つ一つできちんとした形にしてればいい、これを町全体としてどう

するかということも、やっぱり方法論として考えていくという形になります。 

 そういうことで４月、新年度からは蔵内邸も２５年度オープンになりますので、そういう方法

等を今観光協会と商工課が主になって、いろんな企画とか特産品等をやっていただいております
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ので、そういうものを含めて指導等をしながらやっていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  町長、言い忘れていましたけど、町民の中で、文化人とか歴史的

にかかわってきた、町でも活躍された方が過去にいると思うんです。偉人というんですか。 

 築城でもお医者さんで、上城井地区で内野東庵さんという人が伝法寺からみやこ町、犀川のほ

うに城井のほうに抜ける隧道をつくったというか、自分でしたんです。それの件でマタセという

んですか、そこの件もありまして、やっぱり内野東庵さんを広く検証したいと、あるいは征矢野

半弥さん、赤幡に銅像があります。ああいった人たちのことも、学者のことも結構知っている人

もいるけど忘れられている。その人たちに関する文献とかいろいろ書籍もあるみたいなんで、そ

ういったものをできたらコミュニティーセンターにちゅうことを言われている人もいるんです。 

 そのことについて町長にお聞きしたら、それは地域性も含めて上城井の人だったら上城井の例

えば西高の跡、今管理していますよね、あそこに展示場をつくったらどうかとか、いろいろお金

もかかると思いますけど、そういった我々のこのまちをつくってきた過去の先輩たちを広めると

いうか、皆さんに知ってもらうためにも、そういった努力もしていかないかん。これはお金にな

ることやないんですけど、してもらいたいし。 

 それと、やっぱり蔵内邸の件もしかりですけど、便所はつくって、こうせないかんやろう、あ

あせないかん、思いつきの行き当たりばったりの行政はやめてほしい。 

 ほら見てみなさいと、新川さんに任したら、ああ、これがいいな言うたらつくりました。ああ、

これはいいな、最終的に結論は何かといったら、どれもみんなから批判受けましたと言うんじゃ

なくして、やっぱり自信を持って、おお、新川町政がやったんだと、いいはいい、悪いは悪いと

判断する人は個々、それぞれですから、ひとつやっぱりもう合併して６年がたちました。 

 あなたはもう十分築上町のことは把握できたと思いますので、住民が喜ぶようなまちづくりの

ために、町長としてやっぱりできんことはできん、できることはできるとはっきり言えるような

形で頑張っていただきたいと思いますが、よろしくお願いします。どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今観光の質問でございますので、観光ということで、これは本当に本町

は歴史に富んでいます、実際。これがまだ活用されていないということで、やはり景行天皇から

始まったと思います、名前が出るのは。本庄の大楠を１９００年前にお手上の御物と、それから、

その子供が日本武尊、そしてまたその子供が仲哀天皇ということで、こちらに長く住んでいたん

ですね、仲哀天皇は。そういう形の中で、その奥さんが神功皇后という、そして応神天皇という

そのお妃が中津姫といって、中津郡の豪族の娘と。 
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 そういうことで非常に神代の昔から、この時代は非常に栄えておったということ。これから始

まって、後は宇都宮が来たという形の中で、やっぱり宇都宮が旧築城郡の藩中では、これは宇都

宮がずっと治めてきて、後をその流れで下毛、上毛あたりまで進出していって、城井という称は

下毛郡の耶馬溪のほうにもございます。城井小学校とかいう名前がついていますけど、それと、

これは京都郡とも協働していかなきゃならんのが宇都宮の問題でございまして、そういう形の中

では犀川のほう城井馬場ですか城井地方とやっぱりこの問題は一緒にやっていかなきゃならない

問題だろうと思っています。 

 そして、４００年間宇都宮が続いて、そして黒田にやられたという歴史的なものは我々絶対、

子孫に伝えていきながら、そしてこの宇都宮の宝を観光に当てさせてもらおうかという形で、今

私も大分宇都宮の研究をしておりますので、今度近いうちに宇都宮とそれから京築の人々という

形でちょっと１時間ちょっとぐらいしゃべらないとならんような場を与えてもらって、今ちょっ

と一所懸命しておるところでございますし、そういう形の中で、これは行橋のほうでやるんです

けど。 

 そういう形で大いにＰＲを、やっぱり宇都宮がもとなんですね。この旧築城郡築城椎田は、そ

して古戦場が岩丸にあって大野小弁という人が討ち取ったのが塩田内記いう人なんです。香楽の

人らしいです。そういうことで、歴史を題材にしながらやっていこうとこのように考えておりま

す。 

○議長（田村 兼光君）  吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  最後になりますが、社会教育課長が６月議会までという発言をい

ただきまして、お答えをいただきました。ぜひ、そういうことができるように期待しております。

答えは１、８か８、１はっきりそのとき出します。１、８か８、１これを今から６月まで考えて

ください。本当にできましたかちゅうときに、答えが１、８か８、１、課長も努力してください。 

 これで終わります。 

○議長（田村 兼光君）  はい、お疲れさんでした。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  次に、４番目に、６番、有永義正議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  ４つの質問をします。 

 まず、１項目、町、教育委員会では防災対策はできているかということでございます。防災対

策は日常の防災教育、防災訓練が重要である。 

 東日本大震災の教訓は生かされているかということでございます。 

 日常から、自分たちが生活している場所の標高ぐらいは知っておくべきであり、災害時に、す

ぐに動ける防災教育は大切であります。昨年の東日本大震災では１０メートルを超える高い津波
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が到来し、２万人に近い死者・行方不明者を出しました。またそれに、原子力発電所の事故が追

い打ちをかけ、未曽有の災害が発生し、政府はことしの２月の中旬にようやく復興庁を設置し、

本格的に復興に取り組む体制ができた状態であります。 

 築上町でも対岸の火事のようには考えずに、今後、防災教育等は必要であろうかと思います。 

 近隣の市町村では新聞等でも出ていましたが、吉富町が最も早く公民館、幼稚園、小中学校、

公共施設等の４６カ所に海抜の表示板を設置して、住民への啓発を行っております。今冨町長は

海と河口に近い吉富町にとっても、東日本大震災は他人事ではないと、すぐに行動に移して防災

教育等を行っております。 

 築上町では、既にもう今月の１３日で１年たつわけでございますが、いまだにその対策等は見

えません。１２月の一般質問で、ある議員の質問に対して町長は６.２メートルの防波堤がある

と、それだけではありませんけど、あるとしていましたが、津波は河口から川を上ってきたりし

ますので、安心ではありません。 

 ちなみに、築上町では椎田干拓でマイナスの海抜１メーターです。また中央公民館で２メー

ター、椎田保育園で海抜３メーター、八津田小学校で海抜５メーターです。このように海抜の低

い地域が国道１０号線より海側の築上町には多く、そういう低い地域があります。 

 それで海抜の低い地域には一日も早く標識を設置して、小学生、保育園児、地域住民の人たち

が、自分たちが生活している場所の標高、海抜を知ってもらい、津波のときにはすぐに高いとこ

ろへ避難できるようにすることが大切だと思います。 

 担当課長、津波に対する防災対策は取ってますか。 

○議長（田村 兼光君）  総務課長、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留でございます。 

 今議会で防災基金条例を上程させていただいておりますけれども、今後この基金が可決された

後に、２４年度の補正予算で関係予算を計上させていただきたいと考えております。 

 具体的には、今、有永議員言われました津波に対する防災マップ、それから標高を示す標識等

そういったものの設置を考えております。 

 それから、２４年度のこの当初予算で計上いたしておりますけれども、海岸沿いに防災の行政

無線の屋外子局を６カ所設置する予定でございます。それと合わせまして、あと防災計画です。

２４年度に全面的に見直す考えでございます。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  災害はいつやってくるかわかりません。１日でも早く、今課長が

言われました、そういうことを行動で移して対処していっていただきたいと思います。 
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 ちなみに、今回の大震災で被害地区で全員の生徒、児童が助かった小中学校もあります。釜石

東中学校では、海から１キロメートルしか離れていません。全生徒２２２名全員が助かっていま

す。また、同校に隣接した鵜住居小学校、児童数３６１名も全員助かっています。 

 釜石東中学校では、地震発生時に各教室で下校前のホームルームが行われていたそうです。立

ってもいられないほどの横揺れが生徒を襲ったそうです。そのとき、１階の教室にいた３年生の

１人が避難口を確保しようと、とっさに窓を開けて机の下に潜り込んだ。それから揺れがひと段

落すると、担任の教師が逃げろと叫んだそうです。生徒は一斉に校庭に飛び出して、２階、３階

にもいた１年生、２年生も非常階段を下りて校庭に出たそうです。校庭に出た生徒たちは、先生

の指示も待たずに裏山の高台に向かって走り出したということです。同校の隣の鵜住居小学校の

児童たちも、中学生たちが走り出したのを見て合流し、全員高いところへ向かって走っていった

そうです。普段決めていた避難場所よりもさらに高いところへと走って避難したそうです。先生

たちが、全員の無事を確認した５分後に、両校とも津波にのみ込まれたといわれています。この

釜石東中学校では、平均して週に１時間を防災教育にあて、年３回避難訓練を行っているとのこ

とです。裏山は舗装もされていない私有地でありましたが、学校が所有者に許可をとっていただ

いているそうです。普段からの教育は大切であると、つくづく考えます。また、この鵜住居小学

校でも、児童たちの間に合言葉がありまして、「押さない、走らない、しゃべらない、戻らな

い」というこの合言葉を普段の防災学習の中に生かして、今度の避難には徹底していたそうです。

その鵜住居小学校の児童の６割以上が自宅を失い、現在では避難所で生活しているそうです。津

波からいかにして身を守るか、日々の教育、訓練の成果が子供たちの中にも生きて、生かされて

いるということであります。 

 一方、この釜石東中学校に比較して新聞等にも出ておりましたが、石巻市立大川小学校では、

地震の後に校庭に全生徒が避難していたそうです。約４０分間ぐらい津波の接近まで時間があり

ましたが、指揮、命令する先生がいなかったそうです。津波到来の間際になって、防災無線と広

報等で津波が近づくよというのがあって、見え始めたけどもう既に遅く、全生徒１０８人のうち

７４名の児童が行方不明となっております。また１３名の教職員のうち１０名の先生方が死者、

行方不明ということであります。いまだに４名の児童の行方がわからず、毎日近所の方々がこの

寒いのに川や河口付近を捜しているそうです。 

 この大川小学校では、今までに津波の被害に遭遇したことが１回もなく、避難マニュアルもな

かったそうです。また、教職員の危機意識の不足が多くの犠牲者が出た原因としております。こ

の大川小学校では海から４キロぐらい離れていて、裏には高い裏山があったにもかかわらず、避

難対策はとれていませんでした。普段やっていないことは非常時には対応はできません。いかに

普段の防災教育、防災訓練が大切かと考えます。 
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 神教育長、大震災の後、今日まで特に、あそこの八津田小学校ですか、等で防災教育、防災対

策をしましたか。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  あと３日でちょうど１年になります。町内の学校では、年間２回ない

し３回の防災訓練をしております。八津田小学校では１月の１３日に、福岡管区気象台の職員が

２名いまして、それを講師にして避難訓練をいたしました。非常に寒い日でありました。私も非

常に関心がありますので、様子を見にいきました。八津田小学校の児童全員、屋上に避難をいた

しました。 

 屋上から見ますと、私はまず津波対策に対しては、我が町は学校は日豊線から海岸よりがまず

危ないと。その該当するのは椎田小学校と八津田小学校であります。椎田小学校は高台にありま

すのでまず大丈夫だろうと。しかし、八津田小学校は、今有永議員がおっしゃった海抜５メー

ター、４メーターから５メーター。屋上に上がってもさほど高いっていうふうに感じがしなかっ

たんです。 

 それで、今後八津田小学校は耐震性にも非常に問題のある校舎でありまして、今、近々建てか

えないけんのやないかというふうに思ってますけども、その際に、今より、今３階建てですけど、

もう一階ぐらい積み重ねた４階建てぐらいの校舎が必要ではないだろうかと。そんなことを素人

では判断ですけど、考えたりしております。 

 今、震災後、水平避難、それから垂直避難という言葉があるんですけど、水平避難は水平に逃

げること、水平避難といいますけど、これは八津田小学校あたりでは意味ありません。むしろ逃

げんほうがいいくらい。垂直避難すれば屋上までしかこれもない。しかし、希望的な判断ですけ

れども、この内海ですので八津田小学校の屋上に逃げれば、まず災難から逃げられるんではない

か、こういうふうに考えております。今後とも、これは全町小中学校で当然やらなければならな

い訓練だと思ってます。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  ぜひとも、今度の大震災を教訓に、さまざまな訓練等を行い、そ

ういう災害が来てからすぐに対応できるようにお願いしたいと思います。 

 先ほど課長がるる、今後の対策等を説明いたしました。新川町長に聞きますが、町の最高責任

者として、津波だけではありません、あらゆる災害から町民を守る責任がありますが、今後、こ

の大震災を教訓として築上町に活かすように対策をお願いしたいと思いますが、その心構えをお

伺いします。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  幸いにも本町は、地震の断層から外れておるというのは、これは１番の
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安心するとこでありますけれども、さりとて地震はどういうふうにくるかっていうのはわかりま

せん。 

 ということで、先般、津波の、これ１２月ので私言いましたよね。４メーターの津波が来る、

最高４メーター強のちょっと超えるぐらいの津波。これは、前九州農政局のＯＢの方で、本町に

住まれてる方が綿密な計算をしてきていただいて、瀬戸内海で地震が起こった場合は４メーター

強ということで、私は皆さんの前で堤防が６メーター２０堤防高あるというようなことで大丈夫

という話はしたんです。さりとて、津波で堤防が破れる場合もございます。それから、河川がや

っぱり５メーター未満のところあると思います、堤防高が。そういうところから越波してくる可

能性があるということで、今後やっぱりそういうところの点検も必要だろうと考えておりますし。 

 あと、津波以外ではこれはやっぱり台風です。これはやっぱ台風の形で本町は１番災害が出や

すいという形でなろうかと思うんでですね。やはり危険家屋とか、それから一人世帯のうちのい

わゆる避難誘導ですか。これらを的確に行うようなシステムづくり、今では地元の自治会にお願

いしながら、若干そういう形では、一人住まいの高齢者の方のおうちを見守ってもらったりとか、

そういう形で、そしていわゆる避難をしなきゃならんときは、町のほうで避難勧告ということも

させていただいておるわけでございますし、要するに台風の、これが１番、私は今の本町では心

配だと。そうすることによって、大雨で河川が氾濫ということも考えられますし、こういう低地

の場所、こういう把握を再度それぞれの担当課で認識をしていただきながら、的確な行動をとる

と、これが大事だろうと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  今度の大震災を今後に生かすように、それぞれの対策を講じてい

ただきたいと思います。 

 先ほど、神教育長が水平避難、垂直避難と言いましたが、特に八津田小学校の付近では高い、

要するに４メートルの高いビルとか山とかありませんので、遠くに逃げることは非常に難しいと

思います。そういうことで、最近の新聞に出ておりましたが、その教訓に苅田町では民間企業佐

川急便の苅田支店を、４階建てだそうです、津波避難場所にしていて、３階は高さ１２メートル

あるそうです。その３階部分を約１,５００名収容可能ということになっておりましたが、民間

企業を津波避難ビルに指定したそうです。その苅田町では、津波に町の社会福祉施設等があって、

一番心配というふうに言っておりました。また、２月末時点で、全国でもこの津波を教訓に

３,９８６棟、およそ約４,０００棟が津波避難ビルに指定されているそうです。今後も十分に災

害に対して、普段から対処していっていただきたいと思います。 

 それでは、２番目の質問に入ります。２番目に、築上町の人口増加対策を、真剣に考えている

かということです。 
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 町の総合計画達成に向けて、魅力あるまちづくり実現のためということでございますけど、合

併時に築上町総合計画審議会の平成１８年度の答申がありましたが、その答申によれば、目指す

人口規模は合併時の２万１,６８３名を最低限維持しながら、住居環境の整備向上や、住宅の整

備、農業振興などの施策により、若者の定住など人口流入を図り、目標年度、１０年後ですね、

平成２８年度には人口を２万５,０００人と設定しております。合併５年経過した現在の人口は、

２万人を切る状況であります。きょうの資料によれば、５年間で１,０６０人減少し、そのうち

自然減が５８５名と、また築上町から町外への流出人口は４７５人となっております。毎年、自

然増より自然減の方が築上町ではふえておりますし、人口の減少に歯止めがかかりません。 

 そこで、ほかの自治体もこの少子高齢化社会の中で、積極的にあの手この手の施策を講じて、

自治体をアピールしております。例えば、この近くではものすごく新聞で目立つのが豊前市であ

ります。豊前市では、若い世代の定住者をふやそうと、「新婚さん豊前に来て」という大きなキ

ャッチフレーズで、新婚夫婦を対象に民間住宅の家賃を補助する制度をこの４月から導入し、新

年度予算に３０世帯分３６０万円、毎月１万円を３年間に限り支給するそうです。計上し、また

子育て世代が住みやすいようにと、４戸分の住宅改修費４００万円も新たに予算に盛り込んでお

ります。それから、今度は築上町も一緒です、買収した雇用促進住宅。今、名前はクリーンハイ

ム角田というふうにしておりますそうですが、この角田もリフォームして、住民とか豊前地区外

から人が入居しやすいように対策をとっております。また、不妊手術を受ける夫婦には治療費を

補助する制度も創設し、１０人分１００万円。１人につき１０万円限度も計上をしております。 

 豊前市内定住促進を進めるために、ことしの１月１０日から既に空き家バンクの取り組みを始

めています。市内には、約７００戸の空き家があり、約５０戸はそのままの使用できる状態で、

今回１５戸を登録１号として物件情報を市内外にアピールしております。 

 みやこ町では少子化対策の一環として、出会いサポート事業を利用し、町主催で今月の１８日

にフォレストで婚活パーティーを開催するそうです。 

 築上町では、今までは商工会宣伝部は毎年積極的に婚活支援活動を行っています。昨年も９月

の４日日曜日に、町の中央公民館にて男女６４名参加の「お見合いパーティーＩＮ築上」との名

目で開催して、４組のカップルが成立したそうです。私、２０１０年の６月の議会で、一般質問

で行政の積極的な支援を提案しましたが、町長は多く参加できるシステムづくりを行い対応した

いと答弁し、１２月議会でも前向きに取り組む姿勢をしましたが、渡邊課長、町の取り組み姿勢

の今の現況をお願いします。 

○議長（田村 兼光君）  企画課、渡邊君。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  企画振興課、渡邊です。 

 人口増の対策は、今議員さんがおっしゃられたとおりでございますが、今御指摘の婚活の取り
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組みにつきましては、今年度、平成２３年度から予算計上させていただきまして、実施、いわゆ

る婚活事業を行う団体、会社、組織、それぞれにつきましては、行政措置をするということで、

要綱をつくりましてしております。 

 今、婚活の実施は、商工会は別といたしまして、１団体実施しております。内容は、１２月の

１８日に行っておりまして、参加がちょっと少ないんですけれども２３名ということで、カップ

ル１組成立と言う報告が上がっております。なお、２４年度につきましても、引き続き予算計上

させていただいております。また、制度について、２分の１助成という縛りがありますけれども、

この辺のところを実施したいと、いろいろと要望等もございまして、この辺の要綱改正も含めて

ちょっと検討をさせていただこうかなというふうに、今考えております。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  今の町の取り組み状態では、直接に婚活支援の取り組みではなく、

側面から資金を協力するという取り組みに見受けられました。 

 ちなみに、この前のときにも言いましたが、佐賀県の伊万里市では、２０１０年の４月に、婚

活応援課を町長の強い意志で立ち上げ、この３月末で２年になります。昨年の１０月に、私は

２回目行きましたが、気持ちよく受け入れていただき、担当係長から説明を受けました。課の中

に婚活推進協議会を設置し、市全体事業として婚活、相談、市民による相談やさまざまな取り組

みを行っております。 

 例えば、わくわくクッキングとか、婚活音楽交流会とか、クリスマスパーティーとか、男女男

性女性磨き講座とか、長崎ランタンバスツアーとか、クルージングアンドバーベキュー、そうい

うふうに年間を通じていろいろな行事に取り組み、少子化対策として積極的に取り組んでおりま

す。また、そういう取り組みの中でカップルが何組も生まれております。２３年の８月時点では

相談問い合わせが４５５件あり、今、登録者は２１４名いるそうです。町の今まで、渡邊課長が

説明した以上の積極的な婚活支援対策を要望するものです。町長いかがですか。 

○議長（田村 兼光君）  町長。 

○町長（新川 久三君）  有永議員の質問にこたえて、だいぶ充実してきたつもりでございますけ

ど、町が直接というのはちょっと、何分今我々等も考えてないということで、いわゆる結婚相談

所という形は民間のほうにお任せしたほうがいいんではなかろうかなと考えておるところでござ

いますし、そのほかにいわゆる人口の定着という形になれば、いろんな施策で、これは豊前市も

やっておるようでございますけど、私どもはやっぱり大局的な形から、子供の医療費を中学校

３年まで無料化するとか。今度はインフルエンザの予防接種を中学３年生まで、いわゆる補助金

の対象にすると、いうふうなことで、大局的な形では小出しはしてないんです。大きな項目だけ

しかやってないという形になります。 
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 そして、人口の増対策でこれも非常に難しいです。というのは、少子化、これが少子化でなけ

れば、どんどん亡くなった方の数だけ生まれてくれば、ほとんど変わらないわけでございますけ

ど、これやっぱり昭和３０年のときは築城、椎田合わせて約、ちょうど３万人ちょっと切るぐら

いの人間がおったわけです。築城が１万３,０００、椎田が１万５,０００という形でおったわけ

でございますけど、これが今やっと、やっとちゅうか、２万を割ってしまいました、この前の国

勢調査で。１万９,４５５だったかな。５５４か。ということで、だんだんだんだん減ってきて

る。これはもう全国の自治体でふえてるところは大都市だけです。いわゆる近郊部から都市へめ

がけていくということで、行橋は若干京都郡のほう、それから私どもの築上町からも若者が移っ

ていってるということで、私は役場の職員に文句言うんです。憲法ではどこに住んでもいい、保

証されているんだが、役場の職員であれば築上町に住みなさいということで言ってるんですけど、

なかなかやっぱり言うこと聞いてくれないという状況がございますんで、これはこれに何とか対

応して町内促進をやっていこうかなと。このように考えておるところでございますし、そういう

形の中で非常に、人口をふやすという要因はやっぱりインフラを整理していくという、いわゆる

社会資本の整備、下水、これがやっぱり大事だろうと思います。 

 快適な文化的な生活を営むという形になれば下水道の整備、利便さの中にもやっぱり快適さと

いうものが必要になってこようし、そういう形の中で、そういったサイドとやっぱり働く場所、

これが先ほどから皆さんの企業誘致という形で、企業はなかなかやっぱり、これも地域的な問題

もございますし、基地があったりとかいう問題ございます。そういう形の中で、全般的には町の

イメージアップをやっぱやっていかなきゃいかんだろうと。そうすることによって、定住性がで

きてくるんではなかろうかなと。このように考えておりますけど、これは一朝一夕ではできませ

ん。流れにかかってこの築上町の環境づくりをやっていかなければいけないと、このように考え

ておりますんで、それとまた政府が基本的には移民の制度をまったく認めてないというふうなこ

とで、人口が５０年後には８,０００万人になろうかということで、４,０００万人減るような状

況でございますので、それでやっぱりさりとて人口増を望むというのもどうかなという、１つの

考え方もございます。 

 確かに総合計画では２万５,０００人という想定をしておるわけでございますし、これに向か

って努力はしていかなきゃなりませんけど、なかなか難しい、困難な状況だということで、とに

かく先ほどずっと朝から質問あってますけれども、町の活性化のための施策をどんどん推進して

いくという形しかないのではなかろうかなと、このように考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  医療費の補助とかそういうインフラ整備とか、私は非常に大事な
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ことで、町長のその姿勢は高く買います。 

 しかし、今平成１８年の合併時に、今から人口はふやすということは、そのときからもある程

度、少子高齢化社会は到来が、要するに見込まれていたわけでございます。そこで、あえて町の

審議会は２万５,０００にするように努力しなさいと。それを強く町長に答申を出したと思いま

す。それで、今直接、婚活パーティーとか考えてないと言われましたけど、こういうのも人口

１人でもふやすていう大きな対策と思います。それで、やはりよその自治体に比べてアピール度

がちょっと弱い。ちょっとやない、相当弱いと思います、積極性が。それで町長はもっと何人で

もふやすというような気持ちで、課長以下に一生懸命発破かけりゃ、まだ僕は、まだエネルギー

がいっぱいある課長にとって、職員がいますから、そういうふうにしていただきたいと思います。 

 それから、また空き家バンクについてもちょっと聞いてみます。空き家バンク対策としても、

町長も渡邊課長も積極的に取り組む姿勢を示していましたが、あれからの状況がわかりませんの

で、今の進捗状況を説明してください。 

○議長（田村 兼光君）  企画課長、渡邊君。 

○企画振興課長（渡邊 義治君）  企画振興課、渡邊です。 

 空き家バンクの状況でございますが、昨年の９月ぐらいから実地調査に入りまして、年内に一

通りの調査を終えたところです。 

 集計によりますと、現在空き家と言われる民家が２３８件ということでございます。このうち

居住が可能であろうと、これ外観的な判断しかございませんけれども、約１１０件ぐらいが可能

ではなかろうかなということです。今後また、この所有者等の意向確認を踏まえまして、空き家

バンク、最終的には空き家バンクという形で立ち上げを考えております。２４年度につきまして

は、この空き家バンクを何とか立ち上げたいということで、今後所有者の調整と要綱等整備、そ

れからシステム、こういったことをちょっと検討、直ちに検討したいというふうに考えておりま

す。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  後手後手に回らないように、企画振興課には非常に扱う事業が多

くて、手が回らんのやなかろうかと私は危惧しています。それにこれに頑張っていっていただき

たいと思います。 

 それから、ちょっと触れますが、企業誘致の関係でございます。平成２３年度に、企業誘致の

必要な受け皿を日奈古グラウンド、あるいは湊の企業団地への侵入道路をするというふうに議会

でも議決していましたが、今の状況はどんなふうですか。 

○議長（田村 兼光君）  商工課、久保君。 

○商工課長（久保 和明君）  商工課の久保です。 
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 町の企業適地への侵入道路につきましては、今年度湊地区、日奈古地区は実施設計を完了、

３月いっぱい完了する予定で、平成２４年度、２５年度に、用地買収と工事完了ということで、

２年計画で進めております。 

 以上です。（「日奈古グラウンド」と呼ぶ者あり）日奈古グラウンドも同じです。 

 以上。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  大分、議会の議決からおくれておりますけど、まず受け皿をしっ

かりと早めにつくって、道路も非常にいいのができておりますので、積極的に進めていただきた

いと思います。それでは、この件終わります。 

 それから３番目に、築上町観光ボランティアガイドの養成について。先ほど吉元議員も深く質

問しましたが、私はこの関係だけについてちょっと聞いてみたいと思います。 

 文化遺産の豊富な築上町で、観光案内人の養成は必要と考えております。隣の豊前市でも、豊

前市史跡ガイドボランティアの会、伊万里でも伊万里観光ボランティアの会、また伊藤伝右衛門

の飯塚でも筑豊飯塚新規養成講座とか、講座を設けてこのボランティアのガイドの養成を自治体

が図っております。築上町の今の状況はどんなふうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  ボランティアの養成はまだやってませんけど、今築上町郷土誌会、会が

築城支部、椎田支部とあります。４月から完全に一本化して支部がなくなると、ここのメンバー

の皆さんが、要請すれば案内をしていただけると、こういう形になっております。しかし、あと

いろんな観光面をすれば、それぞれの皆さんに正式なボランティアの会というのをつくっていた

だくことも肝要かなと、このように考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  それでは、早めにそういうふうに。もう来年が４月には旧蔵内邸

もそうですけど、もう築上町にはいっぱい名所旧跡があります。これを１日も早く、専門のボラ

ンティアガイドを養成して町外の人たちに築上町の良さを知ってもらい、どんどん受け入れ体制

ができるように進めていってもらいたいと思います。 

 担当課長、ちょっと一言お願いします。 

○議長（田村 兼光君）  教育課、田原君。 

○生涯学習課長（田原 泰之君）  生涯学習課の田原です。 

 先ほど町長の報告に追加したいと思います。案内人の現状でございますけども、文化財や文化

の案内依頼等があった場合は、主に築上町の郷土誌会のほうに依頼しております。生涯学習課か
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ら直接依頼する場合や、依頼団体に郷土誌会を紹介したり、また団体同士で相互に連携する場合

等があります。 

 案内人の育成については、郷土誌会の実施学習会や町民大学の郷土史の歴史講座等がございま

す。郷土誌会の趣旨から文化財の解説が主で、観光ガイドの解説は少ない、また平成２３年度は

京築アメニティの広域圏でＮＰＯ法人、町外でございますけども、町内のツアーガイド育成研修

が６回行われ、郷土誌会からも１０名程度参加しております。今後、旧蔵内邸の一般公開も控え

て、観光部門と文化財部門が連携した総合的なガイド、ふるさと案内人の組織化、さらなる研修

会とか学習会をして推進していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  積極的に取り組みをお願いします。この項は終わります。 

 ４番目に入ります。各種滞納金の収納対策を滞納整理課を設置して進めませんか。各課の職員

は前年度分の徴収に追われて、過年度分は滞りがちです。滞納金の減少対策として取り組んでも

らいたいということで、質問しました。 

 ２２年度の決算書より抜粋したわけでございますけど、滞納繰越金が国保税、国民健康保険で

すね。２億８,２９０万程度。それから町税、町民税等、町民税が１億、それから固定資産税が

１億５,０００万、それから軽自動車税９５０万、それから椎田駅前活性化云々かんぬん資金で

すね、これが今１,２００万。住宅新築資金、これもずっと、ことしの２３年度の３月３１日で

もっておられるそうですけど、これが滞納金として上がってるのが５億３,５００万。それから

町営住宅の家賃です。家賃の滞納分が１億６,４００万と、合計１１億近くが今現在あります。 

 その中で、例えば町営住宅家賃の徴収状況については、現年度分が合併５年度を見ますと、平

成１８年度には７７.２％、１９年度には７９.９％、２０年度には８０.５％、２１年度には

８２.１％、２２年度には、昨年度は８５.９％と職員の努力で毎年高くなってきております。現

年度分につきましては。それが滞納分につきましては徴収率が逆に下がってきております。これ

を見てみましても、どの課の職員も日常の業務活動や、現年度分の徴収対策に追われているのが

現状と思います。 

 また、昨年度には不納欠損額も生じてきております。このような状況を改善するためには、現

年度分と過年度分の滞納金の徴収を切り離して取り組むことや、課を横断的にそれぞれの内容を

集積して、１カ所に集めて、滞納徴収整理課等の専任の職員等で対応する部署を設けて取り組む

ことが必要と思います。この膨大な滞納金の徴収対策を町長はどういうふうに考えていますか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  質問の趣旨は、同じところで全部収納しなさいという質問だろうと思い
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ますけれど、私はちょっと違います。というのが、それぞれの部署で法律によって取る、いわゆ

る料金が違うんです。いわゆる税金は地方税法、国税徴収法という法律に基づいて、これは徴収

は国税徴収法、準用いたしますんで、法的にこれは差し押さえまで裁判所の許可を貰わなくて差

し押さえができる、そして競売もできると、こういう制度で非常に強い法律でございます。 

 片や先ほど言った住宅家賃、それから水道料、それから住宅改修資金、これは民法による形で

しか収納はできません。そういう形の中でやっぱりそれぞれの担当課が責任を持ってやると。こ

れが私はそうしたほうがいいということで、今般も水道にあっては、いわゆる滞納者に対して

３カ月以上は滞納した水道利用者に対しては、元栓止めるということを既に私が就任したらすぐ

始めまして、そして合併しても築城のほうですぐそれを実施して、相当今収納率が上がっており

ます。ほとんど滞納がない状況に水道はなってきておるところでございます。若干あるのは２カ

月未満の形のものが現年度では出てきておる。過去の分はやっぱり、なかなか払いづらいと。い

わゆる生活ぎりぎりの生活の人が多いんです、滞納者には。そういう形の中で、なかなかやっぱ

り払いづらい。だから、現年度分払ってもらって、滞納分は少しずつ片付けてもらうという、そ

ういう方針でいっております。 

 それから、住宅改修資金の場合は、一応ほぼ現年度分終わりました。これからはもう全部滞納

になってくるというようなことで、全部督促状を保証人には出しました。そしたら、２,０００万

今年度入ってまいりましたんで、まあまあいい出来ではなかったかなと、このように考えておる

ところでございまして、基本的には私はそれぞれのやっぱり責任分野の担当課で収納していくと

いうのが一番ベターではなかろうかなと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  町長の言うこともわからんではありませんけど、実績として、合

併からこっちの実績としてだんだん滞納金がふえてるっていうことは、これは実績です。これは

要するに、やっぱ、町長のその考え方は正しいと思うけど、やっぱなおその中、例えば今滞納整

理、同じ課の中で滞納整理する職員が足りんということも現実もあります、日常業務に振り回さ

れて。まして現年度分はどんどん収納が上がって、高くなっていきよるから。それで、町長が今

言いましたように、過去の分まで手が回らんのを、同じ課でも回るように人員配置等を今から考

えて、この実績を少しでも減らすように努力していただきたいと思います。 

 住宅新築資金でも７割以上の方は、全部支払いを完了して、１００％完了しとるんです。あと

残った人がそのくらいの大きな金額が残ってます。それで、払わんでいいちゅうなら、みんなそ

ういうもんがばかを見るようで払いません。それをなくすためにも、やっぱり最善の対策と努力

は怠ってはならないと私は思います。課を一本化するまではせんでも、課の中で今度はこの徴収

率上がるような対策を進めていただきたいと思います。これで、その一言。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  当然、滞納金は収納していかないと、だから時効にならんように地道に

取っていくと、これを常に私は職員に申しておるところでございますし、とにかく時効にならな

いような措置をということで、いわゆる一番難しいのが住宅家賃の収納です。これはもう裁判に

訴えて、いわゆる退去命令までしてもらうという形しかなれんので、なかなかそこまでいけてな

いというのが非常に、ある市町村ではそこまでやってるという状況ございますけど、非常にここ

んとこが、居住、住んでおるのに無理やり追い出すかとか、そういう形になるしやっぱり入れて

もらうような努力をやるというものが大事ではなかろうかなと、このように考えております。水

道は割とうまくいっております。元栓を止めるということで。住宅はそういうことが措置ができ

ないんで、ちょっと困っておると。 

 あと住宅改修資金、それから駅前開発の分、これはもうほとんど、何て言うかよそに逃げたり、

貸せない人に貸したんですね。銀行が貸せないところに町がわざわざ用立てして貸したという事

実がございますんで、これも何とか時効にならんように、１人だけちゃんと保証人が払っておる

と、こういう状況でございます。 

○議長（田村 兼光君）  有永議員。 

○議員（６番 有永 義正君）  今後とも、町長の収納対策への不退転の決意をお願いしまして、

質問終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  ここで一たん休憩したいと思います。会議の再開は午後３時からといた

します。 

午後２時49分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  次に５番目に、１５番、武道修司議員。武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  順番で行きたいと思います。通告に基づきまして、順番に質問

をしていきたいというふうに思いますんでよろしくお願いをいたします。 

 まず最初に、し尿処理についてということで通告してます。現在、下水道というか、農業集落

排水特定環境保全事業、あと公共事業今からありますが、これから下水道に関しては、処分場で

処理していくというふうな形になると思いますが、汲み取りの分で、旧椎田町は湊、干拓の液肥

センターで処理をしている。旧築城町のし尿を豊前の広域環境施設組合のほうに今搬入してると

いうような状況で、ちょっと変則的な状況が今続いてる。 

 この中で、私もそこの議員でもあるし、町長はそこの副組合長でもあります。その中の協議の
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中で、先月組合議会で当町の負担金が約５,０００万円。前年度から見れば若干負担金が上がっ

ているような状況の中で、将来的にこの形を維持していくのかどうなのか。町として一本化して

いくのかどうなのか。そこの方向性をまずお聞きしたいというふうに思います。今、アグリパー

クで処理している処理量、いろんな人件費等、いろんな費用かかっていると思います。年間に約

どれぐらいの費用がかかっているのかも合わせてお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（田村 兼光君）  環境課、永野課長。 

○環境課長（永野 隆信君）  環境課の永野です。 

 経費の分についてのみ、私のほうからお答えしたいと思います。液肥の管理のほうと散布分も

合わせまして、毎年３,７００万円程度かかっております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  経費はそういうことで、非常に旧椎田の分が安く、これは散布までして

ですから非常に安上がりです。というのが、メンテがほとんど金がいらないし、人件費がいらな

いという形になりますので。さりとて、質問の分どうするかという形になれば、もうすぐあそこ

も更新の時期に来ております。そのときには、僕はもう離脱してもいいんじゃないかなと思って

おります。そして新たに発酵槽をつくって、もし築城のほうが使うという形になれば、どっか築

城のほうの今の処理場ございますよね、国有地。あそこあたりに１つつくってもいいかなと。そ

して、もう両町を使うという形になる、農家、椎田足りないんです。だからそういう形では安上

がりになると、これこそやっぱこれは効率性のほうが、学校とか子供の関係とか何とかで言やあ、

ちょっと学校でも僕は１０人未満にならないと統廃合しないとか、そういう方針でおりますけど、

これやっぱり心があるんで、だからし尿についてはこれはもう効率性を求めたほうがいいし、金

の安いほうがいいと。そして農家もこれで肥料代潤うという形になれば、一挙三得ぐらいあるん

じゃないかなと思っておりますんで、更新の時期がくればやめてもやぶさかではないと。ただし、

今は施設をつくっておるんで、当初は７,０００万ぐらい払っておったんで、若干、償還が済ん

できたというようなこともあって今５,０００万ぐらいになってきたと。それでもやっぱ高いん

です。だから今築城の分搬入しとるときに椎田の液肥が足りないときは、１割は持っていかない

よと、そういうお話は向こうの組合のほうにしております。さりとて、全量こっちというわけに

もいかないんで、１割だけはこっちにもらうようにいいかということで話して、後は向こうの施

設もやっぱり運転しなきゃいかんということで、ある程度の量は搬入していかなきゃいかんとい

ことで、今の施設がある以上は築城の分はあそこに持っていかざるを得ないと、こういう状況で

す。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 
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○議員（１５番 武道 修司君）  今の状況で考えると、今町長言うように液肥をもうやめるとい

うわけにはいかないだろうと。液肥を続けるためにはそれなりのし尿を入れないといけないと。

今先ほど工業用水等の、農排のお話をしましたが、今後し尿でその処理場に持っていく数量が、

これかなり減ってくるだろうと思います。減ってきた段階で、今の液肥の確保がまずできないと

いうふうなことも発生してくるだろうと思う。そのタイミングがこれ一番難しいところかなとい

うふうに思うんですが、更新時期で、今豊前の広域環境施設組合のほうもそろそろというような

話も出てます。町長とすればどのタイミング、何年ぐらいを目途にそういうような方向転換を出

したいのかをお聞きしたい。なぜこれを聞くかというと、議会のほうから３名の議員が出ていっ

てます。町の考え方と議員の方向性と、これまるっきり違うような方向になると、組合議会の中

でも方向がまるっきり違うような話になってしまいますんで、そこの考え方をしっかり、我々も

聞いた上で対応していかないと、うまくいかないんではないかなということがあって、町長のそ

こら辺の考え方をしっかりお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  椎田自前でやりだす前、ちょうど建物の更新の話が出まして、そこで脱

退したと。さりとて、椎田脱退して非常にやっぱり苦労しました、これ。だけども今これ定着し

ておるんです。向こうの話で決まれば、すぐにでも増設は僕はできるというふうに考えて、１年

あればたぶん、発酵槽をふやして貯留槽をつくっていくという形になりますけど、そしてあと農

家使ってもらおうという、このあかしができておりますんで、今でも足りないぐらいという形。

そしてだんだんこの液肥が下水道のほうにいって少なくなれば、もう築城の分もこっちに入れる

ような状況になるんじゃないかということも考えられますし、非常にその、もしこっちで賄いき

れなければ、新たな１つのそういう浄化槽をつくっていくという形は必要だろうと思いますけど、

発酵槽ですか。 

 そして、後は、またもう今牛がほとんどいなくなったんだけど、牛の分も築城のほうは肥育農

家、酪農家おりますんで、酪農のほうがいなくなったんか。肥育農家だけですか、そういうとこ

ろも受け持ってやっていったらどうかなと思っておりますし、今旧椎田の１件だけ酪農がござい

ますけども、この分は堆肥のほうに今持っていってますんで、そういう状況で処理ができれば肥

料化ということで有益になるんじゃないかなと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  どの時期でというのは、なかなか難しいと思います。やはりこ

れは町として足並みをそろえてやらないといけないという問題が出てくると思いますんで、議会

のほうにも十分相談の上、対応を進めていっていただきたいというふうに思います。 

 それでは次に、ごみ処理についてということで、２月に大牟田のＲＤＦの発電所の視察にいっ
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てきました。この中で一番我々の心配してるのが、そのＲＤＦ、固形化燃料の処分をどうしてい

くのかということが、今までずっと懸念をされてきたわけでございます。その中でＲＤＦ自体を、

今後町としてどういうふうな方向性で処分をしていくということを考えられているのか。現状を

継続するのかどうなのか。今、うわさで聞くと、ほかのところというかほかの業者もＲＤＦをと

いうふうな話もちらほらあるというふうな噂も聞いております。これ事実かどうかも含めて、回

答をお願いしたいというふうに思います。（発言する者あり）の話。だけそのＲＤＦがほしいち

ゅう。このような噂がある。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  このＲＤＦ、非常に最初はいい話で、つくった燃料トン１,０００円で

買ってもらえるとか、そういうお話でつくっていったけど、なかなかそうはいかない。逆に月に

なんぼだったか、３００万ほど処理料を取られておった。それがだんだん上がりに上がって、年

間に１億、１億じゃない、なんぼだったか、トンが１万６,０００円だから６,６００万ぐらい。

そして、そのときに塩素濃度が高いときはトン３万とられて、北海道まで持っていった状況があ

るんです。このときは一番非常に高い金を払ったり、それでこれは何とかせにゃいかんというこ

とで、大牟田のほうに話を、県の仲介ございましたけど、県のほうに頼んで、今９,５００円で

トン取ってもらっております。そして、この大牟田も発電所をもう廃止しようかという話もでて

きております、実際。しかし、非常に大牟田の加盟組合のほうは、今９,５００円で入れてない

んです。築上町だけオブザーバーという形で、９,５００円でなければもうやめようかという話

をちょっとしたら、９,５００円でいいというふうなことで、加盟組合はたしか１万２,２００円

出しておるというふうなことで、非常に、要するに加盟した組合より安くうちのほうが引き取っ

てもらって。しかし、これも年限いつきられるかわかりません、実際。もういらないよとか、そ

れから発電所やめるよという状況になったとき。そういう形の中で、これ前取っておった宇部セ

メントが９,５００円でもいいよと言うけど、一たん１万６,０００円でだめだと言ったところを

９,５００円で一緒というわけにはいかないから、今のところお断りをしておるということで、

これが大牟田がだめになった場合どうするかという形になれば、今度は宇部に取ってくれていっ

たらまたちょっと高い金言うてくるんじゃないかな思うし、そこのところ非常に。 

 あと自前で発電をするという、これも非常にだれかの質問に出ておりましたけど、これもちょ

っと検討の値もあるんじゃないかなと思いますけど、あと灰の処分がまた困るんです。灰をどう

するかということで、灰の処分場がないということで非常に苦慮するわけでございますけども、

今の施設がもつ間は何とかもたせて、新たな方策も必要かなと、このように考えておるところで

ございます。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 
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○議員（１５番 武道 修司君）  建設当時、平成１２年ですか、から約３,１５０万円ぐらいの

費用が処分場でかかっていたと。平成１６年、１７年ぐらいですか、ピークが６,６００万円ぐ

らいかかって、現在約３,３００万円の費用で処分ができているということで、一時ピークの半

分というのが現状で、先般視察にいったときに、今町長がいったように組合員のほうが高い、町

長の準組合員という扱いで据え置きということで進んでいってる。だから同じ大牟田の発電所を

使うにしても、うちの町自体のＲＤＦは有利に処理をしていただいている。当町で発電所をとい

うふうな町長も話がありましたが、私も当初はそういうふうにしたほうがいいんではないかとい

うふうな思いもあったというか、考えもちょっとあったんですが、先般いって思った以上にやは

り経費が、発電所をつくるとなれば経費もかかる、維持費もかかる。灰の処分にしても、今大牟

田発電所が年間に約９億かけて宇部セメントのほうに引き取ってもらってるというふうな状況で、

結果的にその灰の処分で費用がかかるということを考えると、このまま大牟田のほうに参加しと

くほうが、私は得策ではないかなというふうに考えるというか、実際視察にいってそんな感じが

したとこでございます。 

 大牟田で将来的に、話を聞くと基本１４年にこの施設ができて、１５年間を目標にというか、

大体１５年間の施設ということで、償還とかそういうのも終わってやるということで、平成

２９年までが基本的な施設の老朽っていうか、耐久年数というか、というのになってるみたいで

す。ただ現実は、２９年以降もある程度のメンテナンスで対応できていくだろうということで、

まず２９年で終わることはまずないだろうということがこの前の視察で分かったとこです。この

間ですね、今から多分組合員になってもらえないか、そういうふうな話も多々出てくるんではな

いかというふうに思うんですが、そのときに組合員になるという方向を出すのか出さないのか。

それと、ほかの処分方法、今宇部セメントの話もありましたが、そういうような処分方法をもっ

と模索していくのかどうなのかをお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今は協議会の中のオブザーバーという形でしか参加させてもらっておら

ない。一切協議会の中では発言がされません。だから意見を求められたときはお願いしますとい

うことで、さりとて、一応３カ年ということで契約してまいりましたけれども、今年が切りかえ

で延長させていただくという話で、先ほど言った料金でということでこっちにとってはありがた

い話でございます。というのも当初燃料が足りなかったという事情もございます。それで築上町

の分を引き受けてやっていこうと、そういう経過もあって、そしてまたあと発電所をやめたとき

どうするかという形になろうかと、新たなつくるときに出資をしてくれという話になるんで、今

のままの分は出資はないでオブザーバーという形でいかしていただけると思うんだけれども、も

う余り過ぎたということで受け入れできないよと、断られるときもあろうかと思います、実際組
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合員じゃないから。そこんときどうするかということで、そうすればまた高い金を出して、今で

あれば宇部セメントが９,５００円という値段も出てきてますけれど、同じ価格でというふうな

話もあってましたけれども、お断りしたわけです。もう大牟田のほうに出しましたんでというこ

とで。宇部のほうはお断りをさせていただき。あと今度また宇部にお願いしたら少しやっぱり高

い金になってくるんじゃなかろうかなと思いますけれど、今の現状の価格であれば大牟田のほう

でお世話になるという形になろうかと思います。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  大牟田の方も、現状まだ余力はあると。今ごみの減量化、人口

も減ってるというのもあるだろうし、各家庭というかごみの減量化に努めてるというふうな状況

もあります。その中で大牟田のほうが余力があるということでぜひ来てもらいたいというか、入

ったほうが大牟田も有利だと。ずっと常にその機械を回すことできるし、対応も費用的にも向こ

うがそちらのほうより経費がかからないと、どうせ入るならぜひ持ってきてほしいということが

やっぱりあるんだろうと思うんです。今から特にまたごみの減量化等が進んでいけば、なおさら

大牟田にしてみてもそのまま入っていてほしいというふうな方向にはなるんだろうと思うんです。

当町としても、その施設がある限りはそのような方向がいいかもわからないんですが、今もしそ

の施設がなくなったら、宇部セメントにもしかしたら頼まないといけない事態が出てくるかもし

れない。そのためにも、今ごみの減量化というのを、町の方で町ぐるみというか、住民の人たち

に理解してもらってやらないといけないんではないかなと思うんです。当然、このＲＤＦが少な

くなれば、この大牟田に払うごみ処理料も減ってくる。そういうふうなことで、住民にやはり理

解を求めてやっていかないといけないということでしょうが、現在その状況がまだはっきりと住

民には伝わっていないというのが現状だろうと思うんです。 

 その中で、町長が去年、おととしぐらいから言われてるんですが、生ごみを液肥化と。この方

向を本当に打ち出すのかどうなのか。１２月の議会ですか、工藤議員の中で質問があったら、湊

のほうにお願いしたいみたいな話もちらっと言ってましたけど、行き当たりばったりな話ではな

くて、本当にこの減量化に努める方向性を出すつもりがあるのかないのかをお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本は、これはもうずっと前から、何代も環境課の課長の前から早くや

んなさいということでしたけど、やっぱなかなかネックあったんでしょう、なかなかできないと

いう。今の課長になって何とかやろうということで、そしたら壱岐のほうで、この同じ方式のし

尿処理をしとる。この中に新たな形で生ごみを投入していこうという施設ができるということで、

これを見てやったほうが無難かなというふうなことで、壱岐のほうの、今年度つくるというふう
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になってます、壱岐が。だからこれを見て、あとうちの町で採用したほうが無難かなと思って、

そういう形で。あとはもう収集体制を持ち込めば、肥料として使うのは農家どんどん使ってもら

えますんで大丈夫。壱岐のほうも、し尿処理も私ども壱岐のほうで参考にしたわけでございます。

壱岐の芦辺とか２町ございましたけど、そこを参考にし尿の今の液肥化をした経過もございます

し、壱岐をちょっと見本にしながらやっていこうということで、もし必要なら議員さんも一緒に

壱岐のほうに見学にいっていただきながら、理解をしていただければありがたいなと思っており

ます。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  ごみの減量化ということで、減量化がすればその費用負担も町

は減ってくる。先ほどのし尿処理の問題でも液肥化の量が減ってくるんではないかといういろん

な問題点、そういうのも合わせて対応ができていくんではないかなというふうに思います。やは

りこういうふうなサイクルをしっかり考えて、一カ所一カ所で対応ということではなくて、循環

型と言えば循環型になるんでしょうけど、そういうような形でしっかりと方向性を出して、築上

町の負担金が減るように、また住民の負担が減るように、努力していっていただきたいというふ

うに思います。 

 続いて、太陽光の発電、太陽光発電についてお聞きしたいと思います。現在、いろんな太陽光

のメガソーラーの話があります。昨年の１１月に議会のほうも淡路市の１キロワットのメガソー

ラーの発電所。２月に大牟田の３キロワットの発電所を見にいきました。嘉麻市やあと長崎のほ

うも今やってるんですかね。きょうの新聞ですが、ＪＲ九州がメガソーラーに取り組むというこ

とで、流れとしてソーラー発電というふうな流れが進んできてます。町も昨年から各家庭の補助

金ということで、今年度は８００万の予算やったですか、がつくようになってます。結果的にク

リーンな発電、エネルギーということにはなるんだろうと思うんです。東日本の震災以降、原子

力が危ないっていうことで、原子力発電所がほとんどとまっている状態で、やはり火力発電所か

なということで各電力会社が火力発電所重視でやってきた。ところが、３月の頭ですか、小倉の

火力発電所が蒸気タービン異常停止によって止まったと。これは原因不明という。何が原因なの

かわからなくタービンが止まったという事故があります。きのう、おとといですか、７日、豊前

の発電所で重油の流出があったということで、結局このことを考えると火力発電所が安全で環境

にいいという話にはならないんだろうと思う。環境汚染等いろんな問題がやっぱり出てくる。そ

ういう中で、やはりクリーンな環境問題にも優しいというか、環境に優しい太陽光発電というふ

うなことがこれから主流になっていく。町において、メガソーラーまではいかないと思いますが、

いろんな面で財布の中で太陽光発電というものはやっていかないといけないと思うんです。実際、

今築城のほうに今度つくるコミュニティセンターの屋根にも太陽光をつけるということが話があ
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りましたが、ほかに町において、各家庭の補助金と別に太陽光に対してこういうことをやってい

きたいとか、こういうことを計画してるとかいうものがあれば教えていただきたいというふうに

思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今のところは、いわゆるコミュニティセンター、町の建物はこれだけで

ございます。そしてあと、学供ですか、西八田学供、これは防衛省から補助をいただいて、この

前改修のときにソーラーを付けた学供ということで、学供あたりがすべて申請すれば、つけば私

はしたほうが電気代の節約になるという形になろうし、それからあと町のいろんな建物を建てか

えるとき、これはもう必ずソーラーをやるべきだろうと、このように考えておりますし、午前中

は庁舎の話とか中学校の話とかいろいろございましたが、そういうときは必ずやっぱりソーラー

を付けるべきであろうと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  今、町長は新しいものはという話ありましたが、新しいもの以

外でその考えというか、そういうような計画とか、こういうふうにしたらどうやろかとかいう、

まだ全然考えはないんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  これは町民の方の提案で、干拓堤防の斜面に全部並べたらどうかとか、

そんな提案があったけど、これはまた県の話もあるし、それからあと町有地、ここには町が直接

設置してというよりも、やるところがあれば、発電する会社、もし九電なら九電がやりたいとい

う形になれば町有地を貸与しながらやっていくという方法はこれはやぶさかではないと。例えば

有安の昔のごみの埋め立て地がございますよね。ああいうところはやっぱり、今あの土地につい

て所有権をするように財政課のほうで頑張っております。ああいうところやっぱり、そういう友

好的なものにしていったらいいと思いますし、できればそういう有効利用をやっていくという形

は、私の胸の中にあるけれどもなかなかまだ補助金とかそういうものがつかなきゃどうしようも

ならんしですね、一応補助採択をやるような環境下をつくっていかなきゃいかんだろうと、この

ように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  今、町長がそういうふうなお話をしましたが、私ちょっと、ま

だ町長のところまでというか、町の中で正式に決まってないからそういうふうな話しかなってな

いんかと思いますが、いろんなところで町の施設に付けたらという話が出てきてる、噂っていう

か話を聞いてます。なるべく、住民に補助金を出すということは、基本的に住民に太陽光発電を

推進してるという、補助金出すということはそういうことですから。そしたら、町のほうがしっ
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かりとそれに対して取り組みをするという姿勢をしないといけないと思うんです。住民にはしな

さい、町はしませんというわけにはいかないと思う。だからしっかり、今ある施設であっても計

画を立てて、古い建物に付けるというのはちょっと問題があると思うんですが、まあまあ新しい

施設に対しては、今からでもやっぱり太陽光を付けるなり、国の補助金があればその補助金をど

んどんひっぱってくるなり、どんどんやっぱり努力するべきだろうし、町有地であればいろんな

まだ施設があります。焼却場なり、今回表彰を受ける火葬場の付近とか、いろんなところはある

と思うんです。だからそういうのも踏まえて、やはり計画をしっかり立てて住民のほうに、太陽

光を推進する以上、町も見本となってやっていっていただきたいと。またメタセの近くも国有地

もあります。その国有地を国から借りて、メガソーラー発電の取り組みをするとか、いろんなこ

とは考えられると思うんです。とにかく、いろんな方向を出していただきたいなというふうに思

います。 

 最後の質問に入ります。今回、教育長が長年、教育長という職で努力されましたことに対しま

して敬意を表すとともに、いままでの御苦労に対して感謝申し上げたいと思います。ただ、まだ

日にちがありますんで最後まで頑張っていただきたいというふうに思います。 

 本会議場で質問するのが、これは最後になるんでないかというふうに思いますが、よろしくお

願いをいたします。また、あと委員会等ありますんでどうぞよろしくお願いいたします。 

 新学期からの体制で、きょう冒頭に中島議員のほうから、柔道のというか、新学習指導要領の

ことの質問がありました。この問題で、今の中学生、イメージとすれば柔道というとやっぱ男性

のイメージ。今男女差別問題がどうこうといういろんな問題ありますけど、これ女子、女の子も

柔道だといったときに、指導の中で先生が男性ばっかりの先生で指導されるのか、それとも女性

の先生がつくのかどうなのか。それと、男女一緒にこの柔道を混ざってやっていくのか。ここは

年頃というか、中学生にもなるといろんな問題が出てくると思います。そういう点も踏まえてそ

ういうふうな指導計画、きょう午前中の質問全部ありましたけど、冬場にというふうな話もあり

ました。時期的に、どういうふうな時期にどういうふうな形でこの１年間、本年度、平成２４年

度をやっていく計画を立てているのか。それと１年生ということで言われてましたが、２年生、

３年生に対してはその柔道の指導はどうするのかをお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（田村 兼光君）  教育課、田中君。 

○学校教育課長（田中  哲君）  学校教育課、田中です。 

 まず授業のやり方ですけども、両中学校で体制が若干ちょっと違うというとこです。まず、先

生は体育の教師ということで、それぞれの学校で２名ずつ。それにあとやはり柔道という危険な

ところもありますということでありまして、地域の指導者、これ柔道の有段者、ということで、

この指導者の交代、交代っていいますか、指導者は常に入りますが、教員が交代というところも
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ありますが、常に教員１名、そして地域の指導者１名と、２名体制で授業を行うということです。 

 やり方としまして、築城中学については男女別で１つの柔道のコートで男女別で行っていくと

いうことです。築城のほうの教員の１人は、女性の教員だということで聞いております。 

 それから、椎田中学のほうにつきましても、これは体育の２名ですけども、１人は男性ですが

１人はちょっと女性かどうかちょっと確認は取れてませんが、２人体制にプラス指導員１名とい

う体制になります。これの授業のやり方についても男女別であろうとは思いますが、男女同時授

業ということで、ときには同時にやっていく可能性もありますが、築城のやり方とは若干違うか

もわかりませんが、そのようなことを聞いております。 

 それから時期的なことですが、前半に言いましたように、道着を町で買い与えたものを学校に

備え付けています。この道着は持ち回り的になります。それで、１年間使ったら、あとクリーニ

ングをして、また次の者へバトンタッチしていくというやり方ですが、使い方は後半に、汗のか

かない時期に、そしてなおかつ道着の下にはジャージです。ですから、個人の所有のジャージの

上に道着を来て柔道をやっていくということで、できるだけ柔道着の汗を、汚れないという時期

を選んでやっていく予定にしてるようです。 

 それから、あともう一点、中学校の１、２年が男子女子は必修ということで、あと３年につい

ては自由選択という形になっております。同様にダンスも１、２年の男女が必須という形でなっ

ております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  ３年生は選択というんで、やるのかやらないのかの方向は出て

るんですか。 

○議長（田村 兼光君）  教育課、田中君。 

○学校教育課長（田中  哲君）  ３年生はやらないということです。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  特に、先ほどからちょっと話してる男性女性のちょっと問題で、

やはり一番危惧するのが、ほかのスポーツはつかみ合うというか、持ち上げあんまりしないんで

す。ボールを通じてとか、バトミントンであればそういうふうなラケットとかテニスもそうです

けど、なかなか直接持ち合うということがない、何ていうんですか、襟首を持ってやるとか。柔

道の場合は基本的に、これつかみ合う。特に中学生となると、年ごろになりますんで、このつか

み合うというところの、この指導というのがすごく難しいところではあるんではないかなという

ふうに思うんです。その点の注意というか、女性の柔道家の方がいて、とりあえずその中学校の

柔道の先生が、中学校の女性の先生が柔道をされてると、この柔道の先生が持ってやるというん
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であればあれですけど、その点と、例えば別々にやるよと言いながら一緒の中で、結果的に男の

子と女の子と一緒においちゃってやるということもそうですし、椎田中学校はどうするかわから

ないということやったんですけど、そういうことはあり得る可能性というのがあるのかないのか。

その点の問題に対してどういうふうな注意点、それからどういうような注意を払ってやっていく

方向なのかを教えていただきたいというふうに思います。 

○議長（田村 兼光君）  神教育長。 

○教育長（神  宗紀君）  確認してるところですと、１年生が１５時間年間柔道の時間あるんで

すけど、１年時はもう受け身に終わるということでございました。２年から、まあ投げ技ですか、

技を教えることもあるということですが、それはまあ次の年度になりますから、その間どういう

指導にしていくのか、そこまでまだ、今、私詰めておりませんので、多分当然そこのところは考

えて、女の子の微妙な時期ですから。そこは考えてくれるというふうに思ってますけど、それは

今後話し合っていきたいと思ってます。 

○議長（田村 兼光君）  武道議員。 

○議員（１５番 武道 修司君）  特にほかのスポーツと違って、本当に触れ合いながらやってい

くというスポーツになりますんで、特にそういう点を十分注意していただきたいということと、

指導者が一生懸命指導してるのに、結果的にそれが変な方向で、セクハラやないけど、セクハラ

やないかとか保護者の方から苦情がきたりとか、そういうようなことの恐れがやっぱあるんだろ

うと思うんです。一生懸命やればやるほど、そういうようなリスクも抱えてきますんで、当然子

供たちを守るというのも当然ですが、指導者のほうにも指導者を守るというか、そういう観点も

十分注意しながら、この方向を出していただきたい。また、特にこの冬からというのがメインに

なってくると思うんですけど、その前の準備段階としても、十分そういうような話し合いをしな

がら、注意を払ってやっていっていただきたいなというふうに思います。 

 以上で終わります。 

○議長（田村 兼光君）  お疲れさまでした。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  次に６番目に、９番、塩田文男議員。塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  通告に基づきまして、質問入らせていただきたいと思います。 

 築上町の電算についてということで、電算についてはもう過去、いろんな高いだ安いだといろ

んな議論をさせてもらいました。しかしながら、よく調べて、僕も以前少し調べたんですけども、

若干高いのもあれば過去安いのも少しあったということで、ただ比較する材料がないということ

で、かなり業者のほうのお名前を出してでも話をしたわけですけども、そういう業者の話はさて

おいて、そこのところについてはあんまり議論できないので。 
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 先日から総務課長が、１市２町だったかと思いますけど、広域的に電算を１つにまとめようと

いう話をずっと聞いてきた、まだ職員レベルの話という形だったんですが、その中でその辺をち

ょっとどういうふうに今後考えていくのか、そういうところを調べていくと、過去にいろいろ研

修も行かれたみたいで、その研修に行かれた内容ではどういう形だったという説明もいただきな

がら、統一化に向けてのちょっと簡単な説明をお願いしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 行橋市みやこ町と本町での１市２町の電算の共同化、平成２５年の４月稼働目標に協議を重ね

てまいりました。結論最初に申し上げますと、この２５年４月の稼働というのが不可能になりま

した。そこで、それぞれ業者との現在の契約の関係上、当面それぞれの独自の方向を探ると、独

自でやるということになっております。ただし、この共同化を全部、全面的にあきらめるという

ことではなくて、この共同化の話し合いは引き続き行いながら、当面といいますか、２４年度以

降はそれぞれ独自の道で進むということになっております。 

 まず経緯から申し上げますと、昨年１月に１市２町で事務局レベルの電算共同化に関する検討

準備委員会等の立ち上げ、その後に同年５月に、正式に電算共同化の推進協議会を設置いたしま

して、協議を重ねてまいりました。なぜこの１市２町で共同化の検討を始めたかと申しますと、

この１市２町がそれぞれ同じメーカーのソフトを使っているということで、そのシステムを購入

する場合、同じシステムを買えば当然、割り勘効果が出ると。簡単に言えば３分の１の経費で済

むという考え方のもとに、この１市２町で協議会をつくったところでございます。 

 ただ、その協議を重ねていく中で、１市２町がそれぞれのシステムを購入した後にカスタマイ

ズ、修正をかけてるということで、かなり違ったものになってきております。このカスタマイズ

をどうするかという話をしていく時間が、来年４月のスタートには間に合わないということで、

業者の見積もりを徴収しましたところ、そういう割り勘効果が出ないということと、もう一点、

電算センターの改修費用が９,０００万ほどかかるといったことで、それぞれ現在のシステムよ

りも１市２町でやったほうが割高になるというような試算が出て、今回一たんあきらめようとい

うことになりました。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  研修に行かれて多分よかったから、こういった取り組み会議を重

ねたと思うんですけど、研修の内容をちょっと教えてください。研修では、何ですか、何市何町

やったんですか。そういう内容でこういう効果があったんだと、そこんとこちょっと聞きたいん

で。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 
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○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 研修先は、それぞれ１市２町一緒に研修を行ったということはございません。本町の副町長初

め、関係課長と電算係による研究会を立ち上げてますので、そのメンバーで研修を行ったという

ことでございます。 

 研修先は２カ所です。１カ所は佐賀県の鳥栖市です。こちらのほうは、鳥栖に電算センターが

ありまして、そこに各自治体が保有しておりますサーバーを持ち寄って、そこで共同で管理、運

営をおこなっていると。要は電算センターに関する経費で割り勘効果が出てるということでござ

います。 

 それからもう一カ所粕屋区の３町、宇美町、粕屋町、志免町、この３町が昨年の１０月から、

３町共同のクラウドをやってるということで、ここに視察にいっております。ここはそれぞれ

別々のシステムを使っていたわけですが、３町の話し合いで共同のシステムを購入して、大体

３割から４割の経費が削減できたということを聞いております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  じゃあうちは、同じシステムを使って、１市２町で、それしたら

逆に高くなったという形なんですけども、もう少し詳しく聞きたいんですが、もうこれはやめた

わけですか。ちょっとはっきり聞きたいです。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 一たん、来年４月での共同化をあきらめたといこうことでございます。本町のシステムが、合

併以来６年は過ぎております。本来は５年契約ということでやっておりましたので、ただ共同化

を検討してるということで、現在の契約を暫定的に２年間延長してもらっております。ですがこ

の２年のうちに共同化ができないと、今のシステムは使えないという状況になってまいりますの

で、さっき言いましたように経費が割高になるという関係上、来年４月での稼働を一たんあきら

めて、新たな契約を行いながら、そのまたそれ以後、１市２町で共同化の話を引き続き続けてい

くということになっております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  わかりました。この話を持ちかけたのは本町になるわけですか。

どこからこの話がふいて湧いたんでしょう。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  職員レベルでは、行橋市のほうから本町に一緒にやらないかという

持ちかけがあり、みやこ町さんのほうにお声かけをして１市２町で始まりましたが、首長レベル
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では新川町長のほうからお声掛けをされたものと思います。 

 それから、苅田町さんがオブザーバーとして参加しておりまして、今後はまた一緒にやりたい

ということをお聞きしておりますので、１市２町がやるときには恐らく１市３町になっていると

いう点も言っておきます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  町長そう睨まんでくださいよ。 

 町長にお尋ねします。佐賀県粕屋、沖縄も聞いたような話を聞いたんですけど、要するに１市

２町のレベルじゃないんですよね、こういう形でソフト組んでやろうとしたら。もっと広域にや

るべきではないかなと。 

 以前、クラウドとか言ってましたか、そういうやり方で、やはり県とかそういった広範囲で、

１市２町じゃなくて例えば豊前市も含めようとか、それでもまだ小さい範囲じゃないかと思うん

です。確かに電算いろいろお金かかっても、町長に話聞きます。これ、こういう形で進めていく

の、それとも今光をやっていこうという中で、光も将来、ここ１、２年の間にできるでしょうか

ら。例えば福岡市とか、これ九州、全国でですか、九州で初めてですかね。今度コンビニで住民

票を取れるような施策を出しますよね。後に北九州市もそれも乗ってくると思います。もっとそ

っち側のほうに向けて、電算関係を強化するのがどうかなと思うんです。同じシステムを持って

るからという、県レベルでいけばそこだけでやったって、何の効果ちゅうのは見えないんですけ

ども、そういう、だから実際に元をただせば高いか安いかがわからない話から、そういうところ

に頭を突っ込んでるような状況に見えるんですけども、もっと違う方向の話を考えていくお気持

ちはないですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  それは、それはそれに越したことございません。今、住民票がやっぱり

全国レベルでしょ。だからそういう形で、やっぱ県がこういう形でやろうやという話になってこ

んと、だから今行橋市の職員から話があったということで、八並さんと話して、同じシステム、

機械を使ってるところだけでもやろうじゃないかというのが話になったわけで、富士通を使って

るところということでみやこと、そしたら苅田も使ってるということで、じゃあ苅田はちょっと

オブザーバーで入ろうかちゅうような話で、後は僕らはもうその話には１回も入ってないの。職

員レベルでしか入ってないし、それで課長からちょっと難しい問題が出てきたよということで、

そういうことで広範囲にやればそれはやったほうが非常に効率的になるし結構なことだと思うし、

できればそういうふうに、県には、なかなかやっぱりそれぞれの行政でやり方も違うようなとこ

ろがあるし、同じ機械でやれば大体似通ったやり方やっとるということもあるし、だから県が一

斉にこの会社の機械をこうして使うぞ、みんな一緒によーい、どんしたら安いよと、そういう呼
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びかけがあれば全部やる形になるんじゃないかなと思います。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  同じ機械だから組めるという考えも、僕も詳しくわからないんで

すけど、同じ機械だから組めるという、この考えがもともとの間違えと思うんです。住民サービ

スをどこまで許可するか。自動発券機があったのが今はない。やはり、合併してからそれは消え

てしまいました。そういった住民サービスをどこまでいき届かせるかと考えたら、要するにメー

カーが違うからソフトが何とか、僕も詳しいことをいったらわからないんですけども、そこのと

ころは今互換性、恐らくできないことはないと思うんです。それよりももっと、こういう北九州、

福岡からすれば田舎でも、コンビニでこういった形でできる、そういったところを勉強していっ

たほうが、じゃあうちもできるんじゃないかというような考えも検討してもいいんじゃないか。

そういった形の方向を、ちょっと考えていただきたいなと思います。その辺は、あんまりここで

言っても仕方がないんで、次にいきたいと思います。 

 ＳＥの状況という形で、現在ＳＥは使っているということであります。これはまあ高い安いい

ろいろありますけども、ＳＥはどこにいるのか、常駐的におるのか、その辺ちょっと最初にまず

お尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 ＳＥは１名方、築城支所の電算室のほうに常駐しております。ただ、同じＳＥが１名というこ

とではなくて、３名程度のＳＥがローテーションを組んで、平日の８時半から５時まで、原則

１名は常駐しているようにしております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  支所に大体１名常駐でおると。今、総務課長、電算係っていうの

は何名おられるんですか。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  電算係は係長以下３名になります。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  合併したときの電算の検討委員の委員長が、今の副町長で、当時

はＳＥは使わなくて職員にさせるんだという形で、以前の中村総務課長も、ＳＥ非常に難しいと

こですけども、ＳＥを職員にさせていこうと、そう言って４年がたちました。今ＳＥが１人、交

代要員で１人おると。このＳＥのおるところについて、この前質疑でも少し言いましたけども、

これ間違ってたら申しわけないですけど、敬老会の祝い金のシステムもそのＳＥに頼んでお金が
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発生してくるんじゃないかと思っておるんです。要するに委託料っていうのは、そういったとこ

ろから発生しておるんじゃないかと。今３名の職員、電算係の方なんですけど、その３名の方は

電算係といえば本庁にいて何をされてるんですか。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 本庁に３名の職員がおりますが、３名が常時本庁にずっといるということではなくて、支所の

電算室等を行ったり来たりということもあります。町のホームページは職員が基本的に管理して

やっておりますので、ホームページの管理、それからＳＥに頼まなくてできるようなトラブルへ

の、システムトラブルへの対応、あるいは各課からいろんなシステムの訂正依頼がありますが、

そういったものへの対応そういったものを本庁でやる、あるいは本庁でできないときには支所の

ほうでやっております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  今、ホームページで職員ができるとこ、これたしかホームページ

も更新何とか委託料で３０万から４０万ぐらいの間、毎年出てると思うんです。明確に総務課長

お答えして欲しいんですが。 

 電算係は総務課長のところの部下ですから、どういった指示出してるんですか。そこを今はっ

きりと具体的に教えてください。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課、吉留です。 

 済いません、指示というのは職員に対して私がどんな指示を出してるかということですか。 

 電算係の職員に私がこういった仕事しろ、ああいった仕事をしなさいという具体的な指示は出

しません。あくまでも各課からの依頼書に応じて電算係の職員がそれに対応していく。あるいは、

もちろんそれは私の課長決裁経たのちのことですが、それからいろんな情報系の端末、機械系の

端末の初期のトラブル、こういった対応に各課からの要請に職員が応じていってるということで

ございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  それでは、その過去言われた、ＳＥを職員にさせるという形で、

この３名の方はその中のさせられる職員だと思ってたんですけども、それは指示出さないわけで

すか。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 現在、ＳＥがやってる仕事を町の職員がやるというのは、これできません。ていうのは、以前
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にもお話ししたかと思いますが、基本的なシステムの重要な部分を業者が解放してるわけではあ

りませんので、職員がやろうとしてもできませんので、職員ができないエラーやシステム改修を

常駐のＳＥに依頼してやってもらってるということです。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  今できないということなんですが、副町長にもお尋ねしたいと思

います。ＳＥは職員にさせるということはなかなかできないということも過去の答弁にもありま

した。はっきり言っていただきたいんですけども、今電算の職員の方ですか、仕事してないとは

言いませんけども、私が見る限り電算の仕事してるように見えないんで。なぜ指示出したかって

いうと、総務課長の机の前に電算係があるんで、私が直接指示出しませんっていったらだれが出

すのか。その３名の方は日ごろ何をされてるのかなと。対象のトラブルとかホームページはある

でしょうけども、３名が３６５日出勤率の中で、そういう仕事がほぼ毎日あってるとも思えない

んで。実際見ると全然違う仕事をしているように見えます。 

 ＳＥの教育、ＳＥをじゃあどうするのか。すべてやっぱりＳＥ、ＳＥっていうか業者任せです

ね。専門家にまかせる。それも今の現状なんでしょうけど、はっきりどういう形でせんといかん

と、その３名はどういうふうにしている、３名の方が悪いというんじゃないですよ。ただ私が見

る限り、電算の仕事してない、総務課の仕事してるようとしか見えないんです。じゃあ、そこん

ところどうなっているのか。ちょっと、あまり長くこれ言いたくないんですけど、答えください。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  職員３名のうち１名は、昔電算会社におった職員で、十分何て言いま

すかね、ＳＥに近い仕事というか、要するにメーカーの中の肝心な部分は見えんかも知らんけど、

前電算の会社におったからそれなりのことはわかるということです。それで、あとの２名、係長

と女子職員ですけど、それについては今事務トラブルのないように各課の調整、そして支所の電

算室の職員といってこういう法とか、手続の改正があった場合、こういう形で改正してほしいと

か。そういう部分の仕事はしております。それは朝から晩まで電算室に入ってということじゃご

ざいませんけども、普通、何ていいますかね、研究開発、ぼおっとしたということじゃありませ

ん、あくまでも、業務のトラブル内容に事務がスムーズにいくような形での業務、そしてプラス、

ホームページ。各課から原稿、写真等が依頼あった場合に、そういう修正をかけていく。あと県

とか警察等の文書があろうかと思いますけども、そういう仕事はしております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  業務内容はわかるんですが、実際にはそうはされてないような気

がいたします。気がいたしますというかされてないと思います。トラブルがそんなにあるのかな
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と、電算に。まだ買って５年たつぐらいの品物ですけども、ようするに、例えば敬老祝金５万幾

ら出るわけですけども、そういったのを庁舎内職員で、僕は十分できるんじゃないかと。なぜ何

歳以上仕分けるのに委託しないといけないのかなと。そこが、どうしてもその方に頼まないとい

けないのかなと、そういったところを変えて、今の電算でも恐らくやってないです。こういうと

ころを見ると、じゃあ電算係は必要なのかという形になるんで、ここはおい追ってまた質問して

いきたいんですが、町長言われるように、今度課をふやすという形のところも、僕はこういうと

ころが見えてないところがあって、それでふやすのはどうかなと。一つ一つそういうふうに感じ

ます。 

 ＳＥの教育を、要するに専門の方ですよね。特別にえらいわけではありません。慣れればでき

ないこともないんでしょうけど、そういったところに職員がちゃんとできるのか、それとも業者

の縄張りなのか、そこのとこだけちょっと最後質問したいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  総務課、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  総務課の吉留です。 

 町の職員がつくったシステムであれば、当然その後のシステム改修やトラブルには職員が全面

的に対応できますけども、業者がつくったシステムの使用権を払って使っていってるということ

でございますので、肝心の真ん中の大事な部分は業者は開示しませんので、そのシステムの全容

が職員には見えませんので、大きな改修だとかいうのは職員ができません。それはもう、そこの

システムをつくったところのＳＥでないと対応できません。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  副町長ですけど、いつも見解が違うんですけど、ＳＥが税のことから

子ども手当から福祉の身障の業務から、すべて業務を把握してそのシステムを改修っていうのは、

システムさん、エンジニアさんですか、それは法の改正の中ですべてこなせるとかじゃなくて、

そこは例えばこども手当の、職員がああしてこうしてくれっていう中で、ＳＥと職員、それと電

算係がやっぱ事務を、事務というか改正をして、新しい法というか事務の中で業務をこなしてい

くっていうことで、ＳＥさんがおるから全部をするっていうことじゃないかと思う。そこはちょ

っと見解っていいますか、が違うんじゃなかろうかなと思っとる。塩田議員さんはＳＥさんがお

れば、法律がぱあっと、国から来た改正通知でぽっと１枚あればＳＥさんがすべてこなせるって

いうような感じの意見じゃなかろうかなと思っておりますが、そこは１人のひとがすべてできな

いんじゃなかろうかなと思っております。そういう形ができれば、うちの職員、電算からきた職

員がすべてできるんですけど、やはりなかなか今言ったようにその職員が富士通かどうかわかり

ませんけど、その中の開示しない部分が見えないからできないという形で、そういうことだと思
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いますけど。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  見解違うと言われたんで、じゃあちょっとわかりやすく、これ説

明します。調べていただきたいと思います。 

 合併当時の電算検討委員会で、プロポーザルやって１社に決まりました。そのときのＳＥとい

えば、１年間ＳＥが付くと。２年目からＳＥ計画入ってなかったはずなんです。他社のほうは、

ずっとＳＥがこっち入ってる。そこが、全く僕は最初からぶれてないちゅうかわかってないんじ

ゃないんです。ただ、今そこの部分は入れない、新しいソフトが入る分は別です。そこで、２年

目からＳＥがいんかったら職員が覚えるんでと言ったことが発端です。そこについてＳＥが入っ

ていけるという形なんです、その最初の契約上では。２年目からＳＥはその会社の分には入って

なかったんで。そこもう一度再度調べていただきたい。ブラックボックスはそりゃ業者ですから、

納めてる業者あるでしょう。だってそんなとこは恐らくだれもさわりきらんと思うんです、逆に。

わかりやすく言えば住民票にしても何にしても、データ的には全部窓口で出るわけですから、そ

う難しいことじゃないと思うし。ただ、最初のそこがあるからできるんじゃないですかと、ＳＥ

もそこに入って学ぶことができるんじゃないかと、そういう形で僕は思ってますんで、あんまり

見解的にはずれてなくて、最初の段階でいけば、十分、そこは職員にさせるんですということで

したから、その業者今も変わったわけじゃないんで、そこんとこもうちょっと再度調べていただ

きたいと思います。 

 次に、築上町支所についてという形で。よく本庁、支所にいかれて、私たちは車を使うんです

が、自転車なり歩いてこられた高齢者の方が主だと思います。手続できなくて、それは本庁にい

ってくださいということをよく聞きます。そうした場合に、その日にいきたかったものがいけず

に、また別の日にという、かなりの、私も電話もよくかかってきたこともあるんですが、そうい

ったことで支所から本庁にいく送迎、過去にちょっと出たような話もあるんですが、そういった

ことでちょっとまず送迎的なことは行えるのかというのをまず、お尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  管理課、吉田君。 

○総合管理課長（吉田 一三君）  総合管理課の吉田です。 

 本庁の課の配置は基本的には分庁方式になってると思います。支所のほうに７課２係１事務局

があります。質問の本庁への送迎ですが、本庁の住民課を始めとする複数の課にまたがる業務の

一部を行っているのが総合管理課であり、送迎を行うということの大半が総合管理課の用事でみ

えられた来庁者だというふうに思いますので、総合管理課で行っていることにつきまして、説明

させていただきます。 
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 総合管理課が行っている主な住民サービスとしては、発行業務では住民課関係では住民票、戸

籍、印鑑証明、国民健康保険の保険証等です。それから税務関係では、税証明、それから税金の

納付書、それから福祉課関係では介護保険の保険証、納付書、乳児医療、障害者、ひとり親の医

療証等でございます。来庁された方には、支所に来庁された方には、極力支所の窓口で要件を済

ませれるように、本庁との間に同じ様式でございますが、申請書でございますが、備え付けの申

請書に内容を書いていただきまして、それをメール便で本庁に送ってる状況でございます。 

 中には、本庁でないとできないものがあります。一例を挙げますと、住民基本台帳カードを一

例に挙げさせてください。住民基本台帳の申請につきましては、支所のほうで受け付けができま

す。ただし、これを今度は本人が受け取るときには、暗証番号、申請に本人さんが出向いていた

だきまして、暗証番号、４ケタの暗証番号だと思いますが、暗証番号を入力しまして、カードを

受け取っていただくというような形になろうかと思います。このカードの受け取りにつきまして

は、本庁でしかやっておりませんので、その旨申請書を持ってきていただいたときに、町民の方

に説明はしているつもりでございます。そのような中で、支所と本庁までの距離が３キロ程度あ

るかと思います。そこで、議員さんが言われるように歩いてくる方、車等を利用しないで徒歩で

来る方等の方がいますけど、移動がスムーズに行えない、本庁まで移動がスムーズに行えない方

につきましては、合併当初より公用車で総合管理課の職員が送迎を行っているのが現状でござい

ます。実績としましては、２カ月に１件程度そういう、送迎する場合がございます。 

 以上でございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  送迎できるわけなんですよね。それでも、僕２件ほど、激しい方

はイラついて言われたんでしょう。住民票も取れんとかそういうことを言われた方もおりますが、

それは絶対取れるという話もしましたが、送迎できるのにそういった、送迎してくれなかったお

じいちゃん、おばあちゃんが言ったわけじゃないんです。それを見てる方がそう感じて、どうか

してあげたらいいのにねと、歩いて帰ったわという形で、じゃあ窓口のほうでそういった徹底的

な指示をやっぱ出していくべきじゃないかと思うんですが、その辺については、何ですか、啓発

みたいなのをやってるわけですか。 

○議長（田村 兼光君）  総合管理課、吉田君。 

○総合管理課長（吉田 一三君）  総合管理課、吉田です。 

 見えにくいかもわかりませんけど、支所には出入り口が２カ所ございます。そちらのほうで、

Ａサイズですけど本庁に御用の方はということで、パンフレットは貼っております。それから、

先ほどいいましたように窓口に見えられまして、要件を言われましてどうしても本庁にいってい

ただかなくてはならない場合に、こちらではできませんので本庁のほうにいっていただけますか、
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時間の都合がつきますか、移動手段はどうですかと、そういうふうな形で職員は応対してるつも

りです。また、応対してくれっていうことで部下のほうに指示はしております。ただ、相手の方

がそこをどういうふうに捉えたのかちゅうのは、ちょっと私もわからないところありますけど、

そういう指示をやってるつもりでございますし、今後も徹底してそういうことを言うつもりにし

ております。よろしくお願いします。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  それもぜひ、そういう形で、一たんやってるにしてもなかなか時

間がたてばわからないこともあるんで、できれば１度、そういった週報にも載せられれば、そう

いった対応やってますよと。そこで考えれば、公用車で運んでくれるなら、できないものをでき

るようにしてあげようという考えも一つの形じゃないかと思います。本人乗せていくのがいいの

か、公用車でバタバタ取りいくのがいいのか、いろんな考え方あると思います。そこまでやって

もらえるなら、もっとできるように。支所ではできないものはもうこれだけしかないぐらいの、

そういった対策も考えていただければと思います。 

 次に、支所の将来性について。今の支所の将来性、いわゆるそういうような話がときどき上が

ってくるわけなんですが、今支所、今２階、３階、結構空白状況でもあるし、支所の横に児童館

も建ってます。あれもあそこにスパークの横といって、あそことはちょっと私も思わなかったん

ですが、全体的に、支所全体を見て町長の支所の将来について、どういうふうに支所をやりたい

んだと、どういう支所にもっていこうというようなもの、考えがあればちょっとお願いいたしま

す。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  まだそこまでは考えてないけど、当初、築城があれをつくったときは、

町民の集う場所ということで、合併をしたときは集う場所というようなことで、これつくったは

ずでございます。それで、この建設認めてくれということで、合併のときに３役、４役かね、そ

ろって合併の申し出にどうか合併してくれというふうなことで、申し出にきたことは私覚えてお

りますし、そういうことで当初、合併前、これは１市５町のときでもこの問題が話題になったけ

れども、いわゆる町民の集う場所ということでつくるということで、この支所の分は、だから議

会棟もつくってないし、そういう考え方でつくっておるということはお聞きしておりますんで、

この問題は、庁舎建設とともに検討していく問題でございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  当初の話じゃなくて、町長の考え的なとこです。町長が言われな

いなら、私が町長がしゃべったことを言いますけど。２階、３階に空き家で県の出先など結構、

そういったの声かけていきたいというのを２年ぐらい前にも言ってました。過去どういう建ち方
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でできたとか、そんな話、悪いけどどうでもいいんです。町長として支所をどういった形で支所

の機能をやっていきたいという考えをいただきたいんですが、空き家のところそういったのが、

出先機関がとかいう話もありましたが、そういったアタックやってきましたか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的には、医療再生計画の中で、本来なら京築なんです。こういう形

の中で医師会にも働きかけて、どうしてもみやこと築上の温度差があって、一緒にはなれないと

いう問題も。あっこ使ってもいいじゃないかと、あっこ土地もたくさんあるし、あっこ使わんか

という話でしたことはございますけど、なかなかやっぱり医師会の相双方の話ができない。 

 それから、県の普及センターですか、これの統合がみやこと築上の統合がございました。ちょ

うど真ん中になるからいいじゃないかという話もしたけど、やっぱりどうしてもなかなかという

話になって、あとはまた、農協の合併の話もあるけれども、これもやっぱり頓挫の形のようでご

ざいます。ちょっと若干話はしたことございますけれども。とにかく築上町で何か使わんと、そ

ういうよそ様のあてにはできないだろうと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  もっと積極的に、今の聞いても、あまり今、計画何にも考えてな

いというようにしか聞こえなかったんですが、次の窓口改善というのに入っていきたいと思いま

すが。 

 まず、窓口改善に入る前に、支所ですから、総合管理課長となれば、何か管理課長がトップの

ようにも見えるんですが、支所の大体の責任者って、トップというか、そういったのがあるのか

ないのかなと。そこのところ、ちょっとまず最初にお尋ねしたいんですか。支所には教育長がお

られるんですね。教育長なのか、それともいるのかいないのか、町長お尋ねします。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  支所の責任者は私でございます。あそこに支所長とかは、当時つくって

おりましたけれども、いらないという判断で支所長は除外して、あとは各課、教育委員会はいわ

ゆる教育委員長以下教育委員会の合議制でございますんで、そこが、だから教育委員会は一緒に

入っておるという状況でございます。あとは全部私の管理下にございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  わかりました。トップがいないということで。それはそれでも、

別に町長がやるからいいんですけども、窓口の改善という形で、幸い築城の支所は新しくて、い

ろんな、バリアフリー的にも建物も新しいし、いろんな対応ができる。 

 総合管理課という形があるんで、私でもぽっと入れば総合管理課ってなると、支所機能のすべ

てがそこにあるようにも見えます。あるように見えるならあるようにした方がいいんじゃないか
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なと思って、今言われた送迎の件にしてもそうです。よその市町村っていうか、どこだったっけ、

粕屋町とか大野城市でもやられているみたいなんですが、そこの１カ所いけばすべてできると、

こっちいきあっちいきしなくてもいい、そんなに幾ほどの課もないんですが、ロビー、フロアも

広いですし、総合管理課というのもあるし、大体総合管理課ってなんだろうという形になってく

るんですけど、そういったワンストップ窓口みたいな形が築城支所ではまずできるんじゃないか

なと、僕はそういうふうに思うんですが、住民サービス、町長そういったワンストップ窓口とい

うことを検討していく考えはあるか、それと町長にサービスとは何かというのを、行政サービス

のサービスとは何かというのも、重ねてお尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  …………………………………………………………………………………… 

…… 

 ………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

……………………… 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  全然、今築城支所にいけばただあるわけですから、ただ窓口を

１つにして、住民が動くんじゃなくて職員が動くというぐらいの対応ができるんではないかと、

今町長が言われたサービス、強制執行とかそういうのはサービスじゃないですよね。住民票取る

のはお金かかるんですよね。職員が対応、住民に対応するのはお金かからないです。そのかから

ない、また気遣いするところが僕はサービスと思ってるんです。もっと詳しく言えばただなんで

す。そういったことができるかということで、それをやるのにワンストップ窓口というような、

いけば総合管理課ぼんと出てるんです。そういったことが十分できるんではないかと思って。そ

れが住民に対し、あそこの窓口で最初に行けば、そこでできると、対応ができるということは、

築城の支所からすれば十分１階部分で対応ができるんじゃないかなと、僕は思うんです。すると、

送迎についても、対応できないですねというような、そういった一言のサービス、ただのサービ

スが皆さんにやっぱり欠けてるんじゃないかなと思って、ぜひそのワンストップ窓口みたいなこ

とを、これ予算とかいう話じゃないと思うんです。町長、ぜひやっていただきたいんですが、重

ねてお尋ねします。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  …………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

………… 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  ワンストップサービスは築上町が別に検討しているわけではございま

せん。２年ぐらい前ですか。大野城市そういうワンストップサービスが実施してるということで

視察、総務課長と財政課、企画課長と一緒にうちの町でできないだろうかということで、検討し

て、できる範囲の改善はしていきたいなと思っております。 

 そして、支所ですけど、行政の長は町長ですけど、私は時間があれば支所にいって業務日誌に、

宿直日誌ですか業務日誌、それについては私の方で決裁、あと物品の出し入れ、油とか、そうい

う部分については私が、平均一週間に１回ちゅうのはあれやけど、１０日に１回いって決裁はし

て、管理までいきませんけどそういう形ではやっております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（９番 塩田 文男君）  町長、そう難しく考えなくていいんです。もうちょっと頭フラッ

トにしてほしいんですけど。やってるところもあるんで、できるところから、そして住民が少し

でも変わったねと言われるような支所機能が、私、住民票取れるんですよ、住民票取れるんです

けど住民票も取れんと、愚痴を言うぐらいの、そういったことも過去聞きました。それについて

は私も住民票取れますよと言いましたけど、そういった不満な人、いったらどれが本当かという

のもありますけど、実際に悪い対応も、いい対応もあるけど悪い対応もあるから言ってるわけで

あって、そういったワンストップ窓口、実際にやられているところもあるんで、行政サービスい

ろんな問題や処方あると思いますけども、でも今言ったように住民サービスとあの支所の形態か

らいくと、やれないこともない、もうやるかやらないかなんです。やろうと思えばやれんことも

ない、お金かかるかとそんなにかかるもんでもないだろうし、どこまでそういったワンストップ

に合わせたよそがやってるものはどんなんだろうかと、そういう中で考えて、どこまでできるか

できないか、ここで方向性とかそういったこと考えてないということじゃなくて、考えることは
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ただなんで、まずそういったことできるできないというのを考えていくのもどうかなと思うんで、

ぜひそういった方向性の住民サービスができるような方法を考えていただきたいなと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  …………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………

……………… 

○議長（田村 兼光君）  もういい。 

○議員（９番 塩田 文男君）  もう終わります。もういいです。町長、もうちょっと難しく考え

たらそうなるんです。じゃあ本庁でやってできるんじゃないかと言いたいところある。本庁なら

やるとしたら、町長、副町長すべているんで、本庁でも本当はやってほしいことなんです。右か

ら左。住宅なら２階。学校関係にいけば支所にいっぺんいかなきゃいかんと、転校、転出、転入、

いろんなことを考えたら、１つの窓口で書類的にぱっぱっぱとそこでできるような、副町長を置

けとかいうような話じゃないです。それも課をふやす以上に悪い話です。そういうようなことを

少し勉強していただきまして、そういった窓口に対して、住民が変わったねと言われるような町

づくりを、支所をつくっていただきたいと思います。 

 以上です。終わります。 

○議長（田村 兼光君）  御苦労さん。（発言する者あり） 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  次に７番目に、１１番、塩田昌生議員。塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  通告に従い質問いたします。 

 本町では、農業の後継者がだんだん少なくなっております。築上町の高齢者、それから少子化

はどんどんどんどん進んで、私のところの営農では半分以下ぐらいです。これをどう町としては

取り組んでいくかと思います。 

 ちょっとしたデータですが、１９９０年で約２,５００、現在２０１０年では１,４８３、約

５９％ぐらい減っております。これが進むと町長が言いよった田で油をつくるということもでき

なくなると思いますので、対応方よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 
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○町長（新川 久三君）  基本的には、高齢化、それから少子化という形で非常に人口が減って、

農村地区も一緒でございます。その中でどのようにして農業維持するかと、非常にこれ難しい問

題。本来なら、農業に従事する人の所得が他産業より多くなるような農業であれば、多分多くの

人が従事すると思いますけれど、現状ではそうではありません。いわゆる製造業、ここがちゃん

と自分たちで物の値段を決めるという形が農業には、だんだんそれが出てきつつございますけど、

だからそういう形の中で、一次産業の重要さをやっぱり国の中にちゃんとした位置、今それでも

若干、いわゆる所得政策というものが出てまいりました。そういう形の中でもうちょっと農業者

にたくさん、いわゆる所得をふやすという方策をとってもらえばいい。 

 例えば、自然を守るなら農業が一緒に、農業をしながら自然を守っていると、こういうものも

もうちょっと考慮した形で、いわゆるものの価格が、生活者は消費者は安いにこしたことござい

ません、そういう形の中で、やっぱり一次産業の振興という形の中では国の政策が大きくかかわ

ってる。じゃあ町はどうするかという形になれば、町はやっぱり今ある範疇の中で、いわゆる農

業後継者の育成という、そんなに大きな手立て、やっぱり国の手立て、それであと今それぞれの

後継者がいなくなったという形になれば、もう少し合理的な形で営農組織をもうちょっと大きく

しながら、いわゆるこの農業従事者、オペレーターに高い給料払うような形ができればある程度

若い人も残ってもらえるような状況も出てくるんじゃなかろうかなと。しかし、非常にこれ難し

ゅうございます。収入あって所得いう形になるんで、だからものをつくって売るという形の中で、

これは国のほうにちゃんと対応していただくような形で、国会議員の先生方にアピールしていく

ほかはないだろうと思っておりますし、商業と一緒なんですね。とにかく大型量販店、これに押

されて中小小売業者はもう皆さんやめていっておるという状況がございますし、さりとて農業は、

企業が参入ということもありますけど、なかなか企業も利益にならんということでほとんど参入

してきてない状況でございますし、非常に難しい状況でございます。しかし、この農業というも

のをやっぱり一次産業ということで、本町は大事にしていくべきであろうし、後継者も何とかつ

くっていきたいという意気込みはありますけど、非常に貧しい町であるという形の中も御考慮願

いたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  隣町のみやこ町。あそこ就農制度というのを取り入れて、現在

３名の方が働いております。町はどういうことをしちょるかということは、月に１５万固定給を

やって、３年以上働いたらそれは返さんでいいというような制度をつくっております。これはこ

の前の時も言ったと思いますけど、そういう制度の取り入れ方はないんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  これも国のほうですでに実施されているんで、国のほうからこういう手
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厚い保護が出てきたということで、本町申請をすれば、いわゆる新規就農者のいわゆる給与たし

か１５万ですか、月に、これは国から出るようになっておりますんで、該当者がおれば申請をし

ながら確保していきたいと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  現在、緑の協力隊、あの人が就農できたんです。今ばりばりし

ちょるんですけど、町が一言言ってくれたら、まだ就農者が多いなるんじゃないやろかと思うん

ですけど、どんなもんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  この新規就農についての制度説明、これは産業課のほうでどしどし宣伝

をしていきながら、無理強いはできませんけど、こういう制度があるんで農業携わりませんかと

いうことで話はやっていく必要があろうかと思います。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  どうかよろしくお願いいたします。 

 余談でございますが、私のところはシラサギ軍団という女性の方が七、八名おります。トラク

ターの後ろについて動きよりますが、だんだんだんだん年をとって、今ちょっとカラスに近いん

ですけど、それじゃ悪いということでハウスを建てたんです、１６棟。それはアスパラをつくっ

ております。今それみんなが働いとるんですけど、健康管理にものすごくいいんです。町もこう

いうのを真似して、町と農業と営業と三者出資し合って、そういうコミュニティ兼お金が入るの

をいかがですか。 

○議長（田村 兼光君）  産業課、中野君。 

○産業課長（中野 誠一君）  産業課、中野です。 

 今、塩田議員がおっしゃいました、ハウスを建築して皆さんで出資をして、その独自産業とし

て運営していくっていう方法も一つのいいアイディアだと思いますので、今後はそういった方法

も検討してまいりたいと考えております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  よろしくお願いいたします。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  次に移ります。 

 現在、住宅に配膳を行っておりますが、土曜日曜祭日は配膳しない状況です。だからこの配膳

をどうかしてくださいという声がありますので、よろしく検討の方お願いします。 

○議長（田村 兼光君）  福祉課、髙橋君。 

○福祉課長（髙橋 美輝君）  福祉課、髙橋です。 
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 塩田議員さんから御指摘がありましたように、福祉課のほうにも土曜日、日曜日、祭日も含め、

一年を通じて配食を実施してほしいという要望がたくさんあります。本年度、２３年度ですけれ

ども、事業を実施するという予定で、町内の入所施設を所有しております全部の法人に対しまし

て、意向調査を行いました。１年を通じての実施ということにつきましては、業者のほうも無理

があるということで、今年度は実施することができませんでした。再度、法人等に十分聞き取り

等を行いまして、今後事業の実施を検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 昌生君）  ええ方向によろしくお願いいたします。 

 以上で質問終わります。 

○議長（田村 兼光君）  御苦労さんでした。 

 これで本日の一般質問を終わります。残りの質問については月曜日、１２日に行います。 

────────────・────・──────────── 

○議長（田村 兼光君）  本日はこれで散会します。お疲れさんでした。 

午後４時37分散会 

────────────────────────────── 
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